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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　ようこそ〝前書き〟へ！

　ここは本書のエントランスだ！

　ってなわけで皆みなさん初めまして、あるいはお久ひさしぶり。著ちよ者しやの田中天たなか・たかしです。

　この度は、『ダブルクロス The 3rd Editionリプレイ・トワイライト　帰ってきた快かい男だん児じ』を手に取ってくださり、ありがとうございます。

　本書は〝ＴＲＰＧリプレイ〟という種類の文章作品です。

「ＴＲＰＧ？　リプレイ？　なんじゃそら？」

　という方のために、軽～く解かい説せつをいたします。

　ＴＲＰＧというのは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略りやく称しようです。

　それがどんなものかと申しますと、「司会進行役である〝ＧＭ（ゲームマスター）〟の下、他の参加者はプレイヤーとなって自分のキャラクターを操あやつり、会話で物語を進行させて楽しむ」という遊びです。

　まぁ、解説を聞くよりは、とりあえず本書を読んでみてくださいな。

　本書は、実じつ際さいにＴＲＰＧを遊んだ際の音声を収しゆう録ろくし、それを読み物として読み易やすい形に編へん集しゆうしたもの……すなわち「ＴＲＰＧリプレイ」です。




　本書で扱あつかっているシステムは『ダブルクロス The 3rd Edition』。レネゲイドウィルスという架か空くうのウィルスに感かん染せんしたことによって超ちよう人じんの力を持つに至いたった人間たちの活かつ躍やくを描えがいた、レネゲイドアクションＴＲＰＧです。

　本来は現げん代だい社会を舞ぶ台たいにした作品ですが、本書は少々、趣おもむきを異ことにしております。

　本書の舞台は、一九三八年の世界。世界征せい服ふくを目もく論ろむナチスを相手に、快男児・天花寺てんげいじ・大悟だいごと仲間たちが繰くり広ひろげる戦いを描く……という内ない容ようです。

　歴史的な題材を取り扱あつかってはおりますが、難むずかしくはございません。

　むしろ、頭空っぽにして楽しんでくださいませ！

　願わくは、本書があなたにささやかでも楽しい一ひと時ときをもたらしますように。





本書に収められた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。

実在の人物・団体・思想・宗教等とはなんら関係はありません。






















PREPLAY






　時は一九三八年。

　欧おう州しゆうではナチスドイツが台頭し、亜ア細ジ亜アにおいては日本が長い長い泥どろ沼ぬまの大おお戦いくさへと突とつ入にゆうしつつあった頃ころ。

　昨日より今日は昏くらく、

　今日より明日はなお昏い。

　世界は繰くり返し時を刻きざみながらも着実に、〝第二次世界大戦〟という名の大だい破はき局よくへと向かいつつあった。

　混こん沌とんとする国こく際さい情じよう勢せいの裏うらで暗あん躍やくするは、超ちよう常じようの力を操あやつる、悪あつ漢かん、好漢、怪かい人じん、魔ま人じん。

　武ぶ術じゆつに魔ま術じゆつ、超ちよう能のう力りよく。

　異い端たん科学に超ちよう古こ代だいの遺い産さん―――




　さて。

　ここで少し、本書についての解かい説せつをしておこう。

　かつて、『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』（以下『トワイライト』・富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）というリプレイシリーズ（全三巻）があった。

　システムは、『ダブルクロス The 2nd Edition』（以下ＤＸ２）。現げん在ざい、好こう評ひようを博している『ダブルクロス The 3rd Edition』（以下ＤＸ３）の、ひとつ前のバージョンだ。

　舞ぶ台たいは、第二次世界大戦勃ぼつ発ぱつ直前の一九三八年を描えがいた架か空くうの時代〝ウィアードエイジ〟。

　当時はウィルスについての研究が進んでおらず、さまざまな超常現げん象しようは、科学技ぎ術じゆつや魔術、あるいは古代文明の遺産と考えられていた。

　世界征せい服ふくを目もく論ろむナチスドイツを相手に、心正しき者たちが立ち向かう……という趣しゆ旨しの、荒こう唐とう無む稽けいな冒ぼう険けん活かつ劇げきを主題としたシリーズであった。

　主役は、〝東とう邦ほうの快かい男だん児じ〟天花寺大悟てんげいじ・だいご。

　でかい男だった。

　体がでかく、心もでかい。

　このでかい男が、両の拳こぶしだけでナチスの悪漢どもと丁ちよう々ちよう発はつ止しの激げき戦せんを繰くり広げたのだ。

　オリエント急行で、とある姫ひめ君ぎみを救い出した。

　欧州の小国を襲おそわんとしていた災さい厄やくを、未然に防ふせいだ。

　熱ねつ砂さの中東で、友の忘わすれ形がた見みの女じよ性せいに笑顔を、美しき太陽を取り戻もどした。

　故こ国こく・日本で莫ばく逆ぎやくの友と語り合い、そしてぶつかり合った。

　そして遂ついには月へと至いたり、人類を滅ほろぼさんとする狂きよう気きに立ち向かい……勝利した。

　あれから数年の時が流れ、『ＤＸ２』は『ＤＸ３』へと版はん上げされた。

　俺……筆者・田中天たなか・たかしにはひとつの予感があった。

　そして二〇一〇年の暮くれ、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]からひとつのオファーが来た。

「トワイライトの番ばん外がい編へんをやりませんか？」

　俺の予感は、間ま違ちがっていなかったのだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……と、これが本書執しつ筆ぴつに至いたる経けい緯いである。

「綺き麗れいに短く有終の美を飾かざろう」と決め、あえて三巻で完結としたシリーズであったが、実は書きたいネタはまだまだあった。

　熟じゆく慮りよの末、時間軸じくは『トワイライト』二巻と三巻の間と決まった。書名で表すと、『熱き夕陽の快男児』と『さらば愛いとしき快男児』の間である。

　シナリオの舞台については、かねてよりの腹ふく案あんがあった。

　アメリカ合がつ衆しゆう国こく。

　そう、この若わかき大国での物語は、未まだ描いていなかったのだ。

　摩ま天てん楼ろうを舞台に、快男児とナチスの超ちよう人じん兵士が激げき突とつする……実に絵になるではないか！

　ああ、そうだ。この時代、アメリカには〝彼かの女じよ〟がいるじゃないか。

〝彼女〟は、後の第二次世界大戦にも大きな影えい響きようをおよぼすことになる、実じつ在ざいの人物だ。ならば、別べつ格かくのヒロインとしてご登場願おう……。




　そして、リプレイ収しゆう録ろく当日。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]会議室には、「あのとき」の仲間が集結していた。




田中天たなか・たかし（以下、ＧＭ）：皆みなさん。あらためて今日はよろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！




　それでは、プレイヤーたちを紹しよう介かいしよう。




▼稲葉義明いなば・よしあき（以下、稲葉）

　歴戦のフリーライター。歴史や神話伝でん承しようへの造ぞう詣けいが深く、ＴＲＰＧにおいては『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation リプレイ ヴァニティ・エンジェル』（エンターブレイン刊）に代表される、シリアスかつ〝熱い〟雰ふん囲い気きの名作リプレイを数多く発表している。

　俺にとっては、尊そん敬けいする先せん輩ぱいライターのひとりである。




▼小太刀右京こだち・うきよう（以下、小太刀）

　フリーライター兼けんゲームデザイナー。『異い界かい戦せん記きカオスフレアＳＣ』（新紀元社刊）、『天下繚りよう乱らんＲＰＧ』（ＪＩＶＥ刊）など数多くの作品に関かかわり、『マクロス』をはじめとして小説の執筆も精せい力りよく的てきにこなしている。ＤＸ２のリプレイも手がけ、スラップスティック・コメディ『ストライク』シリーズは読者諸しよ氏しから好評を以もつて迎むかえられた。




▼細野君郞ほその・きみお（以下、細野）

　富士見書房に勤きん務むする編へん集しゆう者しや。仲間内での愛あい称しようは〝キミくん〟。

　俺とは小学校時代からの幼おさななじみで、よく一いつ緒しよにＴＲＰＧをした仲である。気づいてみれば、このように一緒に仕事をすることになり、縁えんとは誠まことに興きよう味み深い。




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）

　もはや今いま更さら紹介するまでもないが、『ダブルクロス』のデザイナーであり、小説家。

　俺とのつきあいは中学時代にまで遡さかのぼり、前ぜん述じゆつの細野氏も含ふくめ、休日に集まっては楽しくＴＲＰＧに打ち興じていたのである。縁とは誠に興味深い・２。




ＧＭ：（感かん慨がい深げに）いや～、嬉うれしいっすよ。またこのメンツで、トワイライトを収録できるなんて！

稲葉：俺も、またこのシリーズに帰ってくるとは思わなかった（笑）。

矢野：最さい終しゆう巻かんの『さらば愛しき快男児』で、綺麗にスパッと終わってましたからね。

小太刀：まあ、「さらば」と言ったら戻もどってくるのは基き本ほんとも言えますよ。『宇う宙ちゆう戦せん艦かんヤマト』なんか、むしろ「さらば」の後が長かった（笑）。

細野：（編集者の顔で）まぁ、すごく人気が出れば、そういうことも十分にありえますな。

ＧＭ：さてさて、まずはおさらいの意味も兼かねて、それぞれのキャラについての設せつ定ていを再さい確かく認にんしていきましょうかねぃ。各人、キャラデータは用意してあるかな？

稲葉：ああ。ここに用意してあるよ。




　キャラクターに関しては、事前に『ＤＸ２』から『ＤＸ３』へのコンバートを依い頼らいしておいた。ひとりにつき[image: 100]点ずつの経けい験けん点を与あたえ、元のイメージを壊こわさぬような形でキャラクターを作成し直してもらったのだ。




ＧＭ：それじゃあ、まずは主役の快男児・天花寺大悟から始めましょうか！

稲葉：おうよ！




▼天花寺大悟てんげいじ・だいご／プレイヤー：稲葉義明

稲葉（以下、大悟）：どうも、快男児です。

矢野：自分で言ってるし（笑）。

大悟：そこが最大の特とく徴ちようなんでな。名前は天花寺大悟。二十八歳さいの男で、かつては軍にいたんだが、悪あく辣らつな上官を殴なぐって日本を飛び出した。今は満まん洲しゆうで探たん偵ていめいた仕事をしている。

小太刀：体も心もでっかい人物でしたよね。

大悟：体は確たしかに巨きよ大だいだな。心は……困こまってる奴やつを放っておけないって単たん純じゆんな奴さ。

矢野：いやー、カッコイイ男ですよね。子こ供どもも大人も憧あこがれるような、ヒーローだ。

ＧＭ：オーヴァードに覚かく醒せいした理由は、西蔵チベツトで〝釈しや迦かの骨ほね〟に触ふれたからですよね？

大悟：そうだったそうだった。それで得た神しん秘ぴの力〝チャクラ〟を回し、鍛きたえた武術の技で悪あく党とうどもをなぎ倒たおすのがお仕事だ（笑）。シンドロームは、キュマイラ／ハヌマーン。

小太刀：接せつ近きんして、武術パンチを敵てきに叩たたき込こむのがお仕事ですね。

大悟：ああ。《破は壊かいの爪つめ》で鋼こう鉄てつ化した拳こぶしを、《フルパワーアタック》でブチ込むのが得意技。

ＧＭ：思いっきりアタッカーですね。火力は間ま違ちがいなくこのパーティの中で最強だ。

大悟：《アルゴスの眼め》も取ってあるので、「相手の魂たましいの色を見る」という演えん出しゆつも健けん在ざいだ。

ＧＭ：そう思いまして、今回、登場するＮＰＣにはすべて「魂の色」を用意しておきました。

大悟：ありがとうな。芸が細かい（笑）。
















▼クリステル・フォン・エッシェンバッハ／プレイヤー：小太刀右京

小太刀（以下、クリス）：名前はクリステル・フォン・エッシェンバッハ。由ゆい緒しよ正しいドイツ貴き族ぞくの家に生まれ、天才的頭ず脳のうに恵めぐまれた美少女です。

大悟：知ち性せい、美び貌ぼう、家いえ柄がらと三さん拍びよ子うし揃そろった完かん璧ぺき超人だな。

クリス：しかし、人生はそう上う手まくいくはずもなく。超ちようエネルギー源げん〝ヴリルパワー〟への適てき性せいがあったため、ナチスのオカルト研究機関アーネンエルベに送られてしまいました。

ＧＭ：そこで、ナチスの超人兵士に改かい造ぞうされてしまったと。

クリス：はい。けれど、今はナチスを脱走してレジスタンス活動を行ってます。

矢野：戦うヒロインだのう。

クリス：施し設せつでの教育が長かったんで、戦うこと以外に関しての実体験は乏とぼしいんですよ。だから、詩や絵画といった芸げい術じゆつや、ロマンチックな物語に人一倍の憧あこがれを抱いだいてます。

大悟：一いつ刻こくも早くナチスを倒たおして、平へい穏おんな生活が欲ほしいところだな。

クリス：シンドロームはエンジェルハィロゥ／ノイマン。知性と射撃戦は任せてください。

ＧＭ：支援系のエフェクトは取った？

クリス：はい。味方のダイスを増やしたり、敵の攻撃対象をずらしたりできます。

ＧＭ：隙すきがない作りだねぇ。

クリス：万能の天才少女ですから（笑）。
















▼ギヨーム・ド・ノートルダム／プレイヤー：細野君郎

細野（以下、ギヨーム）：クリスの次は私だな。名前はギヨーム・ド・ノートルダム。フランス出身、三十七歳・男。住所不定・泥どろ棒ぼう。

矢野：キミくーん！（爆ばく笑しよう）

クリス：せめて、「神しん出しゆつ鬼き没ぼつの怪かい盗とう」とか言いましょうよ（笑）。

ギヨーム：それもそうか。世界各地に眠ねむる超古代文明の危き険けんな〝遺産〟を封ふう印いん、あるいは破壊するために怪盗稼か業ぎように励はげむ長身瘦そう軀くの怪人だ。フランス紳士だが、たまに弱気（笑）。

ＧＭ：最大の特徴は、〝ノストラダムスの本物の予言書〟だよね。

ギヨーム：うむ。『真・レ・サンチュリ』という、私だけが読める予言書に浮うかび上がる啓けい示じを基に、次に起こりうる惨さん劇げきを察知し、それを回かい避ひするために動いている。

矢野：だから超古代文明の遺産を集めてるんだよね。

ギヨーム：そうそう。予言書には危険な遺産の在あり処かが示しめされていて。それをナチスに渡わたすわけにはいかないっていうことで、怪盗になりました。

大悟：シンドロームはなんだっけか？

ギヨーム：モルフェウス／サラマンダー。演出は、西洋魔術。硬度10のダイアモンドパワーは健在で、43点までダメージを軽減したりする。

クリス：なんて頼もしい……！
















▼フィン・ブースロイド／プレイヤー：矢野俊策

矢野（以下、フィン）：名前は、フィン・ブースロイド。イギリスの情じよう報ほう機関ＭＩ６に所しよ属ぞくする、最年少エージェントのひとりだよ。十二歳の男の子だ。

ＧＭ：お父さんは００７シリーズの装そう備び係〝Ｑ〟こと、ブースロイド少しよう佐さだったよね。

フィン：そうそう。父のことを尊敬してる。コードネームは〝ｓスモール・エス〟 。いずれは大文字の〝Ｓ〟になりたいな、と。自分は臆おく病びようだけど、年頃の男の子らしく〝ヒーロー〟に憧あこがれてる。

フィン：シンドロームはブラックドッグのピュアブリード。エフェクトの演出は、数々の発明品となります。基き本ほん的てきに、射撃攻撃特化型です。

ＧＭ：前は支援エフェクト持ってたけど、今回は？

フィン：そこまでは手が伸のびなかった。一応、セッションが始まったらグレネードランチャーを買って多少の範はん囲い攻こう撃げきができるようになるかな。

大悟：なるほど、俺たちがエンゲージする前に、敵てき陣じんに大きな花火を打ち込こむよと。

フィン：そんな感じですね。で、切り札として《ポルターガイスト》を取りました。浮ふ遊ゆう砲ほう台だいを三つ展てん開かいし、どかどか弾だん丸がんを撃うち込むというスタイル。
















ＧＭ：ＰＣ紹介はこんなところかな。

大悟：みんな、得意分野はさして変わってないわけだな。

クリス：そのようですね。むしろ、イージーエフェクトのお蔭で、細かい技が色々と使えるようになっています。

ギヨーム：うむ。《壁かべ抜ぬけ》や《文ぶん書しよ偽ぎ造ぞう》により私がちゃんと怪盗っぽく振る舞えるようになった（笑）。

クリス：私も負けじと、《暗あん号ごう解かい読どく》《究きゆう極きよく鑑かん定てい》など、全部で七つのイージーエフェクトを取りましたよ。

大悟：七つもか！　そりゃあ多芸だな。

フィン：……みなさん、ここでひとつ困ったことがあります。

大悟：どうした？

フィン：『ＤＸ２』の『トワイライト』セッションでは、情報収集はすべて子供の僕が一手に担ってたわけなんだけど……。

一同：うんうん。

ギヨーム：アイテムの調達と情じよう報ほう収しゆう集しゆうはフィンが頼みの綱だったからな。

フィン：しかし！　『ＤＸ３』のルールで組み直した結果、僕の【社会】は１になってしまいました！（笑）

一同：えええーっ!?

クリス：な、なんという劇的な変化……。

フィン：すんません、所しよ詮せん子供なんで、情報収集とかわかんねっす。ただ、〈調達〉技能は12もあるので、アイテム購入だけは任せてね～。

大悟：なんで〈調達〉だけそんなに高いんだ？

フィン：アンチマテリアルライフル常備化のため。

大悟：なるほどな。

ギヨーム：（困惑して）ふむぅ、しかし情報収集では誰を頼ればいいのだろうか。

フィン：うん、それは【社会】２のギヨームとか大悟兄ちゃんだよ。

ギヨーム：な、なんと！（笑）

大悟：俺とギヨームか。ちょいと心配だな。クリスはどうなんだ？

クリス：それがですね、私も【社会】１なんです。

ＧＭ：……まぁ、頑がん張ばれ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ＰＣ紹介が終わったので、いよいよ今回のシナリオ内ない容ように移うつるとしよう。

大悟：三巻のラストの続きからやるのか？

ＧＭ：いえ。〝続き〟ではなく〝外伝〟ですので、時間軸的には最終回よりも前、二巻と三巻の間と考えてくださいませ。

大悟：おう、了りよう解かい了解。

フィン：具体的な月日って決まってるん？

ＧＭ：うむ。一九三八年の十月だ。

クリス：ほほう。世界史的には、ちょうどミュンヘン会談が行なわれて、ドイツのズデーテン進しん駐ちゆうが認みとめられてしまった頃ころですね。

ＧＭ：うん、その通り。




　当時、ナチスドイツはチェコスロバキアのズデーテン地方の領りよう有ゆう権けんを主しゆ張ちようし、ドイツ軍を進駐させた。当然ながら国こく際さい的てきな大問題となったが、戦争を回避したい列強の思おも惑わくと、さまざまな事じ情じようが入り乱みだれた結果、この進駐は認められてしまった。

　これを第二次世界大戦の原げん因いんのひとつと考える説もある。




大悟：いよいよもって情勢はキナ臭くさくなってきているな。

ギヨーム：欧州情勢は複ふく雑ざつ怪かい奇きナリよ。

ＧＭ：しかし、今回の舞台はそんな欧州から離はなれ……アメリカ合衆国です！

大悟：おお、新大陸か！

ＧＭ：意外なことに、『トワイライト』のメンツってアメリカと縁薄うすかったんですよね。ＰＣは日本人、ドイツ人、フランス人、イギリス人。

フィン：そして、主要な舞台はヨーロッパ。おお、確かに。

ギヨーム：俺、アメリカで冒ぼう険けんしたことあるような記憶を脳のう内ないで捏ねつ造ぞうしていた（笑）。

大悟：想そう像ぞう力りよくたくまし過すぎだろう、キミくん。

ＧＭ：でもわかるよ！　大悟たちの冒険なら幾いくらでも妄もう想そうが広がって、もうさっさと誰かに書いてもらって読みたいくらい！

フィン：書くのはお前だろっ！（一同爆笑）

ＧＭ：オゥ、そうでした。……それではさっそくトレーラーを読み上げよっか。




　トレーラーとは、本来は「映えい画がの予よ告こく編へん」を示す言葉である。

　ＴＲＰＧにおいてはシナリオのイメージを提てい示じするために使用し、「今回予告」ともいう。

　このトレーラーにより、ＧＭとプレイヤーが、シナリオの大まかなイメージを共有することができるのだ。




●トレーラー

　アメリカ合衆国。

　この自由と繁はん栄えいの新大陸は、ナチスによって人知れず危き機きに瀕ひんしていた……。

　神秘の空中殺さつ法ぽうと、恐るべき歌が、アメリカンドリームを打ち砕くだく。

　そしてついには世紀の歌うた姫ひめ、マレーネ・ディートリッヒまでもが瞳ひとみを絶ぜつ望ぼうに曇くもらせる。

　嗚あ呼あ、天花寺大悟よ！

　君は美しき歌姫を、そしてアメリカを救うことができるのか!?

『ダブルクロス・トワイライト

　快男児紐育ニユーヨークに行く　～Nice Guy meets America～』

　……快男児よ、正せい義ぎの拳こぶしで悪を討うて！




フィン：神秘の空中殺法!?（一同爆笑）

クリス：そして、アメリカンドリーム……ああ、なんというか、トワイライトに帰ってきたんだなぁという感じですね。

ＧＭ：そう思っていただけると嬉しいね。

大悟：ああ。これだよな、これ。このトンデモ感！（笑）

ギヨーム：ヒロインはマレーネ・ディートリッヒか。今回は実在人物ネタで来たんだね。

ＧＭ：そうだよぉ！　だって大好きなんだもん！




マレーネ・ディートリッヒ

　ドイツ・ベルリン出身の女じよ優ゆうにして歌手。一九〇一年生まれ。

　映画『嘆なげきの天使』で国際的な知名度を得て、一九三〇年にアメリカへ渡わたり、ハリウッドで活かつ躍やくした。その美貌、美声、脚きやく線せん美びで男だん性せいのみならず女性をも魅み了りようした。




クリス：そういえばマレーネはナチスを嫌きらってましたよね。

ＧＭ：うん。ヒトラーから直々に「ドイツに帰って宣せん伝でん映画に出てよ！」とラブコールを送られたんだが、洟はなにも引っ掛かけなかった。

大悟：強い女性だな。

フィン：……で、マレーネ・ディートリッヒと、〝空中殺法〟の関かん係けい性せいがさっぱり想そう像ぞうもつかないのだが。

ＧＭ：バッカオメー、ほら、そりゃあ、アレだよ、アレ。新大陸つったら、華か麗れいな空中殺法が印象的な格かく闘とう技ぎ「ルチャリブレ」だろ。

フィン：それはメキシカンプロレスだっ！　アメリカじゃないっ！（一同爆笑）

ＧＭ：細かい奴だなキミは！　ともかく、歌とかプロレスとかでアメリカがヤバくなるの！　そんなことでＰＣのみんなは頑張れ！

大悟：うんうん、これぞトワイライトってノリだ（笑）。

ＧＭ：それでは無事にトレーラーをご理り解かいいただけたところで、各人のハンドアウトを読み上げるとしよう。

一同：うーす。




　ハンドアウトとは、各プレイヤーキャラクターのシナリオ初期設定を伝えるものだ。

「君は探偵で、今から依頼を受けるところだ」とか「君には倒たおすべき敵がいる」といった、そのシナリオでの導どう入にゆう部分や行動指し針しんが簡かん潔けつに書かれている。




●天花寺大悟用ハンドアウト

ロイス：マレーネ・ディートリッヒ　　　ポジティブ：誠せい意い／ネガティブ：隔かく意い

　キミは現在新大陸アメリカを訪おとずれている。旧きゆう知ちの女スパイ川島芳子かわしま・よしこと共に、火星人による地球侵略計画を打ち破やぶったのはつい先日のことだ。




大悟：火星人!?（一同爆笑）　俺、そんなイカレた事じ件けんに関かかわったのかっ!?

ギヨーム：つーか火星人なんているのか……さすがはウィアードエイジ。

ＧＭ：まぁ、これはあくまでも「大悟がアメリカを訪れた理由」なんで、気にしないでいい。

大悟：気になるよ！（笑）

フィン：……ああそうか、確たしかこの頃ころだよね、ラジオドラマで『宇宙戦争』流して、事件になっちゃったの。

クリス：プロデューサーのオーソン・ウェルズが演出で、火星人襲撃を緊きん急きゆう速そく報ほうとしてニュースで流したら、事実と勘かん違ちがいした人々がパニックを起こしたというあれですね。

ＧＭ：なお、そのラジオドラマ放送は十月末なので、本シナリオはそれより前。おそらく、大悟と一いつ緒しよに火星人を撃げき退たいしたオーソン・ウェルズが、それを基に企き画かくを考えたのだろう。

フィン：さも当然のように法ほ螺らを吹ふくな（笑）。

ＧＭ：ともあれ、火星人はどうでもいいんだ。ハンドアウトの続きを読み上げよう。




「せっかくなので本場のベースボールでも観みていこうじゃないか」

　ご丁てい寧ねいにペアチケットを用意していた芳子の誘さそいを受け、キミはヤンキースタジアムを訪れた。

　その日の試合は、ニューヨーク・ヤンキース対ボストン・レッドソックス。




大悟：おお、名カードじゃないか。

ＧＭ：野球史でいうと、ベーブ・ルースは一昨年に引いん退たいしたばかり。伝説の名選手ジョー・ディマジオが打ちに打ちまくっている頃です。

大悟：ヤンキース黄金時代だな！　そいつぁいい。アメリカに来たって気分満点だ。




　だが、七回の終わり……特別ゲストのマリーネ・ディートリッヒが観客の前で歌い始めた直後に事件は起こった。

　マレーネをさらうべく、ナチスの悪あつ漢かんが乱らん入にゆうしてきたのだ！




大悟：なんでだー!!（一同爆笑）

フィン：きっと、ナチスの旗を翻ひるがえしながらやってくるんだろう（笑）。

クリス：おお、それなら見た瞬しゆん間かん「あ、ナチスの悪漢だわ！」とわかりますね。

ギヨーム：わざわざ大だい観かん衆しゆうの前でさらおうとするとか……バカだろ（笑）。

ＧＭ：ふふん、ちゃんと正当な理由はあるのだ。ただのバカ演出ではないのだよ。

一同：え～？（←疑うたがわしそうな視し線せん）

ＧＭ：見ていればわかるさ。

大悟：よしっ、それじゃあ俺は、その悪漢を止めればいいんだな？

ＧＭ：はい、それを期待しております。

大悟：任せといてくれ。




●クリステル・フォン・エッシェンバッハ用ハンドアウト

ロイス：マレーネ・ディートリッヒ　　　ポジティブ：憧しよう憬けい／ネガティブ：疎そ外がい

　キミは、内戦に荒あれるスペインにいた。

　悲ひ劇げきの地ゲルニカで引き起こされようとしたナチスの恐おそるべき計画を盟めい友ゆうヘミングウェイと共に打ち破ったキミは、つかの間の休息をとっている。

　だが、ヘミングウェイ直々の頼たのみを受け、キミはアメリカに向かうこととなる。

　頼みとは、「親友のマレーネ・ディートリッヒをナチスの手から守ってほしい」というものだった。




クリス：おおっ、私はヘミングウェイと友達なんですか？

ＧＭ：うん。『熱き夕陽の快男児』では、やはり実在の小説家サン・テグジュペリと行動をしていたからね。

クリス：私は、「有名人と知り合い」キャラですね（笑）。

ＧＭ：そういうこと。で、この時代のアメリカ人なら、まぁヘミングウェイかなと。




アーネスト・ヘミングウェイ

　アメリカを代表する文ぶん豪ごう。後に『老人と海』でノーベル文学賞を受賞する。

　趣味は釣つりや狩しゆ猟りよう、スキー、ボクシングと行こう動どう派は。第一次大戦やスペイン内戦にも義ぎ勇ゆう兵へいとして参加。スペイン内戦の体験を基にした『誰たがために鐘かねは鳴る』は代表作のひとつ。




ＧＭ：当時のスペインは、人民戦線とフランコ将しよう軍ぐんのナショナリスタ軍の内戦が繰くり広げられ、ナチスドイツとソ連が干かん渉しようするという第二次大戦の前ぜん哨しよう戦せんの様相となってます。

クリス：ええ、そんな感じでしたね。

ＧＭ：まぁ、とはいえそこはシナリオには直ちよく接せつの関係はないがな（笑）。重要なのは、マレーネを守るという依頼を受けるとこ。

クリス：私、映画が好きなので、おそらくマレーネのファンだと思うんですよ。ナチスを嫌って故国を飛び出したというところも、すごく親近感を覚えるので。

フィン：おお～。なんかそれはすごく納なつ得とくがいく。

ＧＭ：そいつはいい設定だな。それじゃあ、それでいこう。ちなみに、史実においてもアーネスト・ヘミングウェイとマレーネ・ディートリッヒは無二の親友だったそうだ。

ギヨーム：おお～、そうだったんだ。まさかそんな縁えんがあったとは。

フィン：どっちも交友範囲広そうな人だもんなぁ。

クリス：それでは、頑がん張ばって彼女を守ります！




●ギヨーム・ド・ノートルダム用ハンドアウト

ロイス：ティラムバラム　　　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　ティラムバラム。

　現在、君が追っている敵てきの名だ。

　翡ひ翠すいの仮か面めんをつけた魔ま道どう士しで、ナチスと結けつ託たくして何事かを企たくらんでいる。

　奴やつの魔術と、奴に付き従したがう黒こく衣いの女の〝歌〟の前に、キミは一度敗やぶれ去った。

　そして予言書は、次なる危き機きが起こる場所を示す。

　場所はアメリカ合衆国―――摩天楼そびえるニューヨークだ。




ギヨーム：おおっ、いきなり敗北したのか！

フィン：前はナチスに捕つかまってたこともあるし、ギヨームは、なんだかそういうシチュエーションが似に合あう気がする。

ギヨーム：そんなのが似合ってもなぁ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ティラムバラムってのは〝ジャガーの神官〟を示すマヤ語で、マヤ文明に伝わる儀ぎ式しき書ね。敵は、大だい胆たんにもそれを名乗っているというわけだ。

クリス：むぅ、マヤ文明の魔道士でしょうか。

大悟：（笑いながら）マヤとナチスのタッグかよ。いつもながら突とつ飛ぴな組み合わせだ（笑）。

ギヨーム：ふむふむ、そしてニューヨークに行く……と。了解了解。あと、〝歌〟ってのが気になるな。

クリス：歌の前に敗れる……『マクロス』のようですね。

ギヨーム：おお、文化攻撃（笑）。ヤックデカルチャ！




●フィン・ブースロイド用ハンドアウト

ロイス：黒衣の歌姫　　　ポジティブ：感服／ネガティブ：恐きよ怖うふ

　キミは、他のＭＩ６エージェントと共にアメリカ合衆国へ短期派は遣けんされることになった。

　昨今の情勢を鑑かんがみ、情報機関創そう設せつを検けん討とうするアメリカ政府に技術協力を行なうためだ。

　キミたちを乗せた航空機がアメリカ上空に達したとき事件は起こった。

　ナチスによる、突とつ然ぜんの襲撃。

　敵てつ機きから聞こえてくる〝歌〟の力によってパイロットは無力化され、キミが乗る機体は地上へと落ちていくのだった……。




フィン：こっちは撃げき墜ついかよ!?　ギヨームより酷ひどい目に遭あってるぞ！（笑）

大悟：また随ずい分ぶんなホットスタートだな。

ギヨーム：歌を歌う〝黒衣の歌姫〟というのは、こっちのハンドアウトと同じだね。今回の敵の能のう力りよくは、歌がキーワードっぽいな。

フィン：そうだねぇ。……あれ、そういえば、アメリカに情報機関創設って、ＣＩＡやＮＳＡはどうしたんだ？

ＧＭ：ＣＩＡもＮＳＡも、創設は第二次大戦後だよ。この時期はＣＩＡの前身のＯＳＳもなくて、イギリスの方が進んだ諜ちよう報ほうシステムを有していたそうだ。

フィン：なるほどね。それは知らんかった。……で、質しつ問もんがあるのだが。

ＧＭ：なんだろう。

フィン：飛行機落ちたあと、僕はどうなるんだ!?

ＧＭ：それは始まってのお楽しみだ（笑）。

フィン：なんか僕は、オープニングで乗り物に乗ってて、それが壊こわれるってパターンによく遭そう遇ぐうする気がする。……そうそう、あれは二巻のときだ。

ＧＭ：じゃあ恒こう例れいということで。

フィン：いらねぇよそんな恒例！（笑）




●ＰＣ間ロイス

『ＤＸ３』のセッションでは、ＰＣ間でロイスを取得することを推すい奨しようしている。これは、セッション中に合流しやすくするためだ。




ＧＭ：では最後にＰＣ間ロイスを結ぼう。大悟からクリス、クリスからギヨーム、ギヨームからフィン、フィンから大悟の順で。

一同：はーい。




▼大悟→クリスのロイス

大悟：クリスに対するロイスは、まず〝庇ひ護ご〟を選ぼう。脱だつ走そうした、薄はつ幸こうの少女だからな。

クリス：そんな感じですね。すると、ネガティブは〝不安〟とかですかね。

大悟：そうだな。彼女はあまりにも頭が良すぎるので、逆ぎやくに心配だ……ということでネガティブは〝不安〟にする。表に出るのは、〝庇護〟の方だな。

クリス：はい、それで問題ないです。




▼クリス→ギヨームのロイス

クリス：ギヨームに対して、ポジティブは〝友ゆう情じよう〟を選んでいたはず。

ギヨーム：三十七のおっさんに友情を抱いだいてくれるのか。

クリス：ええ。友の絆きずなに年ねん齢れい差さは関係ないわ。

ギヨーム：ありがたい話だな。

クリス：しかし、ギヨームの予言書依い存ぞんっぷりを見てたまに心配になるので、ネガティブは〝不安〟になります（笑）。




▼ギヨーム→フィンのロイス

フィン：次はギヨームから僕だねー。

ギヨーム：うむ、私は君にネガティブで〝嫉しつ妬と〟の念を抱いていた。

フィン：な、なんで？（笑）

ギヨーム：ちびっこいのに超ちよう有ゆう能のう、しかも平穏な少年時代を送っているからだ！

フィン：全っ然、平穏じゃねぇよ！（笑）

ギヨーム：いいや、私の目にはそう映ったのだ。それはそれとして、その能力を評ひよう価かもしているので、ポジティブは〝感服〟で。




▼フィン→大悟のロイス

ＧＭ：では、フィンから大悟へのロイス。

フィン：これはもう、ポジティブは〝憧しよう憬けい〟だよ。僕も、あんな人になりたいと憧あこがれを抱いている。

大悟：フィンはフィンで、俺よりよほど優すぐれた天才じゃないか。

フィン：でも、男としてのかっこよさは別なので。でも、《完全獣化》して異い形ぎようの怪かい物ぶつとなって戦う姿すがたに、同時に恐きよう怖ふしている。ということで、ネガティブは〝恐怖〟にするね。

大悟：ははっ。じゃあ、そんな怖こわい姿は、あんまり子供に見せないようにしないとな。

ＧＭ：……というわけで、これでＰＣ間ロイスも決まりました。それではオープニングを始めましょう！

一同：おうっ！






ＭＩ６　イギリスの情報機関。〝軍情報部第六課〟の略称で、現代はＳＩＳと呼ばれる。一九三八年当時の局長は、ヒュー・シンクレア。

ルチャリブレ　メキシコでは、プロレスのことをこう表記する。「自由なる戦い」を意味するスペイン語である。覆面レスラーが多く、日本でもミル・マスカラスやエル・サントといったルチャドール（ルチャリブレの選手）は有名であろう。

川島芳子　一九〇七生～一九四八没（？）。滅亡した清王朝の皇女のひとりとして生まれ、日本のスパイとして生きることを余儀なくされた〝男装の麗人〟。当時の日本ではちょっとした有名人で、女性ファンが多かったという。大悟とは旧知の仲。

オーソン・ウェルズ　一九一五生～一九八五没。アメリカの俳優、脚本家、映画監督。天才的な演技力と脚本執筆の才を持ち、数々の傑作を世に送り出した。代表作は『市民ケーン』。

ニューヨーク・ヤンキースとボストン・レッドソックス　いずれもメジャーリーグ屈指の強豪チームであり、ライバル関係にある。日本野球における巨人と阪神みたいな因縁である。

ベーブ・ルース　一八九五生～一九四八没。アメリカ・メジャーリーグの伝説的な選手で、ユーモラスな外見と破天荒な生活、そして華のあるプレイは多くの人々から愛された。

ゲルニカ　スペインの都市。ナチスによる空爆で多くの犠牲者を出し、それに憤慨した画家パブロ・ピカソは『ゲルニカ』というタイトルの作品を描いた。

フランシスコ・フランコ・イ・バアモンデ　一八九二生～一九七五没。スペインの軍人にして独裁者。反乱によって権力の座に座り、第二次世界大戦後も長期間に及ぶ独裁政権を維持した。

マヤ文明　中米・ユカタン半島とその周辺部に栄えた文明。

マクロス　歌の力に焦点を当てた、ＳＦアニメシリーズ。小太刀右京氏は、シリーズ最新作『マクロスＦ』のノベライズなどを手がけている。

ヤックデカルチャ　前述のマクロスに登場する巨大宇宙人ゼントラーディが、歌のように文化的なものに触れたときに発する言葉。

ＣＩＡやＮＳＡ　共にアメリカが誇る情報機関。世界的に有名だが、一九三八年当時にはまだ存在していなかった。























OPENING PHASE









◆Opening 01◆For Whom the Bell Tolls


Scene Player ――― クリス






　スペイン、バスク地方、ゲルニカ。

　かの悪名高き〝ゲルニカ空くう爆ばく〟から、およそ一年五ヶ月が経けい過かしている。

　荒こう廃はいした大通りを見下ろす廃はい屋おくの一室に、クリスの姿すがたはあった。




ＧＭ：ではオープニングを開始します。最初のシーンプレイヤーはクリス。

クリス：はい。ゲルニカにいるんでしたよね。

ＧＭ：うん。とりあえず今は、大通り沿ぞいにある住じゆう宅たくの一室にて身を休ませているところだ。つい先さき程ほどまで、ナチスの超ちよう人じん兵士たちと戦っていたところだ。

クリス：了りよう解かいです。では、長ちよ距うき離より用にカスタマイズした狙そ撃げき銃じゆうを窓まどの外に向け、バーンと撃うちます。すると、一キロメートル先に潜ひそんでいた標ひよう的てきに命中。

一同：おおっ!?

クリス：これで、敵てきの超人兵士部隊は壊かい滅めつ。ふぅと息をついて、警けい戒かい態たい勢せいを解ときます。

大悟：さすがクリス。見事な腕うで前まえだな。

クリス：まぁ、ただの演えん出しゆつなんですが（笑）。

ＧＭ：良い演出なので、こちらも応こたえよう。部屋の隅すみのベッドに包ほう帯たい姿すがたで寝ね転ころがっていた男、アーネスト・ヘミングウェイが拍はく手しゆし、「その腕前に乾かん杯ぱい」と言って酒をあおる。

クリス：おお、一いつ緒しよにいるんですね。

ＧＭ：うむ。君と共にナチスの超人兵士と戦い、名めい誉よの負ふ傷しようをしたという設せつ定てい。

フィン：おっちゃん、小説家なのに超人兵士と戦うのかよ！（笑）

大悟：さすが、アメリカが誇ほこるタフガイ文ぶん豪ごうだな。

クリス：じゃあ、酒を飲んでいることをたしなめておきましょう。……アルコールは血管を拡かく張ちようする効こう果かがあるわ。傷きずに障さわるからやめた方がいいわよ。

ＧＭ：すると彼は皮肉げに笑い、「こっちのニュースの方が、余よ程ほど傷に障らぁ。けったくそ悪い」と、新聞を放ほうってよこします。

クリス：どれどれ、中を見てみます。

ＧＭ：そこには「ミュンヘン協定締てい結けつ。ドイツ、ズデーテン地方を掌しよ握うあくする」という見出しが載のっている。

クリス：（暗い顔になって）……またひとつ、私の祖そ国こくは愚おろかな選せん択たくをしてしまったわね。

ＧＭ：「ようやっと、この国の戦争も終わりそうだっつぅのに、別の場所で新たな火種だ。キリがないなぁ」

ギヨーム：そういえばスペインの内戦って、この翌よく年ねんに終わるんだっけか？

ＧＭ：うん。一九三九年の三月にはほぼ終しゆう了りよう。フランコ将しよ軍ぐんの圧あつ勝しようだね。

クリス：結局、人じん民みん戦せん線せんは……共和の理想は敗やぶれるのね。

ＧＭ：「フランコはくそったれのファシストだが有ゆう能のうだ。それに比くらべて、人民戦線にはイデオロギーの毒どくが回りすぎてる。まあ来年の春辺あたりが限げん界かいだろうさ」

ギヨーム：まるで歴史を知ってるかのような鋭するどい読みだ（笑）。

ＧＭ：「ともあれ、ナチスの陰いん謀ぼうだけでも挫くじけたのは大きいさ。俺はスペイン人じゃないが、この国が、そして風土や景色が好きだ。だからクリス、礼を言うよ。ありがとう」

クリス：するべきことをしたまでよ、ヘル・ヘミングウェイ。それに私も、この国は好きよ。ただ……と、ちょっと困こまったように口ごもる。

ＧＭ：「どうした？」

クリス：この国の戦友たちは情じよう熱ねつ的てきでいい人ばかりなのだけど……誰だれも彼もが、週に一度はプロポーズしてくるのは、なんとかならない？

フィン：週一回！（笑）

ギヨーム：スペイン人は情熱的っていうからなぁ。

ＧＭ：「ははは！　そいつは悪くないんじゃないか。オレだって周りにいい女がいるんだったら週に一回、いや週に二～三回プロポーズしてもいいぐらいだ！」と笑うヘミングウェイ。

大悟：……そういや、ヘミングウェイは結婚と離り婚こんを何度も繰くり返した奴やつだっけか。

クリス：ああ、しまった。話題を振ふった相手が悪かった！（笑）

ＧＭ：「クリス、お前だってプロポーズに値あたいする女だぞ。そうだな、あと五年ばかし年をくったら、しばらくオレの女によう房ぼうになってみないか？　ん？」

クリス：困ったように笑って、首を横に振りましょう。……ごめんなさい、今はまだ、家庭のことよりも祖国のことを優ゆう先せんしたいのよ。

ＧＭ：「そいつぁ残念だ」と、屈くつ託たくの無い笑顔を見せた後、やや改まった態たい度どで話しかけてくる。「……実はお前さんの腕を見み込こんで、ひとつ頼たのみがあるんだ」

クリス：何かしら？

ＧＭ：「ちょいとナチスについて調べているうちに手にした情じよう報ほうがあってな。〝黒こく衣いの歌うた姫ひめ〟ってぇ超人兵士が、俺の友人を狙ねらっているらしいんだ」

クリス：黒衣の歌姫……ですか？　ＧＭ、そのコードネームについて、ナチスにいた頃ころの知ち識しきで何かわかりませんか？

ＧＭ：うむ、クリスは知っていておかしくないな。宣せん伝でん相しようのゲッベルスが、そんな計画について口にしていたのを耳にしたことがあった気がする。

クリス：ゲッベルス！　あの宣伝の天才が？　ふぅむ、そんな大物が関わっているとなると、かなり大おお掛がかりな作戦でしょうね。

ＧＭ：「親子ほど歳としの離はなれたお前さんにこんなことを頼たのむのは忍しのびないが、俺はあいにくとこのザマだ。けど、なんとしてでも助けたい友人なんだよ」

クリス：その友人の名は？

ＧＭ：「マレーネ・ディートリッヒ」

クリス：おおっ。『嘆なげきの天使』の、あのマレーネ・ディートリッヒ!?　そんな大だい女じよ優ゆうと友達だったの？

ＧＭ：「ああ。おっと、勘かん違ちがいするなよ。恋こい人びとじゃねぇぞ。……そうだな、オレがプロポーズせずに、しかも誰よりも大事に思う女はあいつぐらいだ」

大悟：友ゆう情じようで結ばれた男女、か。

ＧＭ：事実、ふたりはそういう恋れん愛あい抜ぬきの仲だったらしいっすね。

大悟：へぇ。そいつぁロマンチックだな。

クリス：ヘミングウェイにそこまで言わせるとなると、ちょっと興きよう味みが湧わくわ。わかったわ、ヘル・ヘミングウェイ。依い頼らいを受ける。……私も彼女のファンだしね（笑）。

ＧＭ：なら、ヘミングウェイは破顔して君の手を握にぎり、熱ねつ烈れつに感かん謝しやする。「ははは、ありがとよクリス！　さすがオレの女によう房ぼう候こう補ほ！」

クリス：勝手に決めるなっ！　と、反はん射しや的てきにライフルの銃じゆ把うはで小こ突づいてツッコミます。すぐに我われに返って、私ったらなんてことをごめんなさいと謝あやまりますが（笑）。

ＧＭ：ヘミングウェイは咳せき込こみながら苦く笑しようし、「げほっ、照れるなよ戦友。そら、紹しよう介かい状じようを書いてやるから」と、手早くマレーネ宛あての手紙を書いて君に渡わたすよ。

クリス：ありがとうございます。確たしかに受け取ったわ。

ＧＭ：「マレーネは、ニューヨークのマンハッタンに住んでるはずだ」

クリス：アメリカね。ひとまずスペインを脱だつ出しゆつして、フランス経けい由ゆでアメリカに行く便を探さがすのがよさそうね。

フィン：この時期アメリカに渡わたるなら、フランスかイギリスからだろうね～。

クリス：では、さっそく準じゆん備びを整ととのえ、カバンひとつだけ持って出発するわ。それじゃ、また会いましょうヘミングウェイ。

ＧＭ：「素す早ばやい女だなぁ。大掛かりな旅になるだろうに、カバンひとつでいいのか？」

クリス：（微笑ほほえんで）元々逃とう亡ぼう者しやで、行くところがないもの。荷物は少ない方がいいわ。そのまま手を振って、部屋を出ていきます。

ＧＭ：では、そんなクリスの背せを見ながら、ヘミングウェイはお気に入りの詩の一節を呟つぶやく。




　何なん人ぴとのみまかりゆくもこれに似にて

　みずからを殺そぐに等し

　そはわれもまた人類の一部なれば

　ゆえに問うなかれ

　誰たが為ために鐘かねは鳴るやと

　そは汝なんじの弔とむらいのために鳴るなれば






パウル・ヨーゼフ・ゲッベルス　一八九七生～一九四五没。ナチスドイツの宣伝相。「プロパガンダの天才」と呼ばれ、ラジオや映画を民衆扇動に効果的に用いた。

『嘆きの天使』　一九三〇年に製作されたドイツ映画。マレーネ・ディートリッヒが主演を務め、ヒットを飛ばした。










◆Opening 02◆Welcome to The Jungle


Scene Player ――― ギヨーム






　メキシコ合がつ衆しゆう国こくユカタン半島。

　かつてマヤ文明が栄さかえ、その遺い跡せきが数多く残されている地だ。

　だが、一九三八年当時においては、マヤ文明の研究は進んでおらず、遺跡も手付かずのまま密みつ林りんの奥おく地ちに眠ねむっていた。

　だが、その遺跡の存そん在ざいと価か値ちを知る者も、僅わずかながら存在する。

　ギヨーム・ド・ノートルダムもまた、そのひとりだった。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは、ギヨーム。ユカタン半島の密林からスタートだ。

ギヨーム：うむ、まるでインディ・ジョーンズのようなオープニングだな。

ＧＭ：うん、そうだね。マヤ文明の本ほん格かく的てきな発はつ掘くつが始まるのは戦後一九五〇年代に入ってから。現げん在ざいのユカタン半島は、まさにジャングルにすべてが覆おおい隠かくされた人じん跡せき未み踏とうの地だ。

ギヨーム：ふむ。私は中南米の苛か烈れつな太陽に身をさらしているにもかかわらず、フォーマルなマントを着て行動しているぞ。

ＧＭ：ほう、さすが怪かい盗とう。自分のスタイルは崩さな―――

ギヨーム：そして、木の上を「けきゃあっ！」とジャンプしながら進む（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：猿さるかよ！　カッコいいの台無しだよ！（笑）

クリス：野生に還かえらないでギヨーム！

ギヨーム：……ふぅ、獣けものが目覚めてしまったぜ。おい予言書、いい加か減げん場所を教えろよ。

大悟：自分で探す気が無いな（笑）。

フィン：相変わらずの予言書依存症だねぇ。

ＧＭ：言葉で示しめすのも面めん倒どうになった予言書は、常つねに矢印で行き先を表ひよ示うじする。こっちこっち。

フィン：カーナビかよ！

ギヨーム：（疑う素振りもなく）ああ、右か。大きな木があって動けないよ？　あ、そこで左？　本当にこっちでいいの？

ＧＭ：そして、気が付くと遺跡の奥にいた。

ギヨーム：何!?　……ここは（笑）。

ＧＭ：そこにはナチスの部隊と、キミの仇きゆう敵てきである、魔ま導どう師しティラムバラムが！

ギヨーム：はっ、あいつらは！

ＧＭ：そう、先頭には翡ひ翠すいの仮か面めんを被かぶったティラムバラム。彼らは、祭さい壇だんの上にある棺ひつぎの石を見つけ、それに手を伸のばさんとしていた。

ギヨーム：棺の石というのは？

ＧＭ：予言書に記されたオーパーツで、翡翠の欠片かけらだね。ティラムバラムが被る仮面には欠けている部分があるのだけど、ちょうどそれを埋うめるような形をしている。

ギヨーム：なるほど。ちなみに、ナチスの部隊は何人ぐらい？

ＧＭ：二十人ほどかな。いずれもエキストラとして扱あつかうが。

ギヨーム：なるほど。では、指をぱちっと弾はじくと、懐からタロットカードが一枚、炎に包まれて弾だん丸がんのように飛び出し、ひとりのナチス兵士を焼き打ち倒たおす！

ＧＭ：では、ナチスの兵士は驚きよう愕がくの声を上げる。「なにやつ!?　……はっ、お前は予言書の怪かい人じん、ギヨーム・ド・ノートルダム！」

ギヨーム：いけないなー、ナチスがこんな南米の地まで入ってくるなんて。

ＧＭ：「やつは危き険けんだ！　撃うてー！」その号令とともに、兵士たちは一いつ斉せいに発はつ砲ぽうする！

ギヨーム：魔ま術じゆつ結界で弾いたことにしよう。無む駄だだ、私の前に鉛なまりは通用しない。そして、《ワーディング》を宣せん言げん。エキストラたちは動きを封ふうじられ、瞬しゆん時じに無力化するのだ。

クリス：（ナチス兵になって）「ぬおっ、こ、これは!?　動けん！」

ギヨーム：フッ、この程てい度ど造ぞう作さもない。

ＧＭ：だが、そんな中でもティラムバラムは平然と行動している。

ギヨーム：やはり君は一ひと味あじ違ちがうな、ティラムバラム。

ＧＭ：「ここまできたか、予言書に踊おどらされる魔術師よ」

ギヨーム：踊らされている、か。だが、その予言書のおかげでここを突つき止とめたのだよ。

ＧＭ：「不ふ遜そんだな、猿さるが。少しばかり魔術の力を持った程度で、文化を手にした気になっているのか」

ギヨーム：ほう。神のごとき口を利きく。貴き卿けいは何者のつもりだ？

ＧＭ：「覚えておけ。私は、貴き様さまらの上に君くん臨りんする存在だ」

ギヨーム：ナチスと手を組み、人を支し配はいして何を求めるというのやら。その力は、人には扱あつかえぬもの。……私が封ふう印いんせねばならん。

ＧＭ：「戯ざれ言ごとを。我を止める権利など、貴様らにはない。ただ恐怖のうちに死ぬがよい」

ギヨーム：思い上がりも甚だしい。先程のタロットカードを、抜く手も見せずにティラムバラムに投とう擲てきだ！

ＧＭ：それをくらうと、ティラムバラムの身体からだは、一いつ瞬しゆんでドゥ！　と燃え尽つきる。

一同：おっ？

ギヨーム：……あれ？　意外に効きいてる。

ＧＭ：しかし、その仮面が床ゆかに落ちる寸すん前ぜんに、どこからともなく黒いドレスをまとった少女が、虚こ空くうを割わって突とつ如じよ出しゆ現げんする。

ギヨーム：何っ!?




　豪ごう奢しやな漆しつ黒こくのドレスに身を包んだ、小柄な少女だった。

　顔はヴェールに隠れ、判然としない。だが、全身にまとう妖よう艶えんな気配は、まるで人を惑わす魔女のようだ。

　僅かに見える口元にはすべてを嘲ちよう笑しようするかのような笑みが浮かぶ。

　女は、たおやかな手で仮面を受け止めた。

　まるで、予定されていたかのような振ふる舞まい。




ギヨーム：……何者だ？

ＧＭ：同時に、仮面から声がし始める。




「遅おそいぞ、我わが歌うた姫ひめよ」

「申し訳ございません、ティラムバラム様」

　仮面のしわがれた声と、少女の優ゆう美びで甘あまやかな声は見事に対照的だった。

　だが、ギヨームにはいずれもが、ひどく禍まが々まがしい響ひびきに聞こえた。




ＧＭ：ティラムバラムが「少々厄やつ介かいな相手だ。〝歌え〟」と命じると、少女は「はい、承しよう知ちいたしました」と答え、そのまま仮面を被る。

ギヨーム：何をするつもりだ？

ＧＭ：すると、ギヨームの耳には少女の歌声が、仮面を通して聞こえてくる。その音ね色いろは、美しく……だが、君の心をかき乱みだす！

ギヨーム：ぬおっ!?

ＧＭ：ここでＥロイス《衝しよう動どう侵しん蝕しよく》を使用するぞ。

ギヨーム：（おろおろしながら）なになに？　どうなるの、私!?（笑）

ＧＭ：即そく座ざに衝動判はん定ていを行ってくれ。目もく標ひよう値ちは20！

ギヨーム：に、20!?

フィン：20か！　それはキツイ。




　衝動判定とは、異い常じよう活かつ性せいしたレネゲイドウィルスによる精せい神しんの変調に抵てい抗こうするために行う判定である。侵蝕率が上昇する効果に加え、判定に失敗すると、暴ぼう走そう状じよう態たいに陥おちいってしまう。

　本来は、クライマックスフェイズの戦いにおいて発生することが多いが、《衝動侵蝕》は、これを強きよう制せい的てきに起こさせるのだ。




ギヨーム：（ダイスを振ふる）……失敗だ。

ＧＭ：侵しん蝕しよく率りつを２Ｄ10増ふやしてくれ。そして、与あたえられる衝動は〝恐きよう怖ふ〟だ。

フィン：《衝動侵蝕》は、使った側がその衝動の内ない容ようを指定できるからねぇ。

ギヨーム：一気に侵蝕率が46にまで上がった。では、私は言いしれぬ恐怖を感じよう。

ＧＭ：質問。ギヨームが恐おそれるものはなんだい？

ギヨーム：むぅ？　そうだな……（少し考え）予言書、だな。

クリス：ギヨームの人生に指し針しんを与あたえてくれるのに？

ギヨーム：だからこそ、だよ。人生の指針といえば聞こえは良いが、一歩間違えれば、ただそれに従うだけの奴隷になりかねないのだから。

クリス：なるほど。それは確かに説得力がありますね（笑）。

ＧＭ：では、予言書を持った無数の影かげが、君を取り囲む光景を幻げん視しする。これまで予言書を持ち、やがてその奴ど隷れいと化していった者たちの姿すがただ。

一同：うひゃ～。

ギヨーム：う、うおおおおっ！　それは激はげしく怖こわいぞ！

ＧＭ：さてここで《衝動侵蝕》の追加効果を発表しようかね。

ギヨーム：うへ、これ以上の効果があるのか！

クリス：あれ、この能力は衝動が起きるだけじゃ……。

フィン：（暗い顔で）《衝動侵蝕》は「衝動が起きた結果はＧＭが決めていい」ことになってるんだよ～。

ＧＭ：そうなのよん。なので、このシナリオ独自の追加効果があるのだ。

ギヨーム：（不安そうに）ど、どんなの？　死ぬ？　即死？

ＧＭ：いや、さすがにそこまでは（笑）。「衝動判定に失敗したら、シーン終了まであらゆる判定にマイナス10Ｄのペナルティ」というものだ。

一同：えええっ!?

フィン：ダイスが10個こ減へるのか！　もう、ほとんどの判定が自動的に失敗だね。

大悟：そうなのか？

フィン：振るダイスが０個以下になっちゃうと、その判定は自動失敗なんですよ。

大悟：なるほど……。

クリス：（うろたえながら）こ、この効果は……。今回の敵はかなり厄介ね。

フィン：うん。《衝動侵蝕》は、シーンに出ている任意の相手を対象にできるから、仲間が全員揃っててもキツイよ。

ギヨーム：私は戦せん慄りつしつつ、なんとかティラムバラムと少女を睨にらむぞ。おのれ……これは……この力は一体なんなのだ……？

ＧＭ：黒衣の少女は「やっぱり、あたしの歌の前には、魔術といえど無力ね」と、その力にキミがひれ伏ふしたことに、満足しているようだ。そして、そのまま立ち去ろうとする。

ギヨーム：……ま、待て!?　どこに行くのだ！

ＧＭ：すると、今度はティラムバラムが答える。「行くべきはアメリカ合衆国。アメリカが滅ほろびゆく様さまを見たければ追ってこい」

ギヨーム：アメリカだと……？

ＧＭ：「……もっとも、今、貴様が味わっている恐怖をもう一度受ける覚かく悟ごがあればの話だがな！」と、《瞬しゆん間かん退たい場じよう》を使い、ふたりともシーンから退場する。

ギヨーム：くそ、逃のがしたか……。

ＧＭ：やがて、ギヨームは恐怖から解かい放ほうされた。見れば、ティラムバラムの仲間であったはずのナチスの兵士たちは、恐怖の表ひよう情じようを浮うかべたまま絶ぜつ命めいしている。

大悟：仲間も見境なしかよ……。

ギヨーム：敵とはいえ、なんとむごい……。奴を止めねば、きっと、これ以上の虐ぎやく殺さつが起こってしまうやもしれんな……。

ＧＭ：では、そこで予言書が輝かがやき、新たな啓けい示じが記される。

ギヨーム：先程の幻げん影えいがあるので、しばしためらうが、今はひとまず目を通すとしよう。




　予言書は語る。

「運命は再ふたたび四人を結びつけ　大いなる舞ぶ台たいへと誘いざなう

　黒き歌は白き歌を滅ほろぼし　翡ひ翠すいの狂きよう気きが人々を包む」

　恐おそるべき、滅ほろびの予言であった。




ギヨーム：なるほど。おそらく、この運命の四人とは……大悟たちと、再び出会うということか。ならば、答えは決まったな。

ＧＭ：と、いうと？

ギヨーム：アメリカへ向かおう。彼らと共になら、私は、恐怖を乗り越こえ、ティラムバラムに対たい峙じしてみせる。

ＧＭ：では、決意と共にギヨームは遺跡を後にする……というところでシーン終了だな。






エキストラ　データを持たないキャラクター全般を表す言葉。

Ｅロイス　敵ＮＰＣ（ジャーム）のみが使用することのできる特別な力。オーヴァードのエフェクトすらも凌駕する効果を発揮する場合がある。

侵蝕率　レネゲイドウィルスの活性度。シーンに登場したり、エフェクトを使用することで数値は上昇する。高ければ使用するエフェクトの効果も高まるが、高まり過ぎると〝ジャーム〟と呼ばれるＮＰＣになってしまう恐れがある。










◆Opening 03◆Sky High


Scene Player ――― フィン






　フィン・ブースロイドは、空の旅人となっていた。

　向かうは、アメリカ合衆国。

　これも英国情じよう報ほう部ぶＭＩ６の任にん務むの一いつ環かんである。




ＧＭ：では次のシーンプレイヤーは、フィン。君を乗せた航空機は、アメリカへと向かって飛んでいる。

フィン：はいはーい。行くのは、僕ぼくひとりだけ？

ＧＭ：いや、数名の大人の同どう僚りようがいる。

フィン：ほいほい。じゃあ、年上の同僚たちに「アメリカのお菓か子しってのは、どうしてくどくて奇き妙みような色をしてるんだろうねぇ」って言いながら、むっちゃむっちゃと食ってるよ。

ＧＭ：フィンは、お菓子好きだったね。

ギヨーム：ゼリービーンズか。

ＧＭ：他の同僚はいい大人なので、「お前にやるよ、フィン」って次々とお菓子をくれる。

大悟：そいつらはきっと「今回は大人に任まかせて向こうでたっぷり遊ぶんだな、フィン」とか言ってるんだろうな。

ＧＭ：「まあ何があってもオレに任してくれれば大だい丈じよう夫ぶ。何しろオレはもうすぐダブルオーナンバーになる予定だからな」と、にこやかに喋しやべる奴やつとかがいる。

フィン：うわっ、死にそう！（笑）

ＧＭ：「もうすぐ子こ供どもが生まれるんだ。やっぱり、俺も親として子供に胸むねを張はれる人間にならないとなぁ」

フィン：だから、死にフラグをどんどん立てないでーっ！（笑）

ＧＭ：というわけで、ここにはＭＩ６が誇ほこるダブルオーナンバーほどではないが、Ａ級エージェントたちが多数乗り込こんでいるのであった。

フィン：うん、いかにもエキストラっぽい、というかやられちゃいそうだ。

大悟：先程からの発言を見ても、順調に死にフラグを立て続けているからな（笑）。

ＧＭ：そんな空の旅を楽しんでいると、はるか後方から、轟ごう音おんが迫せまってくる。

フィン：迫ってくる!?

ＧＭ：うん。見れば後方に、雲を割って出現する巨きよ大だいな飛行物体が。その機体に刻きざまれているのは、ハーケンクロイツ！　ナチスの超ちよう兵へい器きに違ちがいない。

大悟：堂々と刻まれてるな！

ＧＭ：フィンのトランク、通信機あったよね？　それに通信が入ってきます。

フィン：じゃあバンと取って「何？　今忙いそがしいんだけど！」

ＧＭ：「聞こえるか、フィン・ブースロイド。コードネームは……スモール・エスだったかな」と、聞き覚えのあるハスキーな女の声が響ひびく。

フィン：女？　誰だれだ？

ＧＭ：サビーネ・ルーデル。『トワイライト』で何度かやりあった、両りよう腕うでを機械化した女性超人兵士だね。

一同：おおっ。

フィン：（嬉うれしそうに）ああっ、懐なつかしい！　フィンにとっては懐かしくないんだけど、プレイヤーにとっては、すごく懐かしい！（笑）

ＧＭ：「飛行中、君とＭＩ６本部との通信を傍ぼう受じゆした。せっかくなので、挨あい拶さつに参上した」

フィン：挨拶ぅ～？　そもそもナチスが、こんなところで何をしてるんだよ！

ＧＭ：「それはこちらのセリフだな、ＭＩ６。情報部の要員が、アメリカ合衆国に何の用がある？」

フィン：なんだっていいじゃないか！　たまにはみんなでアメリカぐらい行きたいんだよ！

ＧＭ：「〝休きゆう暇かを楽しむ〟か、悠ゆう長ちようなことだ。こちらは任務だ。諸しよ君くんらに出会ったのはあくまでも偶ぐう発はつ的てきな出来事にすぎないが……出会った以上、見み過すごすわけにはいかない」

フィン：な、何をするつもり!?

ＧＭ：「なぁに、ただ、〝歌〟をプレゼントするだけさ。とびっきりの〝歌〟をな」すると、どこからともなく歌声が聞こえてくる。

フィン：え？　歌……？




　それは、大空に響ひびく透すき通った歌声だった。

　美しい歌声で舟ふな人びとたちを誘いざなうドイツの水すい魔まローレライは、空ではなくライン川に現あらわれるはずではなかったか？

　そんな疑ぎ問もんを抱いだかせるほど、その歌声は甘あまく、そして魔ま性しようを帯びていた……。




ＧＭ：すると急に、同僚たちが苦しみ始める。涙なみだを流しながら、神への謝しや罪ざいの言葉を繰り返したり、ただただ恐きよう怖ふに怯おびえたり……そんな具合だ。

フィン：みんな、しっかり！

ギヨーム：これは、先程私が受けた《衝しよう動どう侵しん蝕しよく》か!?

ＧＭ：いや、厳げん密みつには違ちがう。これは《ワーディング》及および《ミューズの調べ》だ。エキストラだけを無力化する。

フィン：くぅ、僕は平気だけど、どうすることもできない!?

ＧＭ：なにせそちらは航空機の中だからな。ギヨームの時と違って、君を無む力りよく化かする必要はない。

フィン：なるほど……！

ＧＭ：そして、こんな歌が聞こえてくる。（朗ろう々ろうたる声で）「生きるのはぁぁ～辛つらいぃぃぃぃ～。生きていたくないぃぃぃ～！　死んでしまえばいいぃぃぃ～♪」（一同爆笑）

フィン：なにその直ちよく接せつ的てきな歌か詞しっ!!

ＧＭ：いいじゃん！　重要なのは歌声なんだよ！　そんなわけで、この歌を耳にすると、みな、絶望的な気分になって無力化してしまう。

フィン：うへぇ……洗脳音楽かよ！

ＧＭ：再びサビーネからの通信が入る。「君自身は発明品のおかげでこの歌も無効化できるようだが……君ひとりでその航空機を操あやつるのはかなり至し難なんの業わざだろう」

フィン：……ああっ！　パイロットもか！

ＧＭ：ああ。そして、エンジンすらも、歌に合わせて段だん々だんと動きが落ちていく。

フィン：エキストラだったんだ……ではなく、きっと物理的に干かん渉しようする力もあるんだね。

ＧＭ：うん、そのとおり。というわけで機体は動きを停止する。

フィン：ぎゃああっ！　どうしようどうしよう！

ＧＭ：「運があればまた会おう、フィン・ブースロイド。そうだな、ここはアメリカ大陸の流りゆう儀ぎに合わせよう。グッドラック！」と、サビーネは打ち切る。

フィン：せっかく普ふ通つうの休きゆう暇かだと思ったのに～！　涙を流しながら、とりあえず操そう縦じゆう席せきに向かってパイロットを押おしのけて座すわる！

クリス：機体すらも恐怖しているというのに、どうするというの？

フィン：なんとかするよ！　そうしないと仲間も死んじゃうもん！

ＧＭ：……と、フィンが操縦桿かんを手にしたところで、このシーンは終了としようか。

フィン：ひぃぃぃ～！（笑）






ダブルオーナンバー　選りすぐられたＭＩ６エージェントに与えられるという番号。要するにジェームズ・ボンドの「００７」のことである。

サビーネ・ルーデル　『トワイライト』シリーズにて、何度も登場し、大悟たちと戦いを繰り広げた女性超人兵士。その苗字は、伝説的なエースパイロット、ハンス＝ウルリッヒ・ルーデルにあやかっている。










◆Opening 04◆Take Me Out to the Ball Game


Scene Player ――― 大悟






　野球。

　それはアメリカで発はつ祥しようし、発はつ展てんし、花開いた球きゆう技ぎ。

　我われらが快かい男だん児じ・天花寺大悟は、本場の野球……メジャーリーグ・ベースボールを観みるため、ニューヨークにあるヤンキースタジアムを訪おとずれていた。

　フィールドでは、少年の瞳ひとみを持った逞たくましい男たちが、プロフェッショナルの技わざを競きそい合っている。




ＧＭ：お待ちどうさま、いよいよ大悟のオープニングだ。

大悟：待ちわびてたぜ！　ええと、ヤンキースタジアムで野球を観ているんだよな？

ＧＭ：はい。カードは、因いん縁ねんの対決ともいえるニューヨーク・ヤンキース対ボストン・レッドソックス。強打者ジョー・ディマジオがガンガンかっ飛ばしているね。

ギヨーム：ディマジオか。プレイヤー的には伝説の野球選手だな。

ＧＭ：そうだね。けれど、この頃ころのディマジオは、引いん退たいしたベーブ・ルースの後あと釜がまとして売り出し中の期待の若わか手てだ。それを、バックネット裏うら・最前列の席せきで観かん戦せんしている。

クリス：すごいっ！　プラチナチケットですね。

大悟：さぞかし大だい迫はく力りよくだろうな。俺は、子供みたいに無む邪じや気きにはしゃいで楽しむとしよう。

クリス：大悟が普ふ段だんと違うわ（笑）。

フィン：ああ、でもなんか想そう像ぞうできる。こういうときの兄ちゃんは、純じゆん粋すいにはしゃぎそう。

ＧＭ：隣となりの席に座っている川島芳子かわしま・よしこは、普段と違う大悟の様子を見て、愉ゆ快かいそうに笑うね。「意外だな、天花寺君。まさかこんなに喜んでくれるとは」

大悟：スゲェ男たちのスゲェ野球だぜ。これで興こう奮ふんするなってのが無理な相談さ！




　大悟の目にもまた、フィールド上の選手たちと同じ、少年のような輝かがやきがあった。

　夢ゆめのような時間は流れ、そして七回。

　試合は一時中ちゆ断うだんし、恒こう例れいのブレイクタイムが始まる。




ＧＭ：ブレイクタイムでは、『私を野球に連れてってTake Me Out to the Ball Game』が流れ、みんなが立ち上がって体をほぐしたりしている。

大悟：ふむ、俺もマネして体を動かしておこう。

ＧＭ：さて、ここでアナウンサーの放送が入る。「さて、紳しん士しし淑ゆく女じよのみなさん。本日は特別ゲストとして、我らが歌姫アイドル。マレーネ・ディートリッヒ女史をお迎むかえしております！」

大悟：それは驚おどろくなぁ。ほう、あのマレーネ・ディートリッヒか！

ＧＭ：「歌はもちろん、『私を野球に連れてって』！　エスコート役は、先程素す晴ばらしいプレイを見せてくれたジョー・ディマジオ！」

大悟：う～ん、さすがアメリカ。粋いきなショーを見せてくれる！

ＧＭ：ディマジオにエスコートされてフィールドに現あらわれるは、マレーネ・ディートリッヒ。今年三十七歳さいになろうかという円えん熟じゆくした女じよ優ゆうだ。観客たちも、熱ねつ烈れつな拍はく手しゆや指ゆび笛ぶえで出迎える。

大悟：ヒューッ♪

クリス：わー、ぱちぱちぱち（拍手）。

ＧＭ：拍手が終わったあと、メロディが流れ始め、深みと色気を帯びた素晴らしい歌声が球場に響く（iPhoneを取り出し、操そう作さする）。

フィン：おっ、楽曲用意したんだ。

ＧＭ：（メロディに合わせ、重低音の声で）「わ～たしを～野球に～つ～れてって～♪」

フィン：なんでお前が歌うんだよっ！（一同爆笑）

ＧＭ：「わた～しの彼～はメジャーリーガー♪　きゅーんきゅーん♪」

フィン：歌詞も違うっ！

大悟：普通に音楽流せばいいだけじゃないのか。

ＧＭ：や、ただ流すだけじゃ芸がないので、俺の歌でも楽しんでいただこうかと。

ギヨーム：いらんサービス精神だな（笑）。

ＧＭ：ともあれ、観客は大だい興こう奮ふんだ！　しかし。突とつ如じよ、別の軽けい快かいな楽曲によって、マレーネの歌声は邪じや魔まをされる！

大悟：な、なんだっ？

ＧＭ：直後、観客の誰だれかが叫さけんだ。「見ろっ、上だ！」

一同：上ぇっ!?（一同爆笑）

ギヨーム：誰だよ気づいたの!?

ＧＭ：ややあって、球場の上空より、ひとりの巨きよ漢かんが舞まい降おりる！




　異い様ような男であった。

　半はん裸らの肉体は極きよく限げんまで鍛きたえあげられ、顔を覆おおうはジャガーのマスク。

　ワイルドな胸毛は鉤十字ハーケンクロイツ形に刈りこまれている。

　下半身を覆うは、タイツとリングブーツ。

　つまり男は……プロレスラーであった。




一同：プロレスゥゥゥゥ!?（爆笑）

大悟：しかもハーケンクロイツ。ナチスか！

フィン：バレバレだ……。

ＧＭ：そのレスラーはマイクを手にマレーネ・ディートリッヒを指差し。球場全体に響ひびき渡わたるほどのでかい声で言う。「おい、コノヤロー！」（一同爆笑）

ギヨーム：げ、現代日本のプロレスラーのような口調だ……。

ＧＭ：「オレは世界最強のプロレス流儀マヤリブレのチャンピオン、ナチ・マスカラス」

一同：ナチ・マスカラス!?（一同爆笑）

フィン：名前もヒドイが流りゆう派はもヒドイ！　何、マヤリブレって！

大悟：な、なんなんだこいつは……。

ギヨーム：謝あやまれ！　ルチャリブレに、つーかプロレスに謝れっ！（笑）

ＧＭ：（皆のツッコミをすべて無視し、指を正面につきつける）「歌うた姫ひめマレーネ・ディートリッヒ。あんたをさらいにきた！」




　宣せん言げんと同時に、球場は静まり返った。

　直後、激はげしいブーイングの嵐あらしが巻まき起こる！




ＧＭ：すると、マレーネのそばに控ひかえていたジョー・ディマジオが「おのれ、神しん聖せいな球場に乱らん入にゆうするとは許ゆるせん！」と、弾だん丸がんの如ごとき速度で迫せまる！

大悟：な、何が起こっているんだ。俺は野球を観みに来ていた筈はずなのに、いつのまにかプロレスが始まっている……（笑）。

ＧＭ：ナチ・マスカラスはディマジオをガッシと受け止めて、不ふ敵てきに笑う。「さすがだミスター。だが、バットを持たぬ野球戦士など……オレの敵ではない！」

フィン：意味わかんないから！（一同笑）

ギヨーム：野球戦士ってなんだ！

ＧＭ：（聞いていない）そして、ナチ・マスカラスは空中高く舞まい上がり、ヘッドシザーズホイップでディマジオを投げ飛ばし……ＫＯノツクアウトする！

一同：ＫＯ!?

ＧＭ：呆ぼう然ぜんとした球場に、アナウンサーの悲鳴が響く。「ああーっと！　なんということでしょう！　〝あの〟ジョー・ディマジオが一いち撃げきでＫＯされてしまったぁー！　決め技わざは、ヘッドシザーズホイップ！　メキシコではテヘラと呼ばれる技です！」

一同：おいっ!!（爆笑）

フィン：なんで野球のアナウンサーが急にプロレス実じつ況きように切り替かわってるんだよ！

クリス：しかも、なぜか技の解かい説せつが詳くわしい（笑）。

ＧＭ：ナチ・マスカラスはＫＯしたディマジオを見下ろし「弱い……投げ技も関かん節せつ技わざもない。かくのごとく、野球とは格かく闘とう技ぎとして不完全だ！」と、失望の声を漏もらす。

フィン：当たり前だ!!　野球は格闘技じゃない！（一同爆笑）

ＧＭ：だが、それを聞いた観客たちは「あのディマジオが……野球ではプロレスに、ナチ・マスカラスに勝てないというのかー！」と絶ぜつ望ぼうする！

大悟：なんだ、この不ふ条じよう理り空間は（笑）。

ＧＭ：ルール的には、ここでナチ・マスカラスが《ワーディング》を使用する。その場を、プロレス的なリアリティが支配する空間に書き換かえ、人々は無力化される。

フィン：なんなんだ、そのヒドイ《ワーディング》は（笑）。

大悟：……あれだな。「駄だ目めだ～、野球がぁ～、アメリカの国こく技ぎが敗やぶれちまったー」と、観客が絶望する空間になっちまうのか（笑）。

ＧＭ：その通り。そして、ナチ・マスカラスが一歩また一歩とマレーネ・ディートリッヒに近ちか寄よっていくが、止めようとする者は誰もいない。

一同：…………。

ＧＭ：一方のマレーネは、動こうとしない。

大悟：恐怖ですくんでいるのか？

ＧＭ：いや。視力のいい大悟ならわかるが、彼女はマスカラスを「なぜせっかくの歌を邪魔するんだろう？」みたいな表情で見つめ返してる。そこには恐怖も驚きよう愕がくもない。

クリス：こ、この状況で動じてないんですか？　それは、さすがというかなんというか……。

フィン：ちょっとネジがどこか飛んでるような気もするよ（笑）。

ＧＭ：さて、というわけでマレーネがピンチなわけだが……（大悟をちらりと見る）。

大悟：ふむふむ（腕組みをして聞き入っている）。

一同：…………？

フィン：あ、あの大悟兄ちゃん……というか稲葉さん？

大悟：ん？

フィン：助けに行かなくていいの？

大悟：…………ああっ！　そうだよ！（一同爆笑）

ＧＭ：自分の役目を忘れてたんですか！

大悟：悪い悪い、久々なのと、ＧＭのキテレツ演出の凄すごさのせいで、自分を見失っていた。

ギヨーム：理解できなくもない（笑）。

大悟：ともあれ、すっくと立ち上がろう。

ＧＭ：川島芳子は、「どうしたんだ、天花寺君？」と問いかける。

大悟：ああ、ちょいと〝乱入〟してくるぜ！




　ひらりと身を躍おどらせ、大悟はフィールドに降おり立った。

　数万の観客の中にあって、彼ひとりだけが、危き地ちにある歌姫を救うべく立ち上がったのだ。




ＧＭ：ではアナウンサーの実じつ況きようを入れよう。「おおっと！　現あらわれたのは、ナチ・マスカラスと比べても、まったく遜そん色しよくのない肉体を持つ、東洋人とおぼしき男だー！」

フィン：このアナウンサー、グルだろ（笑）。

大悟：ナチ・マスカラスとやらにツカツカと歩あゆみ寄よっていくぜ。

ＧＭ：「ほう？　少しは骨ほねのある奴がいると見える」

大悟：一体何を考えているのか知らんが……これだけの観客、少年少女たちが楽しみにしている野球に乱入するとは、ずいぶん無ぶ粋すいな真ま似ねをするじゃないか！

一同：おおっ！

フィン：さすが大悟兄ちゃんだ！

ＧＭ：ナチ・マスカラスは、値ね踏ぶみするようにしげしげと大悟を見ると「あんた強そうだなァ……ん？　いや、見覚えがあるぞ」とマイクで呟つぶやく。

ギヨーム：わざわざマイクで言うんか（笑）。

ＧＭ：うん、他の観客にも聞こえるようにマイクで言う。「我われ々われナチスの超ちよう人じんレスラーたちを数多く葬ほうむり去った日本人……そう、天花寺大悟だな！」

大悟：ちょ、超人レスラー？

ＧＭ：君がこれまでに倒たおしてきた超人兵士のことだね。彼にとって、人間の区別はレスラーか、それ以外かしかないのだ。

フィン：病院に行けっ!!（笑）

クリス：病院だって困るわよ、こんなの。

大悟：ともあれ、プロレスラーはお呼よびじゃないぜ！

ＧＭ：ナチ・マスカラスは「面おも白しろい、こい！」と言って、まず力ちか比らくらべを要求する。

大悟：行くぜ！　猛然と摑みかかって、手四つで組み合う！
















　それはまるで、列車同士のぶつかりあいだった。

　極限まで鍛えあげられた肉体同士の激げき突とつに、球場は震ふるえ、フィールドに亀き裂れつが走る！

　ふたりの力は、ほぼ互ご角かく。




ＧＭ：ふたりの力はギリギリと拮きつ抗こうする。ナチ・マスカラスは大悟の顔を正面に捉とらえて言う。「……熱いなぁ、あんた。メキシコに吹ふく熱風みたいだ」

大悟：（不敵に笑う）

ＧＭ：「まぁ、行ったことないけど」

フィン：ないのかよっ！（一同爆笑）

大悟：ブフッ！（思わず噴き出し、ガクッと脱力）

クリス：ここまでメキシカンレスラーっぽい演えん出しゆつで、メキシコ行ったことないとか（笑）。

ＧＭ：だって肌の色も目の色も、どうみても生きつ粋すいのドイツ人だし。さて、ここでマスカラスは大悟の手をバンと弾はじき、後ろに下がる。

大悟：おや、降こう参さんかい？

ＧＭ：「ちっとたぎりすぎちまうな。あんたをここで倒すのはもったいない」

大悟：ナチ・マスカラスとやら。一体何が目的だ？　こんな観かん衆しゆうの中で、か弱いご婦ふ人じんを連れ去ろうたぁ、何の企たくらみあってのことだ？

ＧＭ：「それは、これから始まる〝お楽しみ〟だ。ひとつ言えることは、オレはオレの最強を証しよ明めいし……このアメリカを落とす。それだけだ」

大悟：ふん。わざわざ場を改めることもない、ここで決着を付ければ済すむことだ！

ＧＭ：「いや、お前ほどの相手。しかるべき決戦の場を用意する。それが、オレの、ナチスの流儀！」そう言って、エネミーエフェクト《ワールウインド》を使って退たい場じようする。

大悟：逃にげられた、か……？




　ナチ・マスカラスは、嵐あらしのように球場から去った。

　その場に残されたのは、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった観客たち。

　そして、マレーネ・ディートリッヒと彼女を救おうと現われた大悟だけだった。




ＧＭ：球場は試合どころではないが……残されたマレーネは大悟を見て、ぱっとまるで花が咲さくような笑顔を浮うかべます。

大悟：大だい丈じよう夫ぶだったかい、大女優？

ＧＭ：彼女はとても甘やかな声で喜びをあらわにする。（超ちよう絶ぜつ野太い声で）「んまぁっ～、ありがとうぅん♪　あなたがマレーネを救いにきた、ナイトねぇぇえぇん？」

大悟：うおっ!?（←思い切りたじろぐ）

ギヨーム：どこが〝甘やかな声〟なんだ（笑）。

ＧＭ：心の耳で聞け！　彼女は、「あなたが、マレーネを救いにきたナイトってわけね。ロマンチック！」と、大悟に抱だきつき、頰ほおに熱烈なキスをする。アメリカ流ってやつかな。

大悟：おいおい、それにしてもちょっと熱烈すぎないか？

ＧＭ：「あなた東洋の人ね。ううん、新大陸ではこれが当然よ？」ちなみに、戸惑う大悟を見て、観客席の芳子は心底愉ゆ快かいそうに大だい爆ばく笑しようしている。

大悟：あいつ、他ひ人と事ごとだと思って！　ええと、こりゃどうすりゃいいんだ？

フィン：珍めずらしい、大悟兄ちゃんが戸惑ってる（笑）。

ＧＭ：マレーネは、大悟の手を握にぎって、にこりと微笑ほほえむ。そして、有う無むを言わせぬ押おしの強さで、こう囁ささやく。




「これだけじゃお礼し足りないわ。このあと時間ある？　あるわよね。よしっ、じゃあマレーネの家でお祝いよ！　美お味いしいお酒と食事を用意するわ、ミスター・ナイト！」

　それは、不ふ惑わくを目前に控ひかえた大女優とは思えぬほどに軽快で、屈くつ託たくの無い……純じゆん真しんな少女のような笑えみだった。

　断ことわったら、泣き出してしまいそうな雰ふん囲い気きだ。

　大悟は苦くし笑ようし、観念した。

　―――やれやれ、妙みような〝お姫ひめ様さま〟を救っちまったなぁ。






『私を野球に連れてって』　一九〇八年に作曲された野球ソング。七回表終了時に流れ、観客がストレッチなどを行うのが恒例である。

マヤリブレ　当然ながら、そんなプロレススタイルはない。

ヘッドシザーズホイップ　相手の頭部に両足で飛びついて挟み、そのまま投げ飛ばすという大技。ルチャドールの多くが、この技を得意とする。

エネミーエフェクト　敵（エネミー）だけが使用できる特別なエフェクト。当然ながら、ＰＣは取得できない。














MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆Beauty and the Beast


Scene Player ――― 大悟






　ニューヨーク、マンハッタン。

　アッパーイーストサイドと呼よばれる地区の一等地に、マレーネ・ディートリッヒの高級アパートメントはあった。

　部屋は広く快かい適てきで、テーブルの上では歓かん待たいの食事が湯気を立てている。

　ホストのマレーネは美しく着き飾かざり、笑顔。

　主しゆ賓ひんである大悟は、どことなく居い心ごこ地ちが悪そうだ。




ＧＭ：ではミドルフェイズ最初のシーン。シーンプレイヤーは大悟。マレーネのアパートで、ささやかな歓待を受けているところから開始だ。クリスも好きなタイミングで登場できるよ。

クリス：はい、わかりました。

大悟：ふぅむ、勢いきおいに乗せられて招しよう待たいを受けたってとこか。

ＧＭ：彼女のアパートは、マンハッタンのアッパーイーストサイドにある。いかにも高級な物ぶつ件けんだが、それも数ある自じ宅たくのひとつに過すぎない。

大悟：さすがハリウッドの女優さんだなぁ。

ＧＭ：マレーネは、「ふたりきり、水入らずの食しよく卓たくよ♪」と微笑ほほえむ。なお、彼女のスタッフが世話係として何人かついていたりもするわけだが（笑）。

フィン：全然ふたりきりじゃないし（笑）。

ＧＭ：なお、オープニングでも話したが、マレーネの瞳ひとみには常つねにキラキラとした星が宿り、周囲には細かい光がキラキラと輝かがやいている感じだ。

ギヨーム：少女漫まん画がかいな。

クリス：さすがはハリウッドが誇ほこる世界的女優ですね。

ＧＭ：楽しいことがあると輝きが増まし、しょんぼりすると元気なく光量も減へるわけだ。

大悟：文字通り眩まばゆいな（笑）。

ＧＭ：さて、そんな輝ける美女は、改めて君に自己紹介をする。「マレーネは、マレーネ・ディートリッヒ。世界一の歌姫アイドルよ♪」

大悟：お、おおう？（ちょっと戸惑っている）

ＧＭ：どうかしたかな？

大悟：彼女は自分のことを、自分の名前で呼ぶのか？

ＧＭ：その通りだ。けれど、不思議と子供っぽさや過か剰じような媚こびといったものは感じられない。本人は、それが当然であるかのように喋しやべっているね。

大悟：な、なるほど。……初めて会うタイプだな。

ＧＭ：英語で喋ってるわけだけど、「I am　なんちゃら」ではなく、「Marleneマレーネ is なんちゃら」という口調だ。

大悟：ふぅむ。なるほど。

ＧＭ：大悟の反はん応のうに気づいたようで、「自分のことをこう呼ぶの、おかしいかしら？」と、マレーネは質しつ問もんしてくるね。

大悟：（首を横に振ふって）珍めずらしいのは確たしかだな。けど、あんたはハリウッドの人間だ。少々風変わりな点があっても、それは魅み力りよくの一部なんじゃないかな。

ＧＭ：「褒ほめられてると受け取っていいのかしら？」

大悟：（大おお仰ぎように両手を広げて）食卓に招いてくれた美女に、悪口なんて言えるはずがない。

ＧＭ：「あなた、面白いわね。うん、気に入ったわ！　さぁ飲んで食べて！」ハイテンションに、マレーネは自らワインを君のグラスに注そそぎ、次々と料理を取り分けてくる。

大悟：はは、とんだお姫様に気に入られちまったらしいな。

ギヨーム：少しトウが立った姫様だがな。ええと、何歳だっけか？

ＧＭ：一九〇一年の十二月生まれなんで、今年で三十七。

ギヨーム：……私と同おない年ではないか。

大悟：マジかよ！（笑）

ＧＭ：おお、そういえばそうだったな。

クリス：おふたりの食事に水を差すのは気が引けるけど……ここで登場していいかしら？

大悟：おお、来てくれ来てくれ（笑）。

クリス：呼び鈴りんを鳴らし、招しよう待たい状じようを見せて取り次いでもらう感じで登場しましょう。

ＧＭ：うむ。マレーネの許きよ諾だくを得て、スタッフは君を中へと招まねき入れる。

クリス：うわ、さすがにガチガチに緊きん張ちようするなぁ。「は、初めまして」でいいのかしら。いやいや……とか考え込んで、心臓が高鳴ります。

ＧＭ：で、通された先にはなぜか大悟もいるわけだ（笑）。

大悟：（気楽な口調で）よぅ、クリス。奇き遇ぐうだな。

クリス：……大悟!?　え？　あれ？　さすがに混こん乱らんし、どう反応したものかと硬こう直ちよくします。ええと、マレーネに挨あい拶さつするべきか、大悟と再さい会かいしたことへの反応が先か……。

ＧＭ：じゃあ、その様子を見て、マレーネは大悟に顔を向ける。「ダイゴ、この可愛かわいらしい方とお友達？　なら、紹しよう介かいしてくれる？」

大悟：クリスに目配せする。……名前とか話していいのか？

クリス：こくりと頷うなずきます。どうせ、ナチスから守るために来たことは話すわけだし。

大悟：オーライ。……マレーネ。その娘むすめの名前は、クリステル・フォン・エッシェンバッハ。一いつ緒しよに死線を搔かい潜くぐった、大事な〝戦友〟さ。

ＧＭ：「戦友？　こんなに可愛らしい女の子と？」

大悟：ああ。何度も助けられたことがある。信用できる人物だよ。

クリス：急に褒ほめられたので、よりアタフタしそうですが、なんとか心を落ち着けます。……初めまして、ミス・ディートリッヒ。

ＧＭ：「あはは、不ふ正せい解かい。マレーネは結けつ婚こんしてるのよ」

クリス：えっ、そうなんですか？

ＧＭ：うん。ドイツ時代に結婚してるし、娘までいる。夫とは不仲ではないんだけど、自じ由ゆう奔ほん放ぽうな女じよ性せいなので、わりと別べつ居きよ気味という。

クリス：な、なるほど。では言い直そう。失礼しましたミセス・ディートリッヒ。ミスター・ヘミングウェイの依い頼らいにより、あなたを護ご衛えいしに参上しました。

ＧＭ：「護衛？　アーネストの依頼ですって？」

クリス：はい。信じられないかもしれませんが、ナチスがあなたを狙ねらっています。その脅きよう威いを排はい除じよするまで、お側そばに置いてはいただけないでしょうか？

ＧＭ：「ドラマチックな状じよう況きようねぇ……普ふ段だんなら、アーネストのジョークだと思うところだけど……」と、マレーネは大悟の方を見る。

大悟：ああ、レスラーが襲しゆう撃げきをかけてきたわけだからな。クリス、連中はもう動いてるぜ。ここで軽く、ナチ・マスカラスの話をしておこう。

クリス：ナチ・マスカラス？　……それは確たしかに……連中らしいというか……連中以外にはありえないというか……。

フィン：名前だけでもう、「ナチスの超人兵士です」って感じだよね（笑）。

ＧＭ：マレーネは深く考えた様子もなく、即座に返答する。「ともあれ、わかったわ。その申し出、受けましょう」

クリス：あ、ありがとうございます！

ＧＭ：（クリスに微笑ほほえみ）「あなたのベルリン訛なまり、とっても綺き麗れいで素す敵てきよ。その声が聞けるのなら、いくらでも側にいて欲ほしいわ」

クリス：おお、褒められたっ。夢ゆめ見みる少女の目になって、ぽーっとします（笑）。

大悟：あのレスラーが本当にナチスだって裏うら付づけも得られたな。こいつは、クリスにだけ任まかせてあばよってわけにもいかねぇよな。

ＧＭ：「あら？　ナイトの時間を延えん長ちようしてくださるの？」

大悟：乗りかかった船さ。もっとも、あんたが嫌いやでなければな。

ＧＭ：「嫌な人だったら、そもそもマレーネは食事に招まねいたりなんかしないわ。よろしくね、おふたりさん」

大悟：こちらこそな、大女優。

クリス：（緊張した様子で）ぜ、全力を尽つくしますっ！

ＧＭ：かくして大悟とクリスは合流し……というところで、シーンを終しゆう了りようしようと思うが、最後にひとつ、演えん出しゆつを。

一同：おっ？

ＧＭ：それまで室内にムーディな音楽を提てい供きようしていたラジオに、緊きん急きゆう放送が割わり込こむ。




　ラジオから流れてきたのは、有名なアナウンサーの声だ。

　いつも冷静にニュースを読み上げる彼の声に、明らかな動どう揺ようの色が混まざっている。

　いや、それはむしろ悲鳴に近い。

「……アメリカ国民のみなさん、現げん在ざい我わが国では大変なことが起こっています！」







◆Middle 02◆I Dreamed a Dream


Scene Player ――― フィン






　ナチスによる襲撃後、フィンは機器を操そう作さし、なんとか飛行機を不ふ時じ着ちやくさせることに成功した。

　場所は、ボストン沖おきの海上。

　なんとかアメリカへの入国を果たすも、仲間は全員病院送りという惨さん状じようだった……。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーはフィン。ギヨームにも登場してもらうよ。

ギヨーム：心得た。

フィン：どんなシーン？　変な歌のせいで飛行機が墜つい落らくしかけて、なんとか操そう縦じゆうしようと頑がん張ばったわけだけど……。

ＧＭ：うん、なんとかボストン沖の海上に不時着し、アメリカ上陸はできた。だが、同乗していた仲間は全員、病院送りという状じよう態たいだ。

フィン：うひゃあ。

ＧＭ：現在は、仲間の病室を出て、ボストンの街にひとり放ほうり出された状態だね。散さん策さくし、辿たどり着いたのはボストン港。向こうに見えるは、伝説の帆はん船せんコンスティチューション。




　コンスティチューション。

　一七九七年に進水、米英戦争を潜くぐり抜け、現在も現げん役えき艦かんとして就しゆう航こう中のフリゲート艦かんだ。

　船せん齢れいは百四十年に及および、まさに〝アメリカ海軍の歴史そのもの〟と言える。




フィン：こんな状況じゃ、観光気分にも浸ひたれないなぁとかボヤきつつ、ＭＩ６本部に連れん絡らくだ。そこらの倉そう庫こ脇わきにでも座すわり込こんでトランク内の通信機を立ち上げよう。

ＧＭ：うむ。本部のヒュー・シンクレア局長と連絡はつけられる。君の報ほう告こくを受け、しばらく通信機の向こうで考かんがえ込む気配。

フィン：ナチスもいたことだし、イギリスに帰っていいかな？　いいよね？　ねっ？（笑）

ＧＭ：「すまない、フィン・ブースロイド。今回もまた、君には苦労してもらうことになりそうだ……」

フィン：やっぱなぁぁぁ！　チクショーッ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「実はだな、アメリカの政せい府ふ機関との連絡が、現在、つけにくくなっているんだ。何やら事じ件けんが起こっているらしく、な」

フィン：……ナチスの仕し業わざ？

ＧＭ：「可か能のう性せいは高い」

フィン：うーむ……とはいえさぁ、僕ひとりじゃどうにも……。

ギヨーム：では、そこで私が不意に登場するとしよう。取得した《壁かべ抜ぬけ》を使って、急に虚こ空くうを渡わたって出しゆつ現げんする。わー、魔ま術じゆつ師しっぽーい（笑）。

フィン：急に出てくるんで、わぁぁって驚おどろくよ。……な、なんだギヨームか！　驚かさないでよ！　……ていうか、なんでこんなところに？

ギヨーム：ナチスとのいざこざがあってな。そして、ここに君が現あらわれると予言書の啓けい示じがあったのだ……ということでいいかなＧＭ？

ＧＭ：うん、いいよ。あと、予言書は「ボストンでイベントが発生するからね」とも教えてくれた（一同爆笑）。

フィン：ぶっちゃけ過すぎだろ！（笑）

クリス：しかも口調がやたらとフランクね。

ギヨーム：ふふふ、頼たよりになる予言書だ……それはともかく、これまでのいきさつをブースロイド君に伝えるとしよう。




　ふたりはお互たがいの状況を伝え、「黒こく衣いの歌うた姫ひめ」や、「ティラムバラム」についての情じよう報ほうを共有することとなった。




ギヨーム：ＧＭ、ここで合流するまでに情報を集めておいたということで情報収しゆう集しゆう判はん定ていはできないかな？　ティラムバラムについて、最さい低てい限げんの事は知っておきたい。

ＧＭ：（少し考える）……ん、ＯＫ。早めに情報を摑つかんでおくのは悪くない。




　ギヨームは情報収集判定を行い、それに成功した。

「合流するまでの間に得た情報」という扱あつかいなので、情報を獲かく得とくした経けい緯いやシチュエーションについては描びよう写しやせず、情報のみを提てい示じして簡かん潔けつに済ませることとなった。

　得られた情報は、次のようなものだった。




・ティラムバラムについて

　古代マヤ文明の魔術師で、人々を苦しめ破は壊かいの限かぎりを尽つくした人物。

　パカル王という英えい雄ゆうによって倒たおされる際さい、己おのれの精せい神しんを翡ひ翠すいの仮か面めんに移い植しよくして、現げん代だいまで生き延のびることに成功した。

　ナチスによって発はつ掘くつされ、相そう互ご協力をすることとなった。

　魔術によって作った人形を仮かりの体としていることが多いが、真の力を発はつ揮きするには、力を持つ依より代しろが必要である。




ＧＭ：……と、こんなところかな。

ギヨーム：ふむ。依代が必要、か……。

ＧＭ：さて、それではここで、予言書の語るイベントが発生します（笑）。

一同：おっ？

ＧＭ：いずこからともなく聞こえてくるのは、物もの哀がなしく、そして安らぎを覚える歌声。それは、聴きく者を眠ねむりへと誘いざなう……。

ギヨーム：これは！　黒衣の歌姫か！

ＧＭ：その通り。そして、港に浮うかぶコンスティチューションに異い変へんが起こる。




　見よ！

　アメリカ海軍の栄光と共にあった帆船コンスティチューションが、怪あやしげな歌声を子守歌にするかのように、みずから帆ほをたたみ、横よこ倒だおしになっていくではないか！

　それを見る人々もまた、次々と倒たおれ伏ふしてゆく。

　ボストンの街すべてが、疲つかれた戦士のように眠りに落ちてゆくのだ。




ギヨーム：なんだこれは！　船までが倒れていくだと？

フィン：これだよこれ！　僕の乗ってた飛行機を落としたのは！

ギヨーム：……歌の出処はどこだ？

ＧＭ：周囲を見回すと、港を一望できる教会の尖せん塔とうに人影……黒衣の歌姫がいる。けれど、結果に満足したのか、大きく頷うなずくと、すぐに姿を消してしまう。

ギヨーム：むむぅ。おのれ、逃がしたか。……しかしこれは、私がオープニングで聞いたものと同じか？

ＧＭ：歌の内ない容ようは違ちがえど、声は同じだね。なお、ここで使用されるのは《衝しよう動どう侵しん蝕しよく》ではなく、エキストラを洗せん脳のうする《ミューズの歌声》だ。

ギヨーム：（ほっとした顔で）よ、よかった。また衝動判定をするかと思ってゾッとした。

フィン：しかし……物までやる気を失って寝ねこむってのは、どうなんだ（笑）。

ＧＭ：ナチスの超ちよう科か学がくと超ちよう魔ま術じゆつの融ゆう合ごうをもってすれば容易たやすい。

フィン：科学なめんな！（笑）

ギヨーム：魔術もなめんな（笑）。

ＧＭ：そして、さらにフィンの通信機はアメリカの緊急放送を受信する。

フィン：んっ？　聞いてみよう。

ＧＭ：ラジオからは、アナウンサーの悲ひ痛つうな声が流れる。「……アメリカ国民のみなさん、現在我わが国では大変なことが起こっています！」

フィン：前のシーンの最後にあったやつだね。

大悟：なるほど。俺らはこれを、ニューヨークで聞いているってわけか。

ＧＭ：「最強のボクシングチャンピオン、ジョー・ルイス氏がスパーリング中、謎なぞのレスラーによって一ラウンド三十八秒で敗やぶれました。決まり手は、逆卍固めハーケンクロイツホールド」

一同：なにぃ!?（一同爆笑）

フィン：ハーケンクロイツホールド！　ナチの仕し業わざだよ、ギヨーム！

ギヨーム：う、うむ！　これは疑うたがうまでもない……！

ＧＭ：ラジオは続く。「また、自動車王として名高いヘンリー・フォード氏が、全社員の前で訓くん示じを述のべている最中、謎のレスラーによる襲撃を受けました」

大悟：今度は自動車王が!?

ＧＭ：「氏は、秘ひ蔵ぞうのＴ型フォードで応おう戦せんしましたが、善ぜん戦せんむなしく倒れました。決まり手はフライングハーケンクロイツチョップ」

クリス：そもそも、「秘蔵のＴ型フォードで応戦」ってどういうこと……（笑）。

フィン：確たしかにＴ型フォードはアメリカを象しよう徴ちようする車だけどさ……それを壊こわすことに意味があるのだろうか。

ＧＭ：「そして、只ただ今いま、帆船コンスティチューションが眠りについたとの一いつ報ぽうが入って参りました。先のジョー・ディマジオのＫＯに加え、この一連の事件……このままではアメリカは、いや、世界はどうなってしまうんでしょうか……」

クリス：（笑いながら）ど、どうなるも何も……。

ＧＭ：そこで、ザザッ、ザザザッと電波が乱みだれる音がして「あ、あーテステス……」と野太い男の声が流れる。

フィン：んんっ!?

ＧＭ：「あー、あー、あ？　聞こえているか？　全米三千万のナチスプロレスファンの諸しよ君くん。オレの名前はナチ・マスカラス」

一同：出たーっ!!（笑）

ＧＭ：「アメリカは……弱いな！　鋼はがねの塊かたまりと名高い名車、Ｔ型フォードでさえ、オレがちょっと小こ突づいただけで倒れ、ブルっちまって起き上がろうともしない腰こし抜ぬけだった！」

フィン：車が起き上がるかぁぁぁぁっ！（一同爆笑）

一同：（全員笑いながら突つっ伏ぷしている）

大悟：（息も絶たえ絶だえに）くっ、こ、こいつは……アホか……！

クリス：さ、さすが超ちよう人じん兵士……久ひさしぶりだから油ゆ断だんしていた……！　そうよ、こいつらは、頭がオカシイ！（笑）

ＧＭ：「だが、まだオレの挑ちよう戦せんを受けていない奴やつがいる。先日は取り逃にがしたが、リベンジの時だ。……聞いているか、世紀の歌姫アイドルマレーネ・ディートリッヒ！」

一同：おおっ!?

ＧＭ：「明後日あさつて、ブロードウェイで行なわれるあんたの単たん独どく公こう演えんに乱らん入にゆうさせてもらう。そこで決着をつけようじゃないか！」

クリス：決着って……（笑）。

ＧＭ：「マレーネ・ディートリッヒよ！　ここで逃げたら、貴き様さまは二度とリングに立てんものと思え！」

大悟：一度も立ってねえよっ!!（一同爆笑）

クリス：相手がプロレスラーならともかく、芸能人のマレーネ・ディートリッヒにとっては脅きよう迫はくになってないような。

フィン：……こいつ、すべての事じ象しようをプロレスとしか認にん識しきできないんじゃない？（笑）

ギヨーム：絶ぜつ対たいにそうだな。

ＧＭ：なお、それでラジオ放送は終わりだ。

フィン：すごい放送だったね……。

ギヨーム：ああ。さすがはナチス。やることが無む駄だに壮そう大だいだ。

フィン：ともかく、マレーネ・ディートリッヒがナチスに狙ねらわれてるってことは理解できた、なんとか。

ギヨーム：ふむ。ナチスが次に現われるのは、ブロードウェイの劇場か。こんな予告をしてくれるなんて、敵ながら親切な奴だな。

フィン：（怯えたように）や、やっぱ行くの？

ギヨーム：ナチスを放っておくわけにはいくまいよ、ブースロイド君。

フィン：うう、そうだよねぇ。

ギヨーム：安心したまえ。いずれ、運命に導みちびかれた残りのふたりも来るはずだ。と、ここで大悟とクリスに再会するであろうことを示し唆さしておく。

フィン：怪け訝げんそうな顔をしよう。……ふたり？　大悟兄ちゃんとクリス姉ちゃんのこと？

ギヨーム：そうだ。予言書は、そう示したのだよ。

フィン：（安心したように）そっか。

ギヨーム：ではいざゆかん、ブロードウェイ！

ＧＭ：うむ。君たちがニューヨークを目指したところで、このシーンは終了だ。







◆Middle 03◆The Broadway Melody


Scene Player ――― クリス






　ナチ・マスカラスが挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけてから、二日―――

　マレーネ・ディートリッヒは予定を変えずブロードウェイでの公こう演えんを行なう。

　その控ひかえ室しつで、クリスは彼女を見守っているのだった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはクリス。ナチ・マスカラスの宣せん言げんから二日が経けい過かしたところから始めようと思う。全員登場可能ね。

クリス：な、なんと。マレーネさんは、公演を取りやめなかったんですか？

ＧＭ：ああ。説得の試みは通じず、そして迎むかえた当日。現在は、控え室でスタンバイしている状じよう況きようだ。そうだな、まず登場するのはクリスと……あとは大悟かな？

大悟＆クリス：了りよう解かい。

ギヨーム：（フィンに）我われ々われは後から登場するとしようか。

フィン：そうだねぇ。少し様子を見よう。




　控え室には、豪ごう奢しやなドレスに身を包んだマレーネと、同じく正せい装そうの大悟とクリスのみ。

　クリスは清せい楚そなドレスをそつなく着こなしているが、大悟は着き慣なれない燕えん尾び服ふくがいかにも窮きゆう屈くつそうであった。




大悟：ブロードウェイの大だい劇げき場じようってこたぁ、礼れい装そうだよな。窮屈だ。

クリス：私は貴き族ぞく令れい嬢じようなので、ごく自然に着ています（笑）。

ＧＭ：マレーネは「さーて、お客さんの入りは上々ね」と平静だ。これから襲撃があることを理解しているだろうに、気にした様子もない。

クリス：ミセス・ディートリッヒ、本当に大丈夫なのですか？

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶよ。マレーネは、どんな脅きよう迫はくにも屈くつしたりしない女性だもの」彼女はむしろ、君がどうしてそんなに不安がっているのかがわからないという風ふ情ぜいだ。

クリス：あう。これは、強いというべきなのか……。

フィン：それにしたって、ちょっと泰たい然ぜん自じ若じやく過ぎるよね。

大悟：そういえば、あんたはヤンキースタジアムでも一歩も引かなかったな。

ＧＭ：「ええ。ここで中止したら、それこそファンを裏うら切ぎり、ナチスに負けたことになってしまうもの。歌姫アイドルはね、お客さんの前から逃にげちゃいけないの」

クリス：歌姫アイドル……？

ＧＭ：「中でもマレーネ・ディートリッヒという歌姫アイドルは、いつでも完かん璧ぺきに輝かがやいていて、夢ゆめと希望を人に与あたえ続けるのよ」

大悟：クリスも護衛しているし、俺もここにいる。だから最高のショーを見せてくれよ。

ＧＭ：「それはよかったわ。あなたは今日、本当の歌姫のショーに立ち会うことが出来るんだから」マレーネの瞳ひとみの星は、彼女の自信を示しめすかのようにキラキラと輝く。

大悟：ほう、それは楽しみだ。行ってくれ、観客が待ってる。

ＧＭ：「ええ」そう頷うなずいて、彼女は控え室の椅子から立ち上がる。

大悟：あとは、特等席で観みせてもらおう。クリスと同じく、ステージ袖そでに控ひかえているよ。もちろん、観客席の様子はチェックしておこう。

ギヨーム：よし、ではそこに登場するとしようか！




　大悟は、目立たぬ位置から観客席を見み渡わたした。

「!?」

　予想もしなかった顔をふたつ発見し、目を見開く。

　Ｓ席に、ギヨームとフィンがいるではないか！




ギヨーム：チケットを《文ぶん書しよ偽ぎ造ぞう》で作り出し、前列の……主に関係者が占しめる席をいただいてしまおう。

フィン：本物のチケットを持ってる人が来たらどうするの？

ギヨーム：劇場のミスだと言いはればいいさ。

フィン：ヒドイ（笑）。

大悟：クリスに耳打ちするぜ。クリス、最前列を見てみろ。

クリス：では、そこを確かく認にんして、ふたりの存そん在ざいに気づきます。あらあら、舞ぶ台たいの下にも役者は揃そろってきたようね。

大悟：きっと、敵てきとする相手は同じだろうな。

フィン：あ、そうだ。敵が来るのはわかってるわけだから、判定でグレネードランチャーを〈調ちよう達たつ〉していいかな？　こう、トランクから自作のを取り出す感じで。

ＧＭ：おう、いいよ。

ギヨーム：観客もいるのに、どこでグレネードなんて使う気だね。

フィン：大丈夫敵以外は巻まき込こまないように撃うつから。目もく標ひよう値ちは13で、僕の〈調達〉判定の固こ定てい値ちは12。（ダイスを振ふる）うん、当然のごとく成功。うっひっひ♪

ギヨーム：物ぶつ騒そうな笑い方だな、少年（笑）。

フィン：あはは、新作を早く披ひ露ろうしたくてさ！

クリス：今のところ、ナチ・マスカラスはいないようだけど……でも、きっと来るはずよね。

大悟：ああ。来るだろうな。

クリス：では、不安そうにマレーネに訊たずねます。「ミセス。あなたの決意は理解します。しかし、そこまでしなければいけない〝歌姫アイドル〟とは一体なんなのですか？」

ＧＭ：その問いに、マレーネはふと遠い目をする。「世界大戦後、ドイツは最悪の時代を迎むかえたわ。けど、たったひとつだけ、希望があったの」

クリス：……それは？

ＧＭ：「歌姫アイドルよ。街角に、酒場に、劇場に、映えい画が館かんに、彼女たちはいた。その歌声を聞いている間だけ、人は悲しみや苦しみを忘わすれることができた……」




　マレーネの瞳は遠くを見つめていた。

　彼女の少女時代、ドイツ帝てい国こくは崩ほう壊かいし、天てん井じよう知しらずのインフレと混乱の只ただ中なかにあった。

　その中で見つけた希望……それが音楽、それが歌だ。




クリス：あ……わかります……年ねん齢れいは離はなれているけれど、ドイツが味わった苦く難なんは知っているから。そして、そういうとき、音楽がどれほど心の慰なぐさめになるかも。

大悟：同どう郷きようのクリスだからこその共感か。

クリス：ええ。マレーネの言葉に私は、胸むねを締しめ付けられそう……。

一同：…………。

ＧＭ：「歌を聴きいている間は、見つめている間は、人は希望を感じられる……それが歌姫アイドル。そしてマレーネ・ディートリッヒは、人生を与える本物の歌姫アイドルなの」

クリス：人生を、与える……。

大悟：クリスの肩かたを、ぽんぽんと叩たたいてやるか。

クリス：（こくりと頷うなずく）わかりました。では、あなたのことは必ず守ります。だから、最高の歌声を聞かせてください。

ＧＭ：「マレーネはいつも最高よ」にこりと微笑ほほえみひとつ残し、マレーネはステージへと向かう。開かい演えん時間だ。




　何かと戦うかのように、歌姫はスポットライトの眩まばゆい光こう芒ぼうの中へと向かう。

　だが、クリスには、そのスポットライトの光よりもなお眩い輝かがやきを、マレーネ自身が発しているように見えた。

　そして、大だい歓かん声せいが彼女を包み……公演が始まった。




大悟：俺たちにできることは、彼女が無事歌い終えるまで舞ぶ台たい袖そでで控ひかえていることだけだな。

クリス：……そうね。

ＧＭ：観客は、ジョー・ディマジオやＴ型フォードの敗北などで暗い表ひよう情じようを浮うかべていたんだが、マレーネの歌が響ひびき渡わたると、うっとりとした表情を浮かべていく。

フィン：す、すごい……ていうか、まるで魔ま法ほう……というか危あぶない薬みたいだ。

クリス：な、なんという喩たとえを……（笑）。

ＧＭ：見ていてわかるが、マレーネの歌は〈芸術：歌唱〉技能が高いというだけでは説明できない影響を観客に与えているようだ。

クリス：（怪け訝げんそうに）技能を超こえている……？

ＧＭ：そして、一曲歌い終えると会場から大きな歓声と拍はく手しゆが巻まき起こる。

フィン：ひゅ～ひゅ～！

ギヨーム：んんん～、ブラボー！

ＧＭ：しかし次の瞬しゆん間かん、会場に異い変へんが起こる！

大悟：むっ、来たか！

ＧＭ：マレーネをステージに浮うかび上がらせていたスポットライトが突とつ然ぜん消える。そして、新たに灯ともったスポットライトは、観客席の出入り口を照らす。

クリス：そ、そんな演出まで！

フィン：ていうか誰だれの仕し業わざだ。劇場スタッフに内通者いるだろ（笑）。

ＧＭ：……そして、《ワーディング》が張はられると同時にスモークが焚たかれ、軽快な音楽が大音量で流れてくる。

ギヨーム：スモークや、音楽も含ふくめて《ワーディング》の効こう果かだな（笑）。

ＧＭ：そしてババーンと扉とびらが開き、鈎かぎ十じゆう字じのマントを翻ひるがえして風のごとく嵐あらしのごとくナチ・マスカラスが登場する！




　怪かい人じんの登場に、観客たちは困こん惑わくの悲鳴を上げた。

「誰だ、一体あれはーっ！」

「見ろ、あのマスク、まるでジャガーだ！　奴はジャガーなんだ！」

「ジャガー……中南米の神しん獣じゆうだ。あのレスラーは、マヤの神々の加か護ごを受けているとでも言うのか!?」




フィン：なんで観客まで説明口調なんだよ！（一同爆笑）

クリス：お、恐おそろしい……これがナチ・マスカラスの《ワーディング》……。

フィン：クリスねーちゃんも感心しないでいいから！（笑）

ＧＭ：マスカラスは軽かろやかに跳ちよう躍やくし、客席からステージへと一気に駆かけ上がる。

ギヨーム：（観客Ａになって）「おお、ナチ・マスカラスの登場だー！」

大悟：（観客Ｂになって）「お前の空中殺さつ法ぽうを見せてくれー！」

ＧＭ：「だっしゃああああああっ！」（両りよう腕うでを高々と突つき上げ、歓声に応こたえる）

フィン：なんだか大おお盛もり上がりだ（笑）。

ＧＭ：さて……。マスカラスはマレーネをビシッと指さし、マイクアピールする。「さあ、マレーネ・ディートリッヒ。オレと一いつ緒しよに来てもらおう。オレたちには、お前が必要だ」




　美しき歌姫に、魔ま人じんが迫せまる。

　気きじ丈ようにもマレーネはたじろぎもしない。

　そこへ、割り込む者がいた。

　天花寺大悟だ。




大悟：……待て、ナチ・マスカラス！

ＧＭ：「ほう、やはり来てくれたか天花寺大悟」マスカラスは、凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべ、君との再さい会かいを喜ぶ。

フィン：こいつと知り合いなの？　僕も、大悟兄ちゃんの顔を見て驚おどろくよ。

ギヨーム：私は、予言通りなのでこくりと頷いておこう。

大悟：（ナチ・マスカラスに）今はマレーネ・ディートリッヒのリサイタルだぜ。あんたやオレみたいなむさ苦くるしい面つらは、舞台にふさわしくない。

ＧＭ：「そうはいかんな。オレはこの歌姫をさらいに来たのだから」

フィン：……やっぱり、うん、そうか。

ギヨーム：どうした？

フィン：気づいてない？　Ｔ型フォードとかジョー・ルイスだとかは〝倒たおしてる〟のに、マレーネ・ディートリッヒだけは〝さらう〟ことに拘こだわってる。

一同：……おおっ！

フィン：つまりこれは、マレーネをさらうと、なにかあいつらにとって有利なことがあるんだよ。

ギヨーム：なるほどな。確かに。

クリス：ともかく、倒しさえすれば話は聞き出せるわ。そこまでよナチ・マスカラス！　銃じゆうを構かまえながら、私も舞台袖から登場します。

ＧＭ：「ほう！　これは裏うら切ぎり者のクリステル・フォン・エッシェンバッハ！」観客たちは「あの少女も、元はマスカラスの仲間なのか？」「なんて美しいんだ……」とざわつく。

クリス：（首をブンブンと横に振ふって）やややっ、やめて！　仲間だと思わないで！

大悟：すごい辱はずかしめを受けているな（笑）。

ＧＭ：「無む断だんで団だん体たいを離り脱だつした罪つみは重いぞ、クリステル・フォン・エッシェンバッハ！　お前には、このリングの上で十分罪を償つぐなってもらおう。これは制せい裁さいマッチでもある！」

一同：制裁マッチ!?

クリス：……すべてをプロレスで考えるのね、やっぱり。

フィン：姉ちゃんの元もと同どう僚りようって、まともな人いないよね。

クリス：うう、反はん論ろんできない。

ＧＭ：「今こ宵よいはなんという夜だ。東洋の素す晴ばらしい好こう敵てき手しゆ、そしてかつての仲間と戦わねばならんとは」

ギヨーム：おおっと、ここにもいるぞ？　高らかに宣せん言げんしつつ、私もリング……いや、ステージに上がろう。

フィン：お、同じく。

ＧＭ：「ほう、その背せ格かつ好こう、ブラックリストに載のっていた連中だな。名前は確か……ギヨーム・ド・ノートルダムとフィン・ブースロイド」

ギヨーム：知られているなら話は早い。（大悟とクリスに）また会ったな、ふたりとも。

大悟：心強い味方が、また増ふえたな。

フィン：それはこっちのセリフだよ！　あー、合流できてよかった。

ＧＭ：「さて、そろそろ試合開始だが……お前たちは全員、オレの邪じや魔まをする。そういう認識でいいんだな？」

大悟：一向に構かまわん！

ＧＭ：「わかった。ならば貴き様さまらを大だい観かん衆しゆうの前で打ち倒たおし、歌姫マレーネ・ディートリッヒをさらうとしよう！　敗はい北ぼくの暁あかつきには、オレのジャガー軍ぐん団だんに加えてやるぞ！」

フィン：お断ことわりだ！（笑）

ＧＭ：「ふーむ。それは残念だ」

大悟：……ＧＭ、ここで《アルゴスの眼め》を使って、ナチ・マスカラスの魂たましいの色を見ることはできるか？

ＧＭ：ＯＫ。侵しん蝕しよく率りつを上げておいてくれ。判定は特にいらない。彼の魂は、基本は澄すんだ青だ。しかし、ところどころに禍まが々まがしい闇やみ色いろが浮かび上がっている。

大悟：なるほど、な。こいつ、基本は純粋なプロレスラーか？

ギヨーム：ナチスか……おおかたティラムバラムに利用されているのではないかな？

大悟：ああ、かもな。

ＧＭ：では戦せん闘とうラウンドに入ろう。敵てきはナチ・マスカラス一体で、君たちはひとつのエンゲージ。彼ひ我がの距きよ離りは十メートルとしよう。

大悟：マレーネは？

ＧＭ：マスカラスは、君たちを倒たおすまで彼女に手は出さない。なので、戦闘からは除じよ外がいする。

大悟：了りよう解かいだ。よし、おっぱじめるか！




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、各人の【行こう動どう値ち】を確認しようか。ＰＣとＮＰＣで同値だった場合はＰＣ優ゆう先せん、ＰＣ同士で同値の場合は好きに決めていい。




・キャラクター名／行動値

　クリス　　　　　／12

　フィン　　　　　／12

　ナチ・マスカラス／12

　ギヨーム　　　　／９

　大悟　　　　　　／３
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ＧＭ：まずはセットアップの宣せん言げんをどうぞ。

クリス：私は《戦せん術じゆつ》を使うわ。的てき確かくな指し示じを飛ばし、このラウンド中、仲間全員のメジャーアクションのダイスが３個こ増ふえます。

ギヨーム：３個もか！　わーい、うれしいぞ。

クリス：ナチ・マスカラスの弱点を一目で解かい析せきして伝えましょう。彼の弱点は脳のうよ！

フィン：当たり前だよ！（笑）

クリス：定番のボケということで。

ＧＭ：ほかにセットアップの宣言は……ないね？　こちらも特にないので、イニシアチブプロセスに移い行こうしよう。

フィン：じゃあ、僕から攻こう撃げきするよ。マイナーでエンゲージを離脱して、《アームズリンク》で攻撃。トンっ、とトランクを叩たたくと、小さな円えん盤ばん型がたの浮ふ遊ゆう砲ほう台だいが出現！

ＧＭ：それを見たマスカラスは、「ふん、機械の玩具おもちやか。おいこの野や郎ろう、そんなもんじゃオレに効きかねぇぞ！」と威い嚇かくする。

フィン：へへ、どうかな？　（ダイスを振ふる）命中達たつ成せい値ちは38。ビームッ！（笑）

ＧＭ：マスカラスはガードを宣言。全身の筋肉がぐぐっと緊張し、膨ふくれ上がる。

ギヨーム：ほう、ガードキャラか。

ＧＭ：誇ほこり高きプロレスラーである彼は、相手の技わざを絶対に避よけたりしないのだ。

クリス：ガード不ふ可か攻撃の場合は？

ＧＭ：（力強く）何もしない！

ギヨーム＆フィン：バカだーっ！（爆笑）

大悟：大した覚かく悟ごだな。嫌きらいじゃないぜ、こういう奴。

フィン：さぁて、ダメージは29点、装そう甲こう無む視しだよ！

ＧＭ：《磁じ力りよく結けつ界かい》にてビームを弾はじき……27点ガード。通ったダメージは、２点のみ。

フィン：うっ、硬いっ!?

ＧＭ：「蚊かに刺さされた程てい度どだな。このオレの肉体を貫つらぬくことはできん！」なお、鋼はがねのように鍛きたえ上あげられた筋きん肉にくは、《サイバーアーム》《ダーマルプレート》などで表ひよう現げんしている。

大悟：サイバー……ッ!?

フィン：機械じゃん！　生身じゃないじゃん！

ＧＭ：「黙だまれ小こ僧ぞう！　鍛え上げた肉体は鋼に等しいのだ！」ＧＭが言うのだから正しい。

フィン：そ、そうですか（笑）。

クリス：次はわたしの攻撃ね。《小さな塵ちり》で、銃じゆうを撃うつわ。……ダイス目が低い!?　達成値は10……。

一同：低っ！

ＧＭ：技ぎ能のうレベル加えて10か……なかなかパンチ効きいた数すう値ちだね（笑）。

クリス：（呆ぼう然ぜんと）私も驚おどろいた……。

ＧＭ：だが避よけない、むしろ自分から当たりに行く！　プロレス最強！　ガード！

クリス：（ダイスを振る）ダメージは16点よ。

ＧＭ：25点弾いて無む傷きず。飛んできたピースメーカーの弾だん丸がんを歯でガンと咬かんで止める！

クリス：馬ば鹿かなっ!?

ＧＭ：「どうだ、マヤリブレをやると歯も丈じよう夫ぶになるんだぜ」

クリス：それは丈夫とかいうレベルじゃないわよ！（笑）

ＧＭ：「さて。では、こちらもいくぞ。貴様らを華か麗れいにＫＯし、マレーネをいただく！」

大悟：させねぇよ！

ＧＭ：「いいや勝つのはオレだーっ！　空中殺さつ法ぽう・トルネード・デル・ハグワールジ ヤ ガ ー の 嵐!!」ナチ・マスカラスは叫さけぶと同時に、華麗な空中殺法で大悟に飛びかかる！

大悟：!!




　旋せん風ぷうを巻まき起こし、マスカラスは飛んだ。

　観客席の誰だれかが叫さけんだ。

「ジャガーだ！　あれはジャガーの動きだ！」

「なんて優ゆう美びで力強い……！」

　そう、それはまさに獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうジャガーの動きそのものだった！




フィン：また絶ぜつ妙みような解かい説せつを入れる観客（笑）。

ＧＭ：優すぐれた動きを見れば、人は自然とそうなるのだ！　《電でん光こう石せつ火か》《一いつ閃せん》《疾しつ風ぷう剣けん》等を組み合わせ、命中達成値は29。そちらのリアクションはダイス３個減へらしてね。

大悟：そいつはキツイ。（ダイスを振る）こっちのドッジ達成値は17。命中だな。

ギヨーム：任まかせたまえ大悟。《砂すなの結界》と《氷ひよう盾じゆん》でカバーリングを宣言しよう。飛びかかってくるナチ・マスカラスの眼がん前ぜんに、突とつ如じよ氷の壁かべが出現する！

ＧＭ：なんと！　こっちのダメージは（ダイスを振る）32点！

ギヨーム：こっちは25点まで受けられる……ってことは、７点くらった。大したことはない。

ＧＭ：氷の壁を見て、空中殺法から関かん節せつ技わざに転じたナチ・マスカラスは、ギヨームの腕うでを極きめながら後方に投げ飛ばす！　ダメージが入ったので、バッドステータスの放心をあげよう。

ギヨーム：では、ずしゃあと頭から落とされる。

ＧＭ：「フッ、頭ず蓋がい骨こつが砕くだけたかな？」

ギヨーム：額ひたいから血を流しつつ、不ふ敵てきに笑う。「いやいや。マヤの力は神しん秘ぴだが、私の魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよを破やぶるにはまだまだ！」

ＧＭ：「……ほう。どうやら、天花寺大悟以外にも倒たおすべき強きよう敵てきがいたようだな」

ギヨーム：私たちの希望はそう易やす々やすとは打ち砕くだけんぞ。《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》と《憎ぞう悪おの炎ほのお》で、炎巻き起こすカードを投げる！　（ダイスを振る）命中は39！

ＧＭ：「やるな！」こちらは無む論ろんガード。

ギヨーム：（ダイスを振る）ダメージは28点だ！

ＧＭ：うお、24点しか消せてねえ。

ギヨーム：フフ、１点でもダメージが通れば、バッドステータスの憎ぞう悪おが与あたえられる。私が憎にくくなり、私を真っ先に攻撃するのだ（笑）。

クリス：お、敵の動きをコントロールしてますね。ナイスなカバー役！

ＧＭ：ギヨームの炎がマスクを焦こがしたのだな。「な、なんということを!?　マスクマンのマスクに手をかけるとは！　おのれ、許ゆるさん！」と、異い常じようなまでに激げつ昂こうする。

大悟：さぁて、俺の番だな？《電光石火》《吼ほえ猛たける爪つめ》で攻撃だ。ダイスは支し援えんを含ふくめて15個振ふれる。

ＧＭ：15個!?　そりゃすごい!?

大悟：命中の達成値は33だ。一気に間合いを詰つめて、マスカラスの分ぶ厚あつい胸むな板いたに、拳こぶしで一いち撃げきを叩たたき込こむ。姫ひめさんは渡わたしゃしないぜ、レスラー！

ＧＭ：ぬう、ガードを宣言しよう。

大悟：（ダメージダイスを振る）ダメージは33点だ！　破はァッ！




　天花寺大悟の拳は、鉄をも砕くだく。

　これまで幾いく人にんもの悪を打ち倒してきた、必殺の拳だ。

　だが、その一撃を受けてナチ・マスカラスは……無む傷きず！




ＧＭ：《磁力結界》で、ちょうど33点弾はじいたよ。「マヤリブレは無む敵てき！」

大悟：くっ、きっかり止められた!?

ＧＭ：「甘あまいぜ、天花寺大悟ッ！」ここで《スタンシールド》の効果が発動。ガードの結果、ダメージが０以下になった場合、攻撃してきた相手に４点のＨＰダメージと放心を与あたえる。

大悟：何、しまった！

ＧＭ：大悟のパンチを受け止めたまま、マスカラスは投げに転じる！　どりゃああっ！

大悟：４点なら大したことはない！　受け身を取って、そのまま即そく座ざに跳はね起きよう。

ＧＭ：「こんなものか、天花寺大悟？　なら、あの歌姫アイドルはオレがいただいていくとしよう」マスカラスは、視し線せんをぎろりとマレーネに向け、そちらに歩あゆみ寄よっていこうとする。

大悟：あんた、すげぇファイターだな。だが、まだ勝負はついちゃいない。

ＧＭ：「マヤリブレは、空中殺法だけじゃなく、組み技も最強だ。お前に勝ち目はない」

ギヨーム：いやそれ、〝ストロングスタイル〟だろ！（笑）

ＧＭ：「違ちがう！　リブレとは自由を意味する。つまり、何をしようと自由なんだよ！」

ギヨーム：自由すぎるっ！（笑）

大悟：なに、いいじゃないか。こいつは面おも白しろくなってきた……！




　口元の血を拭ぬぐい、大悟は微笑ほほえむ。

　それは、獅し子しの咆ほう哮こうにも似にた笑みだった。

　強い奴やつと立ち合えば、心が躍おどる。

　そういう男なのだ。




ＧＭ：だが、火のつきかかった大悟には悪いが……第１ラウンドの終了時に、イベントが発生する。

大悟：うン？

ＧＭ：どこからともなく「そこまでだナチ・マスカラス、ジャガーの戦士よ……」という、重々しく、しわがれた声が響ひびく。

大悟：今度は何だ!?

ＧＭ：ギヨームはその声に覚えがある。ティラムバラムの声だな。

ギヨーム：あいつか！

ＧＭ：「ナチ・マスカラスよ。今は退ひくのだ。我わが総そう統とうも、ここで消しよう耗もうすることはお望みではないだろう」

フィン：あっ、撤てつ退たいか？　いいぞ、いなくなれ！（笑）

ＧＭ：だが、マスカラスは「総統!?　それがどうした！　この観かん衆しゆうに、強い敵！　逃にげる理由などないっ！」と拒きよ絶ぜつする。

ギヨーム：制せい御ぎよが効いていないようだぞ。

ＧＭ：その反応を受け、ティラムバラムは言い直す。「総統……いや、〝社長〟命令だ」

一同：社長ッ!?（笑）

ＧＭ：（低てい姿し勢せいになり）「あ、これはこれは。社長命令ですか。しかし、これは美お味いしいところですよ？　ここは目立つステージの上ですし……」

ギヨーム：急にヘコヘコし始めたぞ（笑）。

ＧＭ：「馬ば鹿か者もの、今は退け！　お前の役目は〝黒こく衣いの歌うた姫ひめ〟の護ご衛えいにあることを忘れるな！……それに、その方がリベンジマッチが盛もり上がるだろう？」

大悟：こいつ、扱あつかいがうまいぞ（笑）。

ＧＭ：ティラムバラムの説得を受け、マスカラスは君たちに向き直る。「そういうわけだ、マレーネ・ディートリッヒ、そして天花寺大悟。次のリベンジマッチで会おう！」

フィン：待って、なんでそんなにマレーネさんにこだわるんだよ!?

ＧＭ：「彼女の歌声は、特別なのさ」

大悟：……マレーネの歌声が特別？

クリス：その発言に《プロファイリング》を使うわ！　噓うそかどうかがわかるわ。

フィン：ああ、それはいい手だね。

クリス：どう、本当なの？

ＧＭ：クリスの洞どう察さつ力りよくでわかるが、こいつは、本当のことしか言ってない。

クリス：……そうよね、噓をつくタイプには見えないわね（笑）。

ＧＭ：「これ以上はプロデューサーに怒おこられてしまうからな。ハッハッハッハッハ！　さらばだ！」と、その言葉と共にシーンから《ワールウィンド》で瞬しゆん時じに退たい場じようする。

大悟：行っちまったな。

ギヨーム：なんとも騒そう々ぞうしい男だったな。

クリス：（ＧＭに）ミセス・マレーネの様子は？

ＧＭ：「どうやら乱入イベントは終わりのようね。それじゃあ気分を取り直していきましょうか」と、君たちに感謝こそすれ、怪人の乱入自体には何も動揺していない様子。

クリス：さ、さすがと言うべきなんでしょうか……。

ＧＭ：ステージが暗転し、君たちが退場する直前、マレーネは耳打ちする。「ありがとう、おかげで続きを歌うことができる」




　突とつ然ぜんの乱入など、なかったことのように。

　マレーネはその声を響ひびかせる。

　その日、コンサートは無事終わった。




フィン：うーん、やっぱり変だ。マレーネって、どこかおかしくない？

クリス：そう、ですねぇ……どこかこう、人間離れというか、浮き世離れというか……。

大悟：ＧＭの描写からは、「肝きもがすわっている」以上の何かを感じたぜ。ちと不安になるくらいの冷静さと言える。

ギヨーム：ふむ。なあ天花寺。君の〝眼め〟で見てみれば良いのではないか？　何か得られるかもしれんぞ。

大悟：……おおっ！　ＧＭ、《アルゴスの眼》で彼女の魂たましいの色を確かく認にんできるか？

ＧＭ：（ニッと笑って）それを待っておりました。彼女の魂は、燦さん然ぜんと輝く太陽だ。だが、その背後には暗く小さな影がある。太陽が輝くほど、背後の影は消えそうになっている。

大悟：ほう……？

クリス：何か……二面性とか、隠してあるものを示し唆さするような描写ですね。

ＧＭ：ふふふ。大悟が、その幻視をしたところでシーンを終了しようか。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ギヨーム：ＧＭ、シーン終了前に応急手当キットを調達したいのだが。

クリス：そういえば大悟とギヨームは少しダメージを受けていたわね。

ＧＭ：ＯＫ。〈調達〉判定に成功したら、すぐに使用していいよ。




〈調達〉判定は成功し、応急手当キットを入手する一行。

　これを使用し、大悟とギヨームは自身の【ＨＰ】を最さい大だい値ちまで回かい復ふくさせることに成功した。




クリス：演出としては、マレーネが包帯巻いてくれるとかですかね。

大悟：ああ、そいつはいいな。アメリカにも、そんな幸せ者はそうそういないぜ。






《戦術》　ノイマンのエフェクト。的確な指示を飛ばし、味方の振るダイスにボーナスを与える。

《アームズリンク》　ブラックドッグのエフェクト。武器と自身の神経を直結することで命中判定のダイスにボーナスを得る。

《磁力結界》　ブラックドッグのエフェクト。磁力による障壁を作り、ガード値を上昇させる。

《サイバーアーム》《ダーマルプレート》　いずれもブラックドッグのエフェクト。前者は肉体を機械化し、後者は肉体にプレートを埋めこんでＨＰを増強する。

《小さな塵》　ノイマンのエフェクト。知覚を強化して精密射撃を行い、ダメージを上昇させる。

《焦熱の弾丸》と《憎悪の炎》　サラマンダーのエフェクト。前者は炎の弾丸で攻撃し、後者は攻撃を命中させた相手にバッドステータスの憎悪を与える。

《電光石火》《吼え猛る爪》　ハヌマーンのエフェクト。前者は超絶的な反射神経で判定のダイスを増加し、後者は振動を伝達させることで相手の装甲値を無視する。

《プロファイリング》　ノイマンのエフェクト。卓越した観察力と推理力で情報を導き出す。










◆Middle 04◆Manhattan Blues


Scene Player ――― ギヨーム






　南米で復ふつ活かつしたマヤの魔ま術じゆつ師しティラムバラムは、ナチスの計画に関係があった。

　このアメリカで、アメリカンドリームを破は壊かいしようとしている。

　ギヨームたちは、その計画の全ぜん貌ぼうを探るべく、行動を開始した。




大悟：さて、次の俺たちの動きだが……いかんせん、情報が足りねぇな。

クリス：ですね。ここは情報収集をさせてもらいましょうか。

ギヨーム＆フィン：さんせーい。

ＧＭ：了りよう解かい。全員登場してもらって、これから手分けして情報収集をしていくというシーンにしようか。

一同：はーい。

大悟：何から調べたもんかな？

フィン：ナチスの目的とか、マレーネのこととか……。

ギヨーム：あの奇妙な歌についても調べておきたいぞ。




　大悟たちはしばし話し合い、調査する項目について決定した。

　ひとりにつき一回の情報収集判定を行うものとして、次の四項目が挙げられた。




・マレーネ・ディートリッヒ

・ナチスがマレーネを狙う理由

・ティラムバラムとナチスの目的

・黒衣の歌姫の能力




◆大悟の調査

大悟：まずは、「マレーネ・ディートリッヒ」について調べたいね。こう、彼女の周囲にいるスタッフや新聞記者をあたってみよう。たまには探たん偵ていらしくな（笑）。

クリス：そういえば大悟は満洲で探偵業を営んでましたね。

大悟：ああ。どっちかつーと冒険家みたいなことばかりだけどな。

ＧＭ：マレーネについては、〈情報：噂うわさ話ばなし〉で難なん易い度ど９ってところかな。

大悟：それなら……よし、コネ使って達たつ成せい値ち11。きっと、川島芳子にも手伝ってもらったんだろう。

ＧＭ：ああ、彼女は本ほん職しよくのスパイですもんね。では、次のような情報を差し上げよう。




マレーネ・ディートリッヒ

　ドイツ、ベルリン出身の国こく際さい的てき女じよ優ゆう。本名は、マリア・マグダレーナ・ディートリッヒ。

　映画『嘆なげきの天使』でブレイク。男女問わず交友関係は広く、〝ロマンチックな関係〟になった相手も数多い。

　最近は映画のヒット作に恵めぐまれていないことも手伝ってか、徐じよ々じよに歌や舞ぶ台たいの方へと活かつ躍やくの場を移うつしている。




一同：ふむふむ。

ＧＭ：ここまでは、わりと一いつ般ぱん的てきな情報。だが、次は身近な人しか知らない情報だ。




　マレーネというのは、幼よう少しよう期きに自分でつけた芸名である。

　彼女は『マレーネ・ディートリッヒ』という〝理想の歌姫〟を強く思い描えがいており、そのイメージに反することは絶対にやろうとしない。

　一いち人にん称しようが「私」ではなく自分の名前なのも、精せい神しん的てきに子供だからというわけではない。自分を客きや観つか視んしし、マレーネという偶ぐう像ぞうについて語るというスタンスを保たもつためである。




フィン：……そっか！　あれは自分のことを指しているんじゃなくて、自分の理想を指してるってことなのか。

ＧＭ：その通り。自分で自分をプロデュースしているようなもんだね。

大悟：なるほど。彼女と話したときに違い和わ感かんを覚えたが、そういうことなんだな。しかし、子供の頃ころに自分の芸名を決めて、それを貫くとは、筋すじ金がね入りだな。

フィン：一歩間ま違ちがえると痛い人だ（笑）。

ギヨーム：だが、そのまま成功したわけだ。天才だな。

ＧＭ：マレーネの伝記にあった情報なんだが、「幼少期に自分にマレーネという芸名を与えた」というのは事実なんだってさ。そして、周りの人を魅了する人物だったとも。

一同：へぇぇ！

クリス：栴せん檀だんは双ふた葉ばよりも芳かんばし、ですね。

大悟：とはいえ……ちょいと危あやうさも感じるな。それは結局、自分自身の人生を生きていないということなんじゃないか？

クリス：かもしれませんねぇ……。




◆クリスの調査

クリス：私は、「ナチスがマレーネを狙ねらう理由」を調べます。技ぎ能のうは何を？

ＧＭ：これは〈情報：神しん秘ぴ〉か〈情報：裏うら社会〉だが……実はマレーネの歌を分ぶん析せきすることでも同じ情報が得られる。関係しそうなエフェクト持ってる？

クリス：おっ！　任せてください！　情報分析の《プロファイリング》に、音を聞き分ける《ウサギの耳》がございます。

ＧＭ：ＯＫ、そいつはバッチリ使えるな。そのエフェクトを組み合わせるなら、〈知覚〉と〈知ち識しき〉のいずれか好きな方で判定していいよ。

クリス：《ウサギの耳》＋《プロファイリング》＋《コンセントレイト：ノイマン》で、〈知覚〉の判定。【感覚】ベースで振れるから、侵しん蝕しよく率りつ修しゆう正せいを含ふくめて７個。

大悟：７個か。すげぇな。さすが超人間だ。

クリス：達成値は、クリティカルして23！

一同：おお～！

ＧＭ：そりゃすごい。では、クリスの天才的な頭ず脳のうは、マレーネの歌に秘ひめられた力に気づくと同時に、ナチスがそれを狙う理由についての推すい察さつができる。

クリス：（嬉うれしそうに）イージーエフェクト、取得しておいてよかった～！

ギヨーム：こういうときに役立ったりすると、なんか嬉しいものだな（笑）。

ＧＭ：まず、マレーネ・ディートリッヒの歌声には、他者の精神に作用する力がある。つまり……ルール的には彼女もオーヴァードだ。

クリス：なんとっ!?

ＧＭ：シンドロームは、エンジェルハィロゥ／ハヌマーン／ソラリス。

フィン：トライブリードか……そうか、だから大悟兄ちゃんのオープニングで、プロレス時空に飲み込こまれなかったんだね。

ＧＭ：本人に自覚はないけどね。なお、マレーネの瞳に宿る星と、体のまわりの輝きは、エンジェルハィロゥの能のう力りよくを無む意い識しきで使用しているためだ。

一同：ええっ!?

ギヨーム：あ、あれはエフェクトだったのか！

クリス：天さんの演出の一いつ環かんだと思って、普ふ通つうに受け入れてました……。

ＧＭ：うん。データ的な裏付けくらい用意するよ（笑）。

フィン：いつも通り、変なところで芸が細かい男よ。つか、マレーネのそれ、まわりが変だと思わんのか。

ＧＭ：歌姫アイドルなんで、スタッフもファンも「そういうものだ」と認識している様子。

フィン：アメリカ人……！（笑）

ＧＭ：そして、他者の精神に作用する力というのは、Ｄロイスの「記き憶おく探たん索さく者しや／メモリーダイバー」によって表現している。

クリス：なるほど。……ナチスが彼女に目をつけた理由、なんとなくわかりました。

大悟：ほほう？

クリス：彼女が歌で他者の精神に影えい響きようできるのなら、プロパガンダや、大だい規き模ぼな洗せん脳のう技ぎ術じゆつに使えるのではないかしら。

ＧＭ：うむ、ご名答！

クリス：となると、絶対にナチスに渡わたすわけにはいかないわね。




◆ギヨームの調査

ギヨーム：ふむ、私は「ティラムバラムとナチスの目的」について調べるかな。

ＧＭ：その情報は〈情報：軍事〉か〈情報：裏社会〉で難なん易い度ど10となっている。

ギヨーム：〈情報：裏社会〉ならコネがあるので５個振れる。よし、10が出てクリティカルし、達たつ成せい値ち12。

ＧＭ：怪かい盗とうのコネクションを利用し、ドイツ本国の情報を盗ぬすみ出したというところかな？

ギヨーム：うむ。各国に友人が多いものでね。

ＧＭ：ＯＫ。では、ギヨームの許もとに、海を隔へだててテレックスが送られてくる。最さい新しん鋭えいのデジタル通つう信しん手しゆ段だんだよ（笑）。

ギヨーム：歴史を感じるなぁ。では、打ち出された書面に目を通そう。

ＧＭ：ナチスがティラムバラムを指し揮き官かんとして発動した本作戦は、〝ナハトムジーク作戦〟と呼よばれている。

ギヨーム：ナハトムジーク……ドイツ語で〝小さ夜よき曲よく〟か。

ＧＭ：宣せん伝でん相しようゲッベルスの肝きも煎いりによる、歌を用いた魔ま術じゆつ儀ぎ式しきによる文化破壊実験だ。

ギヨーム：ゲッベルス……ナチスが誇る、宣伝の天才だな。その彼が行う文化破壊とな？

ＧＭ：アメリカの象しよう徴ちよう的てきな文物を破壊することで国民の精せい神しん的てき抵てい抗こう力りよくを奪うばい、そこへティラムバラムが黒衣の歌姫に絶ぜつ望ぼうと支し配はいの歌を歌わせ、アメリカを精神的に制せい圧あつするのが目的。

ギヨーム：え？　そんな真ま面じ目めな作戦だったの!?（笑）

ＧＭ：そりゃそうだよ（笑）。

ギヨーム：ナチ・マスカラスみたいなバカっぽい奴を隠れ蓑に、そんな恐ろしいことをたくらんでいたとは。

ＧＭ：なお、データ的には、Ｅロイスの《破は壊かい神しん顕けん現げん》によって、〝アメリカンドリーム〟を破壊するものとする。




《破壊神顕現》

　指定したものを破壊することができるＥロイス。

　ＧＭは破壊の対象を指定できるので、本シナリオではアメリカンドリームという概がい念ねん自体を破壊することにした。




フィン：アメリカンドリームを壊こわすのかよ！（笑）

ＧＭ：うん。ゆえに通つう称しよう〝アメリカンドリーム破壊作戦〟。なお、アメリカが選ばれたのは「神話や歴史的なバックボーンに乏とぼしく、破壊すべき対象が明めい確かくであるから」だそうだ。

クリス：せ、説得力があるんだかないんだか……。

ギヨーム：確たしかに、物理的なモニュメントは多いけどな。

フィン：だからってＴ型フォードを破壊してどうにかなるのかと問いたい（笑）。

ＧＭ：なお、報告を聞いた当のゲッベルス宣伝相は、「え、マジ？　本当にそんなうまくいってるの!?　すごいじゃん！」と、賞しよう賛さんの声を上げているという。

一同：おいぃぃぃぃぃっ!!（一同爆笑）

フィン：賞賛じゃねぇっ！

大悟：自分で肝煎りしといて、その反応はどうなんだ（笑）。

ＧＭ：ちなみに今回はゲッベルス本人は登場しない。まぁ、背はい景けい情報だね。

フィン：シナリオ中に敵として出てくるわけじゃないってことか。

ＧＭ：そゆこと。

ギヨーム：ふむふむ。

ＧＭ：……そして、次の目的地がわかる。マンハッタンのリバティ島にそびえたつ、自由の女め神がみ像ぞうだ。

一同：ああ～!!

ギヨーム：うむ、それは……確かに外国人の偏へん見けんかもしれんが、破壊されたら相当凹へこむ気がするぞ。

大悟：この情報はでかいな。ありがとうよ、ギヨーム。




◆フィンの調査

フィン：最後は僕だね。んーと、それじゃあ、黒衣の歌姫が使ってくる変な歌について調べてみようかな。密ひそかに録音していた歌声を解析だ！

ＧＭ：ＯＫ、それなら〈知識：神秘〉で判定してみてくれ。

フィン：うぃうぃ。達成値は……14だ。高いよ。

ＧＭ：それなら詳細なデータが得られるな。まず、黒衣の歌姫の歌は《ミューズの調べ》というエネミーエフェクトが基本だ。

フィン：ああ、あれか。ハヌマーン専用の奴やつだ。

クリス：確か、エキストラを洗脳する効果があったような。

ＧＭ：いかにもゆえに、基本的にオーヴァードでないキャラは抵抗できない。航空機やＴ型フォードといった物体も同様とする。

フィン：エンジンまでやる気を無くしてたからなぁ……（笑）。

ＧＭ：そしてもう一点。その歌には、より上位の段階があり、こちらはより強力で、オーヴァードであろうとも、その心に任意の衝しよう動どうを与えることができる。それがＥロイス《衝動侵しん蝕しよく》だ。今回は〝恐怖〟を主に使用しているね。

ギヨーム：うむ、恐るべき効果だった！

ＧＭ：それらによってアメリカ国民の精神にダメージを与えた後、仕上げに、先さき程ほど説明した《破壊神顕現》を使用することによって、この国は壊かい滅めつに至る……という寸法だ。

一同：ううーむ…………。

クリス：確かに、作戦として理屈は通っているわね。

フィン：やり方はふざけてるけど、効果は恐ろしい。

ＧＭ：なお、達成値が高かったんで追加情報。黒衣の歌姫の声せい紋もんはマレーネ・ディートリッヒのそれに酷こく似じしている。

一同：？

フィン：まさか本人ってことはないよね。二重人格とか。

ＧＭ：少なくとも、体格的にはマレーネの方が背は高く、グラマラスだね（笑）。

フィン：うーん、それはそれで気になるなあ……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では各人一回ずつ情報収集判定をしたので、次のシーンに移ろうか。

大悟：ああ。

クリス：次はどうしようかしら？

大悟：そりゃあ、自由の女神がヤバいんだろ？　じゃあ、それを守りに行かなきゃならねぇんじゃねぇか？

フィン：たーしかーに。黒衣の歌姫やナチ・マスカラスに会いたくはないんだけどね（笑）。

ギヨーム：マレーネ・ディートリッヒ女史はどうするね？　置いていくのも、さりとて連れて行くのも危険だぞ。

大悟：（少し考えて）……連れて行こう。その上で、必ず守る！

クリス：ですね。それが最善だと思います。

ＧＭ：では、ここでシーンは終了だな。






トライブリード　シンドロームを３つ持っているオーヴァードのこと。『ＤＸ３』では「現代になってトライブリードが現われた」という設定があるが、ウィアードエイジでは「発見されていなかっただけで存在はする」として扱っている。

Ｄロイス　キャラクター固有の特別な設定を表すロイス。










◆Middle 05◆The March of the Black Queen


Scene Player ――― クリス






　リバティ島に立つ、自由の女め神がみ像ぞう。

　ニューヨーク、そして自由の国アメリカを象しよう徴ちようするモニュメントである。

　それが狙ねらわれると聞きつけ、クリスたちはやって来た。




ＧＭ：では次のシーンプレイヤーはクリス。君たちはマレーネを連れ、自由の女神が立つリバティ島へとやって来た。

クリス：おお、これが名高い自由の女神……！

大だい悟ご：はっはぁ、さすがに大きいな！

クリス：私は、珍めずらしそうな土産みやげ屋を覗のぞいています。自由の女神のペナントとか、自由の女神の目玉が飛び出るキーホルダーとかが売っているような（笑）。

ギヨーム：おのぼりさんめ（笑）。

ＧＭ：なおマレーネはサングラスをかけ帽子をかぶっているが、どうにも周囲からは浮いた雰囲気だ。

クリス：隠しきれない有名人の輝きですね（笑）。

フィン：そういや、黒衣の歌うた姫ひめやナチ・マスカラスの姿すがたは？

ＧＭ：今のところは誰だれも。ただ、現げん在ざい、アメリカが危き機きに瀕ひんしてることに不安を抱いだいているのか、人々がかなり集まっているね。

フィン：なんで集まっているの!?

ＧＭ：自由の女神によりどころを求めているのかもしれないね。

フィン：なるほど。

ＧＭ：さて。だがそこで、君たちの耳に囁ささやきかける声がある。

一同：!!

クリス：誰!?

ＧＭ：ここで、オーヴァード同士だけで会話ができるエフェクト《シークレットトーク》が使用される。

大悟：俺たちだけに聞こえる声か？

ＧＭ：その通り。「これはこれは。ナチ・マスカラスが世話になったというのは、あなたたちね」と、底冷えのするような、女の声。見上げると、自由の女神の冠かんむりの辺りに黒衣の歌姫。

フィン：もう来てたーっ!?

クリス：いつの間に！

ＧＭ：君たちの驚きよう愕がくを楽しんだ後、彼女は陰いん鬱うつな歌を口ずさみ始める。これは《ワーディング》の演えん出しゆつだ。周囲の人々は、たちまち意い識しきが朦もう朧ろうとし、ただ立ち尽つくすのみとなる。

大悟：ちっ、なんてマネをしやがる。

ＧＭ：な、マレーネは黒衣の歌姫の歌声を聞き、「これは……！　いえ、そんな、まさか……」と、うろたえている。動揺する彼女を見るのは初めてだね。

クリス：ミセス、どうしたんですか!?

ＧＭ：「この歌……まるでマレーネの……！　こんな歌を歌うことができるのは、マレーネ・ディートリッヒしかいないはずなのに！」

ギヨーム：己のアイデンティティが揺らいでいるのか……？

クリス：と、ともあれ今は、黒衣の歌姫よ。そちらに銃を向け、警告するわ。その歌をやめなさいっ！

ＧＭ：ふむ。黒衣の歌姫は、自由の女神から、まるで舞ぶ台たいでステップを踏ふむかのような優ゆう雅がさで駆かけ下り、君たちの前に降おり立つ。「あなたたちのことはマスカラスから聞いたわ」

大悟：……マレーネを庇かばうように立つぜ。

クリス：同じく。

ＧＭ：すると黒衣の歌姫は、背はい後ごにいるのがマレーネ・ディートリッヒであることに気づく。瞬しゆん間かん、憎ぞう悪おを込こめた声で「そこにいるのは……オリジナルかっ！」と叫さけぶ。

一同：おおっ!?

クリス：オリジナル……？

ＧＭ：その時、ごうと風が吹ふく。風が、黒衣の歌姫の顔を覆おおっていたヴェールを吹ふき飛ばし、素す顔がおをあらわにする。それは……。




　クリスたちが目にした、黒衣の歌姫の素顔。

　それは……マレーネ・ディートリッヒその人であった！




クリス：え、ほ、本人？　え？

大悟：……なるほど、こいつは驚おどろいたな。マレーネ・ディートリッヒに瓜うりふたつだ。

ＧＭ：今よりもずっと若わかい……そうだな、クリスくらいの年ねん齢れいに見えるけどね。顔立ちはまったく同じだ。

一同：…………。

フィン：く、くろーんって奴やつかな。

ＧＭ：「驚いているようね？　フフ……そうよ、あたしはナチスの超ちよう科か学がくによって生まれた、もうひとりの完璧なマレーネ。永えい遠えんに若い肉体を持ち、世界の歌姫アイドルとなる女」

クリス：永遠に若い？

ＧＭ：うむ。こいつの肉体年齢は、もっともポテンシャルの高い十八歳さいに固定されている。

クリス：なんというおぞましいことを！

ＧＭ：歌唱力はマレーネと同レベルを刷すり込まれ、パフォーマンスや喋しやべりの技ぎ術じゆつも完かん璧ぺき……つまり、本物三十七歳に対してこっちは永遠に十八歳という永遠に年老いない夢ゆめの歌姫アイドル。

クリス：二次元にしか存在しないわよ、そんなの！（笑）

ＧＭ：だがしかし、ナチスの科学はそれを可能にした！

ギヨーム：誰がそんなものを考えたんだ！

ＧＭ：企き画かく・原案ゲッベルス。監かん修しゆう及および技術協力ティラムバラム。

大悟：歌うために造つくられた人形、か……。

クリス：ミセスの様子はどうですか？

ＧＭ：マレーネは、「完璧なマレーネ・ディートリッヒ……？　そんな、こんなことがあり得るというの？」と、心ここにあらずといった様子だ。

クリス：ミセス！　あれは偽物です！　ナチスの超人兵士のひとりに過ぎません！

ＧＭ：だが、クリスの言葉にマレーネが答えるよりも早く、黒衣の歌姫……そうだな、黒マレーネとしておこう。彼女が動く。

大悟：何ッ!?

ＧＭ：「つまらない人間には、こんな最さい期ごがお似に合あいよ。みじめに恐きよう怖ふにのたうちまわって死になさいな！」　すると、彼女の胸むな元もとから翡ひ翠すいの仮か面めんがにょいと現あらわれる！

ギヨーム：ティラムバラム！

ＧＭ：いかにも。「我われを恐おそれよ、恐怖せよ！」と、ここでティラムバラムは《衝しよう動どう侵しん蝕しよく》を使用する。衝動判はん定ていを行ってくれ。難なん易い度ど20の〈意い志し〉判定だ。

フィン：きたぁぁぁっ！

ギヨーム：ぐおっ、二回目かぁっ！




　判定の結果、大悟たち全員が〈意志〉判定に失敗してしまった。




ＧＭ：全員に等しく〝恐怖〟の衝動を与あたえよう！　恐怖の幻げん覚かくに怯おびえるがいい！

一同：ギャーッ！




　クリスは、ヴリルパワーを抑おさえきれず、無む辜この人々を焼き尽くす自分を見た。

　ギヨームの目に映うつったのは、予言書の奴ど隷れいとなり、意志を無くした己おのれ自身。

　フィンは、自身の発明品が暴ぼう走そうし、襲おそわれる幻げん影えいに立ちすくんだ。

　……皆みな、心の中のいずこかにずっと抱いだき続けてきた恐怖だ。




ＧＭ：そして、大悟。一いつ瞬しゆん目の前が真っ暗になり、次の瞬間ぱっと視し界かいが明るくなる。目の前にいるのは……君自身だ。

一同：おおっ!?

大悟：俺……だと？

ＧＭ：額ひたいには第三の眼めがカッと見開き、禍まが々まがしい光を放っている。そして、全身には気の弱い者なら近ちか寄よっただけで卒そつ倒とうしかねない殺気をまとっている。

大悟：くっ……これは……！

クリス：きっと、大悟の心のなかに潜ひそむ獣けもの、彼の暗黒面ね……。

大悟：ヘッ……こいつはまた厄介な相手だな。そんなものと相対するのは、さすがに肝が冷える。

フィン：だ、大悟兄ちゃんが怖がってる……!?

ＧＭ：目の前の大悟は、にいっと口の端はしを吊つり上げるようにして笑い、語りかける。「よう、まだそんなところであがいているのか、俺よ？」

大悟：……去れ。お前に用はない。

ＧＭ：「おいおい、自分自身に対してつれないことをいうなよ。俺は俺さ。俺はつまり、お前だ」と、にやりと笑う自分自身の手は、真っ赤に血ち塗ぬられている。

大悟：（激げつ昂こうし）そんな姿、望んだことなどない！

ＧＭ：だが、君は彼に見覚えがある。それは、君が西蔵チベツトで超ちよう人じんに覚かく醒せいしたときのことだ……。




　仏ぶつ舎しや利りに触ふれ、三みつ日か三み晩ばん悪あく夢むにうなされた。

　死の際きわを彷徨さまよい、激はげしく生を希求したとき……大悟は、〝彼〟を幻げん視しした。

　大悟と同じ姿をした〝そいつ〟は、狡こう猾かつな言葉で力への誘ゆう惑わくを囁ささやいた。

　結局、大悟は魔ま境きようへは至いたらず、心身ともに現げん世せへと帰き還かんを果たす。

　だが、〝そいつ〟は、滅ほろびたわけではなかったのだ。




大悟：……まだあきらめてなかったのか。お前と手を組むのは、断ことわったはずだ。

ＧＭ：「遅おそかれ早かれ、目覚めた奴はこうなるのさ。お前の延えん長ちよう線上に、俺はいる。俺は、いつでもお前の先で待っているんだ」

大悟：（ぐっと歯は嚙がみをする）

ＧＭ：「気にくわねえやつは殺せばいい。欲ほしいものがあるなら奪うばえばいい。お前が本気になれば一軍……いや、国家を滅ほろぼすことだってたやすい」

大悟：…………。

ＧＭ：「邪じや魔まなやつはすべて殺し尽つくせば……ほら、なんの煩はん悶もんもない、涅ね槃はんのごとき平和な世のできあがりだ。お前が求めているのはそれだろう？」

大悟：違ちがうッ！

ＧＭ：「違わないさ。俺は、迷まよいなく戦い続ける、一匹ぴきの鬼おにだ。すなわち、お前の〝理想〟。迷いがなく、縛しばられることもなく、ただただ強い男であるという〝理想〟だ」

大悟：…………!!




　己の〝影かげ〟と対たい峙じする大悟。

　双そう方ほう、一歩も引かない。

　だが、大悟の額を伝う汗あせは、恐怖と焦しよ燥うそうの証あかしではなかろうか。




ＧＭ：……以上が、《衝動侵蝕》の演出だ。全員、侵蝕率を２Ｄ10増ふやしてくれ。

フィン：（ダイスを振ふる）10点上がって79。

ギヨーム：同じく79だ。今回の出目が低かったんで、二回食らったにしてはなんとか侵蝕率上じよう昇しようを抑おさえられた。

クリス：ただ、ミドル中ちゆう盤ばんでその数すう値ちは厳きびしいわね。ちなみに私は76。

大悟：俺は……（ダイスを振る）ジャスト70。これまでのシーン登場でのダイス目が低かったんで、まだ余よ裕ゆうはある、か……。

ＧＭ：恐怖に縛られる四人を見ながら、黒マレーネは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみ。「あははははっ！　己の中に巣くう恐怖に喰くい潰つぶされ、魂たましいが死んでいく様子が伝わってくるわ」

一同：くっ……！

ＧＭ：そして全員、このシーンが終しゆう了りようするまであらゆる判定ダイスが10個こ減げん少しようするよ。

大悟：事実上、行動不ふ能のうだな。

クリス：ロイスをタイタスに変えて、そのタイタスを昇しよ華うかすれば「不利な効こう果かを打ち消す」ことができるけれど……。

ＧＭ：ああ、その効果ならＯＫだね。

一同：う～ん……。




　一同、頭を悩なやませる。

　ミドルもまだ中盤と思おぼしき場所で、大切なリソースであるロイスを失うことに躊躇ためらいがあるのだ。




ＧＭ：……では、君たち以外の人物の描びよう写しやに移うつろう。絶ぜつ望ぼうの歌が鳴り響ひびく中、なおも気高く強い光を放つ者がいる。

大悟：うン？

ＧＭ：マレーネ・ディートリッヒだ。彼女は、歌に屈くつするでもなく、黒マレーネをじっとみつめている。

大悟：この歌の中で大だい丈じよう夫ぶなのか？

ＧＭ：まず、彼女はオーヴァードだ。だから《ミューズの調べ》は効きかない。

フィン：あ、そうだった！

ＧＭ：そして《衝動侵蝕》に対してだが、彼女の〈意志〉は20レベルと設せつ定ていしてある（笑）。

フィン：20レベル!?

ギヨーム：す、すごいぞハリウッド女じよ優ゆう！（笑）

大悟：（感心して）大したもんだぜ。こんなタフなレディを見たのは初めてだ。

ＧＭ：それまで余裕の笑みを浮うかべていた黒マレーネも、オリジナルマレーネの様子を見て、明らかに動揺する。
















「やはり……やはりか！　おまえには、あたしの歌が届とどかないのか！」

　呪じゆ詛その如ごとき声を叩たたきつける黒マレーネ。

　その目には、限かぎりない嫉しつ妬とと憎ぞう悪おが宿っている。

　一方のマレーネは、瞳の光を失い、恐怖の表情を浮かべていた。

「何よ……そんなにおぞましくて……恐ろしいのに……どうしてあなたはそんなにも〝マレーネ・ディートリッヒ〟なのよッ!?」




ＧＭ：……と、マレーネは黒マレーネの歌ではなく、彼女の存在そのものに恐怖……いや、恐慌状態に陥っている。

大悟：落ち着くんだマレーネ！　なんとか手を伸ばし、彼女の肩をつかむぞ。

ＧＭ：いつもなら、君の力強い手は、ただそれだけで人に安心を与えるだろう。だが、内心に巣食った恐怖は、君の手から本来の力と熱を失わせている。マレーネは、ただふるふると首を横に振るのみだ。

大悟：くっ……！

クリス：まずいわね……ここで戦闘を仕掛けられたりすると……。

フィン：うん。確実にタイタスを使うことになるね。

ＧＭ：だが、そこにティラムバラムのしわがれ声が響く。「歌姫よ。マスカラスがいない状況下での軽挙は慎め」

フィン：そっか、カバーリング役がいないんだもんね。

ギヨーム：一方こちらは、判定が無理でも、マレーネをカバーリングすることだけはできる。

ＧＭ：黒マレーネはしばし逡しゆん巡じゆんし、やがてこくりと頷うなずく。「わかりました。けれど、挨あい拶さつだけはさせてもらいましょう」と、マレーネに微笑みかける。

大悟：大丈夫か？

ＧＭ：どうやら、直ちよく接せつ危き害がいを加えるのではないようだ。「初めましてオリジナル……いや、マリア・マグダレーナ・ディードリッヒ」




　本名を呼よばれ、マレーネの顔に怯おびえが浮うかぶ。

　その怯えを楽しむかのように、黒マレーネは言葉を続けた。

「……あたしを認みとめろ。お前の〝理想〟はここにある。あたしなら、すべての人間に喜びも悲しみも、どんな思い出すらも……そう〝人生〟を与あたえてやれるんだ」

「これが、こんなものが、〝理想〟の姿……？」

「そうよ。誰もが、マレーネの歌を聞く。マレーネの歌を糧に生き、そして死ぬ。それが、お前の求めた理想……そうだろう、オリジナル？」

「…………」

「あたしは老いない。あたしは衰えない。あたしは永遠だ。だからあたしは……永遠の歌姫。お前よりも！　遥かに！　本物だ！」

　狂気じみた叫びに、マレーネ・ディートリッヒは、ただただ萎縮し、怯えるのみであった。




ＧＭ：「これから先、あたしという〝理想〟がやることを目に焼き付けろ。そして……屈くつ服ぷくしてしまえ。そうすれば楽になれる！」その言葉にマレーネは顔を覆い、崩れ落ちてしまう。

一同：…………。

ＧＭ：「三日後、マジソン・スクウエア・ガーデン。そこで最高の舞台を披ひ露ろうしてあげるわ。それを見れば、あなたもきっと、すべてを諦あきらめる気になる！」

大悟：ＭＳＧマジソン・スクウエア・ガーデンだと？

クリス：あなたたちは何をしでかす気なの!?

ＧＭ：「とっても素敵な儀式よ。もうすぐ我われ々われの計画は最終段だん階かいを迎むかえるわ。すべてを壊こわし尽つくした後……オリジナル、あなたのすべてをあたしが貰もらってあげる……」




　黒マレーネの嘲ちよう笑しように、ティラムバラムの禍まが々まがしい哄こう笑しようが混まざる。

　その音は絶たえがたいほどの音量で周囲の空間を満たし―――不意に搔き消えた。

　ふたりの姿もまた、消えていた。

　後に残されたのは、絶望の悪夢にうなされる人々と、恐怖に立ちすくむ大悟たち。

　そして、顔面を蒼そう白はくにして、地面に崩くずれ落ちるマレーネ・ディートリッヒ……。




一同：…………

大悟：マレーネ……。

クリス：彼女に駆け寄って、肩を揺するわ。しっかりしてください！

ＧＭ：だが、あんなにも輝いていたマレーネは、憔悴した様子でうなだれるのみだ。

クリス：ミセス…………。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了しよう。







◆Middle 06◆Battalions of Fear


Scene Player ――― Master Scene






　ニューヨーク某ぼう所しよに立つ、廃はい教きよ会うかい。

　そびえ立つ摩ま天てん楼ろうを光とすれば、ここは闇やみ。

　その闇の中で、さらなる深い闇が蠢うごめいていた。




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンをひとつ挿そう入にゆうする。廃教会で会話する、黒マレーネとティラムバラムの様子だ。

クリス：ふむ、そんなところに潜ひそんでいるんですね。

ＧＭ：ああ。ティラムバラムが魔ま術じゆつ結けつ界かい……《ワーディング》を展てん開かいし、誰だれも侵しん入にゆうできないようにしている。




「アメリカ国民への精せい神しん攻こう撃げきは順調に進行していると考えてよいだろう。……自由の女神の破は壊かいに失敗したのは痛いた手でであったが」

　ティラムバラムの言葉を聞き、黒マレーネの瞳ひとみには激げき情じようが宿る。

　それは、この場にいない、ある人物へのどうしようも無い嫉しつ妬との炎ほのおだ。

「……やはりオリジナル！　あの女が！　あの女さえいなければ！」

　殺意。憎ぞう悪お。さまざまな感かん情じようが、黒マレーネの中で渦うず巻まく。

　だが、ティラムバラムは、その様子を愉ゆ快かいそうに見つめている。

「その激情こそ、貴き様さまの力の源げん泉せんだ。それを以もつてすれば、アメリカ国民から夢ゆめを奪うばい尽くすことも容易たやすいであろう……」

「けど！　それだけでは計画の〝仕上げ〟にまでは至いたりません！　あたしが、あたしが、新しい夢を与あたえてやらないと……」

「現げん状じようでも、その一歩手前までは進めることができる。邪じや魔ま者ものが現あらわれた以上、停てい滞たいは許ゆるされぬ。すべてを破壊することが先決だ」




大悟：む。不ふ穏おんなことを口走っているな。

クリス：マレーネは放置し、ひとまずできることから進めておくということかしら。




　ティラムバラムは言葉を続ける。

「この地の矮わい小しような文化など破壊し尽つくしてしまえばよい。もとよりこの大地は我わが支し配はいせしもの。そこに断ことわりもなく侵入した分ぶん際ざいで、文化だの文明だのとおこがましい！」




ギヨーム：お前、中米のマヤ出身だろ！　北米関係ないじゃん！（笑）

フィン：あ、ホントだ。

ＧＭ：だが登場していない者の声など聞こえない。




「質しつ実じつ剛ごう健けんのドイツではなく、まずは資し本ほん主しゆ義ぎ社会の象しよう徴ちようともいえるアメリカを最初の実験場所にしたのは正解だった。この国には歴史がない、神話がない。だから国民は歌姫アイドルを求める。フフ、ゲッベルス閣かつ下かの発想は完かん璧ぺきだ……！」




大悟：いやぁ～、完璧じゃあないだろう（笑）。

クリス：穴あなだらけというか……ツッコミどころしかないんですが。

ＧＭ：確たしかに普ふ通つうなら成功するはずもない、偏へん見けんまみれの電波計画だ。だが、不幸なことにティラムバラムたちは、それを力ちから技わざで成功させてしまったわけだ。




「猿さるは支配者からの餌えさを食べて生きていればよい。その餌やり係が……マレーネ、お前というわけだ」

「はい。あたしはそのためだけに作られた存そん在ざい。……そして、必ずオリジナルを手に入れて、本物のマレーネ・ディートリッヒになる！」

「そうだ。お前こそが、与える者。喜びも、悲しみも、人生のすべてを、お前が与えてやればよいのだ」




一同：…………。

ギヨーム：人生のすべてを与える、か。こうして見るとおぞましいものだな。

クリス：一方的に与えるだけですものね……。

大悟：…………。

ＧＭ：「では計画を進めるとしよう。そして、マスカラスの帰き還かんを待ち、実行に移うつす」とティラムバラムが告つげ、この描びよう写しやは終了する。場面を区切り、ナチ・マスカラスの描写に移る。

大悟：おお、別行動しているんだな。

ＧＭ：彼は現げん在ざい、ニューヨークの街中を、背せ広びろにマスク姿すがたで歩いている。

大悟：なにぃっ!?

フィン：無茶苦茶目立つじゃん！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：いいんだよ、タイガーマスクだって、いつもそうだったろ。

クリス：いや、そんなこと言われても……。

ＧＭ：さて、そのマスカラスが路地を歩いていると、ふたりづれの子こ供どもを見かける―――




　おそらく兄きよう弟だいなのだろう。

　あまり裕ゆう福ふくそうではないが、仲良く遊んでいる様子だ。

　弟と思おぼしき少年が呟つぶやいた言葉を、ナチ・マスカラスは聞き逃のがさなかった。

「あ～あ、試合を観みに行きたいなぁ」




ギヨーム：おい、この流れは……まさか……。

ＧＭ：マスカラスは子供たちにさっとドル札さつの束たばを渡わたす。「君たち、これでリングサイドのチケットを買うんだ。残りはコーラとポップコーンでも買うといい」（←満まん面めんの笑えみ）

ギヨーム：やっぱりなぁぁぁっ！　バカだろお前！（一同爆ばく笑しよう）

クリス：え？　え？　ちょっと、こいつ、いきなり何やってるんです？

ＧＭ：知らない？　『プロレススーパースター列伝』ってずっと昔の漫まん画がで、こんなシーンがあったんだよ。いや～、子供心に「プロレスラーって格かつ好こういいな」って感動したんだよ。

クリス：ぜ、全然理由になってない……。

大悟：（笑いながら）いや、でも、ここだけ見るといい奴やつじゃないか、ナチ・マスカラス。俺、こいつが子供たちをいじめ始めるんじゃないかとハラハラしてたぞ。

フィン：そうかもしれないけどっ！（笑）

ＧＭ：ちなみに、今のこのやりとりは、単に俺が演えん出しゆつしたかっただけで、シナリオ上の意味は何も無い。

フィン：ないのかよっ！（笑）

ＧＭ：だが、続く演出にはちょっと意味があるぞ。マスカラスに、背後から声をかける者が居いる。私し服ふく姿すがたの、サビーネ・ルーデルだ。

フィン：おや、サビーネだ。

ＧＭ：「マスカラス超ちよう人じん中ちゆう尉い。準じゆん備びはできた。いつでも出発できるぞ」

クリス：……またどこかへ破壊活動に行くつもりでしょうか？

ＧＭ：マスカラスはニッと笑い、「アリガトウ！　ちょいとアルカトラズは遠いからな。お前さんの飛行機を借りられて助かったよ」と返す。

ギヨーム：むっ、あの難なん攻こう不ふ落らくと言われたアルカトラズ監かん獄ごくか。

クリス：でも、有名ではあるけど、ただの監獄よね？　そんなところを破壊してもアメリカンドリームの破壊にはならないと思うんだけど（笑）。

ＧＭ：まぁ、それは蓋ふたを開けてのお楽しみだ。では、そろそろシーンを締しめくくろう。




　ナチ・マスカラスは、サビーネと共に去っていく。

　その大きな背せ中なかを、呆ぼう然ぜんと見送る子供たち。

　手にブ厚いドル札の束を握にぎり締しめながら、年長の子が呟いた。

「僕ぼくたち……野球を見たかったんだけど……」




一同：げええっ!?（爆笑）

クリス：ダイナシじゃないですか！（笑）

大悟：ナチ・マスカラス……よくわからんが、すごい奴か……？

フィン：違うから！　感心しないで！（笑）






プロレススーパースター列伝　かつて週刊少年サンデーに連載された漫画（原作：梶原一騎／作画：原田久仁信）。一九八〇年当時の日本プロレスの内幕を虚実ない交ぜにして熱く描いた力作。










◆Middle 07◆DerblaueEngel嘆きの天使


Scene Player ――― クリス






　リバティ島から、マレーネと共に彼女の自じ宅たくに戻もどる。

　黒衣の歌姫に見せられた恐きよう怖ふに、皆みなが沈ちん黙もくを保たもっている。

　それは、マレーネも同じだった。




ＧＭ：次のシーン、マレーネの自宅から。全員登場。もう、時間は夕方だな。マレーネは、憔しよう悴すいしている様子。

大悟：まったく、完かん敗ぱいだったな。

クリス：そうね……。

大悟：マレーネは、もうひとりの自分に出会ったことがショックだったようだな。

クリス：そのようね。しかも、彼女が理り想そう像ぞうとしていた自分だから……。

ギヨーム：彼女のことは心配だが、ナチスとの戦いも重要だ。これからどう戦うかね？

大悟：このままだと、再さい戦せんしても俺たちには勝ち目はないぞ。

フィン：そうだね、あの歌をどうにかしないと……。

クリス：その上で、今度はナチ・マスカラスが護ご衛えいとして現あらわれるはずよね……。

フィン：アイツ、かなり硬かたかったよ。避よけないんで当てられるけど、ダメージが通らない。

大悟：ああ。かなりの手て練だれだ。

ギヨーム：黒マレーネを狙ねらったとしてもカバーリングされ、そして黒マレーネに《衝しよう動どう侵しん蝕しよく》を使われると、正直、為なす術すべがない。

クリス：難なん敵てきね。これまでの超人兵士とは、また違ちがったタイプだわ。どうしたものかしら。

一同：う～ん……。

ギヨーム：私はそこで予言書を開いて指し針しんを仰あおごうとしたが、あのときの恐怖が甦よみがえり、ぱたんと閉とじてしまう。

大悟：そうだ、マレーネの様子は？

ＧＭ：マレーネは帰ってくるなり、リビングから離はなれたソファーでひとり沈しずみ込んでいる。君たちに話しかけてくる様子もなく、スタッフが茶を淹いれても手もつけない。

大悟：声をかけるとしよう。マレーネ、ショックだろうが……大だい丈じよ夫うぶか？

ＧＭ：「…………」マレーネは、無言で大悟を見る。ひどく戸と惑まどっていて、発する言葉を選んでいるようだ。体を包む輝かがやきも褪あせている。

フィン：だ、大丈夫？　そうだ、目の中の星は？

ＧＭ：うむ、印象的だった瞳ひとみの星も、いまはすっかり沈み込んでいる。普ふ段だんが太陽の輝きとすると、今はそう、白色矮わい星せい……。

フィン：白色矮星！（笑）

ギヨーム：すごい形けい容ようだが、状じよう態たいの深しん刻こくさはわかるな。

ＧＭ：彼女はしばらく沈ちん黙もくするが、ぽつりと呟つぶやく。「まさか、あんなモノを目にすることになろうとはね……」

大悟：マレーネ。悪いとは思ったが、あなたのことはいろいろ調べさせてもらった。

ＧＭ：「ふふ……じゃあ、わかるでしょう。〝あたし〟は何も、若わかい頃ころの自分にそっくりの人間を見たから驚おどろいているんじゃないわ」

クリス：〝あたし〟？　彼女の一いち人にん称しようが変わったんですか!?

ＧＭ：うん。ブロードウェイで見せた気丈さや、超ちよう然ぜんとした……どこか自分を突つき放したような態度は見る影かげもないね。

大悟：マレーネに問おう。あんたが驚いたのは、あの娘が話していた〝理想〟がどうこうって話か？

ＧＭ：「ええ。あそこにいた少女は……確かに〝理想〟のマレーネ・ディートリッヒそのものよ」

ギヨーム：あなたが思い描えがいたマレーネ・ディートリッヒがあの姿ということか？

クリス：ま、待ってください！

大悟：クリス……。

ＧＭ：マレーネは、のろのろとクリスに顔を向ける。

クリス：ミセスの理想は、もっと尊とうといものです。それは、あなたの歌を聞けばわかります！

ＧＭ：「ありがとう。そうね、理想はもっと尊いものだと思っていた。けれど、見てわかったのよ。あれは、あたしの未来の姿。あたしが望むとおりの姿だった。マレーネの歌で人は喜び、悲しむ。その歌は世界すべてに届とどくわ。人はマレーネ・ディートリッヒの歌だけを聞いていればいい……」

大悟：あんな、人を恐怖に陥おとしいれるために歌う姿が、あんたの理想だというのか。

フィン：そうだよ、クリスや大悟兄ちゃんの言うとおりだよ！

ＧＭ：「けれど、あたしはあの少女から視し線せんを逸そらすことはできなかった。そう、誰より輝いているはずの、歌姫アイドルであるはずのマレーネ・ディートリッヒが、自分以外の光り輝くものに目を奪うばわれてしまった。一瞬であれ、心を奪われてしまった……」

クリス：違います、違うんです！　……と言って、涙なみだぐんでしまって言葉に詰つまる。

ＧＭ：「あたしには、もうどうしたらいいのかわからなくなってきた。……ごめんなさい、ひとりになりたいの」と、マレーネは自室に戻ろうとします。

大悟：なあ、あれがあなたの〝理想〟だと……本当にそう思っているのか？

ＧＭ：すると、一いつ旦たん足を止めて何かを言おうとするんですが……気弱な笑えみを力なく浮うかべ、そのまま去っていく。




　マレーネが自室に戻ると、重たい沈黙がリビングに漂ただよう。

　大悟たちはお互たがいに話すきっかけを探さがすように目を配らせていた。

　そして、数分が経けい過かした―――。




ギヨーム：マレーネには悪いが、今は彼女のことばかり気にかけていられん。今、我われ々われがしなくてはならないことは。ティラムバラムを含ふくめた連中を、どう止めるかということだ。

クリス：次の相手の動きがわかれば、手の打ちようがあるかもしれないけれど……。

フィン：でも、あの力になんか対たい抗こうできるものはないの？

クリス：敵てきの能のう力りよくを分ぶん析せきしてその対たい策さくを……ん？　ちょっとアイデアがあるんですけど。

ＧＭ：ほう、なんだい？

クリス：ティラムバラムの仮か面めんに関して《究きゆう極きよく鑑かん定てい》できます？

ＧＭ：ノイマンの《究極鑑定》か？




《究極鑑定》は、アイテムを解かい析せきするイージーエフェクトである。




ＧＭ：（しばし考えた後）……面おも白しろい。じゃあ【精せい神しん】で振ふってもらおうかな。難なん易い度どは秘ひ密みつで振ってくれ。

クリス：わかったわ。てい！　……達たつ成せい値ち13！

フィン：情じよう報ほう収しゆう集しゆうだったら、十分な値あたいだね。

ＧＭ：クリスの観察力と知ち能のうは、ティラムバラムについての正せい確かくな推すい論ろんを導みちびき出す。《破は壊かい神しん顕けん現げん》や《衝しよう動どう侵しん蝕しよく》を使っているのは、黒マレーネではない。ティラムバラムの力だ。

クリス：ほほう？

ＧＭ：厳げん密みつには、ふたりが協力して初めて可か能のうになる、といったところかな。仮面は黒衣の歌姫を通して力を増ぞう幅ふくし、特とく殊しゆな音波として発しているんだ。

ギヨーム：私が出会った時も、そんな感じだったな。

フィン：じゃあ、黒マレーネを倒たおせば、もうあの変な歌は歌えないってことだね。

大悟：けどな、あのお嬢じようさんの横には、ナチ・マスカラスがついてるぜ。

フィン：そうなんだよねぇ～。鉄てつ壁ぺきのガードだ。

クリス：（なにか考えている）

ギヨーム：どうしたね、クリス？

クリス：や、音波というなら、それは別の音で搔かき消すというのが、こういう場合の常じよう道どうかなと思って。

ＧＭ：おお、目の付け所がいいね！

クリス：お、正解ですか？　ではさっそく、皆みなに伝えましょう。このような仮か説せつがあるんですけど。

ギヨーム：ふむ、興きよう味み深ぶかい仮説だ。

フィン：……つまり、打ち消す手しゆ段だんはあるんじゃないかってとこまではわかった。あとは、その手段が何かっていうことだね。

大悟：大体の見当はつくが、確かく証しようを持たないとな。

フィン：こっち側から出す波長ってのを、調べるにはどうしたらいい？　もしくは、向こうの波長のことを解析する、でもいいけど。

ＧＭ：そうだねぇ。それは〝黒衣の歌姫〟……つまり、黒マレーネについて情報収集をしてもらうかな。

クリス：そういえば、まだ調べてなかったわね。

フィン：このシーンで調べられる？

ＧＭ：いや、ここはシーンを変えよう。誰が調べに行く？




　相談の結果、大悟とギヨームがマレーネの警けい護ごとして残り、フィンとクリスが調査のために外出することとなった。




ＧＭ：よし、それではここでシーンを終了しよう。







◆Middle 08◆Enigma


Scene Player ――― フィン






　フィンはクリスを連れ、オフィス街のとあるビルを訪おとずれていた。

　目立たぬように装よそおわれてはいるが、そこは米国の軍事系けい施し設せつのひとつであった。




ＧＭ：さて、それではフィンたちの情じよう報ほう収しゆう集しゆうシーンだ。登場してるのは、シーンプレイヤーのフィンと、そしてクリスのふたり。

フィン：はいはい。え～と、場所は……そうだなぁ、マンハッタンにある政せい府ふ系けい機関でどうかな。ＭＩ６であることを明かして、人員とかを借りるの。

ＧＭ：ふむ、元々技ぎ術じゆつ協力に来たわけだからな。ＯＫ、それでいこう。黒衣の歌うた姫ひめについて調べる判はん定ていは〈情報：軍事〉で難なん易い度ど８。

クリス：技ぎ能のうはあるけど、ダイス数に不安が……。

フィン：僕ぼくは〈情報：軍事〉のコネクションを持ってる。任まかせてよ。

ＧＭ：米国政せい府ふの人員を使って情報収集させる感じだね。

フィン：そういうこと。ＭＩ６のマニュアルで覚えたとおりに指し揮きしよう。判定の達成値ちは……９だ。成功だよ。

ＧＭ：了りよう解かい。では、まず次のようなことが分かる。




〝黒衣の歌姫〟こと、シュヴァルツ・マレーネ（黒マレーネ）はホムンクルスである。　ナチスが密ひそかに入手したマレーネの毛もう髪はつから、ティラムバラムの古代魔ま術じゆつとアーネンエルベの最新科学を組み合わせることで、「Ｄロイス：複ふく製せい体」として創つくられた。




クリス：やはり複製体だったのね……。

ＧＭ：現げん代だい風ふうに言うとクローン技術なんだけど、一九三八年当時、クローンによる人間の復ふく元げんは夢ゆめのまた夢だ。

クリス：ですねぇ。

ＧＭ：ただし、オリジナル特有の能のう力りよく「Ｄロイス：記き憶おく探たん索さく者」までは持たせられなかった。それゆえ、ナチスはマレーネ本人を黒マレーネと融ゆう合ごうさせようとしている。

フィン：黒マレーネは、オリジナルには能のう力りよく的てきに劣おとっているってこと？

ＧＭ：うん。黒マレーネには、対象の精せい神しんを完全に操あやつることはできない。何な故ぜかと言えば、マレーネのような人生経けい験けん……深い歴史がないから。

フィン：なるほどね。薄うすっぺらいってことかぁ。やっぱ年をとるって重要なんだな。

クリス：（こくりと頷うなずいて）ええ、そうよフィン。私わたしやあなたのように若わかくして特とく殊しゆな力を持つと、ともすれば誤ご解かいしてしまうことなのだけれどね。

フィン：難むずかしいねぇ。

ＧＭ：さて、ここで黒マレーネの歌についての詳しよう細さいなデータが羅ら列れつされているわけだが……そうだな、クリスは《暗号解かい読どく》を持ってたっけ。

クリス：はい。……データを解かい析せきできるということですか？

ＧＭ：ああ。幾いくつか別の判定をさせるルートもあったけど、《暗号解読》があるなら話は早い。難易度10で判定してみてくれ。成功すると、黒マレーネの歌への対たい処しよ法ほうが判はん明めいする。

クリス：おお、それは失敗できないわね……（ダイスを振ふる）うん、成功！




　クリスの超ちよう人じん的てき頭ず脳のうが活動し、膨ぼう大だいな数字の羅列から〝魔ま性しようの歌〟への対たい抗こう策さくを導みちびき出だしてゆく。アーネンエルベの研究者たちが組み上げた何重もの論ろん理り迷めい宮きゆうを突とつ破ぱし、たどり着いた答えは―――




ＧＭ：うむ。答えは簡かん単たん。マレーネ・ディートリッヒの歌そのものだ。

フィン：おっ、やっぱ予想通りか。

ＧＭ：まず、「記憶探索者」を持たない黒マレーネの歌では、精せい神しん的てきな影えい響きようは表ひよう層そう的てきなものに過すぎない。

クリス＆フィン：ふむふむ。

ＧＭ：オリジナルの歌で深しん層そう意い識しきを鼓こ舞ぶすることにより、黒マレーネの歌による影響を除じよ去きよすることは十分に可か能のうだ。

クリス：ミセス・ディートリッヒの歌を聞かせれば良いと？

ＧＭ：ああ。だが、目の前で歌われている魔性の歌に対たい抗こうするには、録音では意味がない。マレーネ・ディートリッヒの生歌が必要だ。

クリス：……つまり、決戦の場で、彼かの女じよにライブで歌ってもらう必要があると？

ＧＭ：そのとおり！

フィン：……あの精神状じよう態たいで歌ってくれるかねぇ。

クリス：誠せい心しん誠せい意い、心をこめて説得するほかないわね……。

ＧＭ：では、敵てきへの対抗策が判明したところでシーンを閉とじよう。







◆Middle 09◆One Day More


Scene Player ――― 大悟






　マレーネ・ディートリッヒは、打ちひしがれていた。

　―――自分の〝理想〟の行き着く先は、人を支配する怪かい物ぶつに過すぎない。

　その事実を、知ってしまったから。

　彼女を包んでいた輝かがやきは、もはやない。

　孤こ独どくな室内を、薄うす闇やみが包んでいた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ最後のシーンだ。シーンプレイヤーは大悟。他の人も自由に登場してかまわない。

大悟：ああ、了解だ。……で、ＭＳＧでナチスの連中が何か企たくらんでいるんだって？

ＧＭ：ああ。具体的には、このシーンの最後に描写が入り、その後、ＭＳＧに向かうとクライマックスフェイズとなる。

大悟：なるほどな。こちらにゃ策はないが、とりあえず殴なぐり込むことだけはできるってぇ寸法か……。

一同：…………。

ＧＭ：刻こつ々こくと時間は過ぎ……マレーネは、まだ自室にこもっている。

フィン：じゃあ、ここで登場しよう。ただいま～。

クリス：私も同じく。

ギヨーム：お、帰ってきたか。

フィン：じゃあ、ここでさっき調べたことをみんなに言うよ。どうやら、マレーネの歌が対たい抗こうする手段になるみたい……と閉とじこもってる扉とびらに視線を送りつつ。

クリス：蓄ちく音おん機きでは、やはり彼女の歌を完かん璧ぺきに再さい現げんすることはできません。本人の歌が必要なんです。

大悟：ふむ、そうか……。

フィン：兄ちゃんから、何か言ってあげられない？

大悟：説得ってのは柄がらじゃないな。けど、彼女に訊きいてみたいこともある。ちょいと話をしてこよう。




　大悟は、マレーネのこもる部屋の前へと移い動どうした。

　壁かべに寄よりかかり、後ろ手にノックする。




ＧＭ：「……なにかしら」

大悟：ひとつ、聞かせて欲ほしいことがあってね。どうしてあんたは、あの歌を聴きいても平気だったんだ？

ＧＭ：「どういうこと？」

大悟：いや、俺たちはあの少女……あんたの似に姿すがたの歌を聴いて、恐きよう怖ふに縛しばられてしまった。しかし、キミは影えい響きようを受けなかった。

ＧＭ：「どうしてかしらね。ただ、あの子の歌は、あたしにとっては、心に響ひびくものじゃなかった。歌う感情に、実感や体験からくるリアリティがないように思えたから」

クリス：さすがね……黒マレーネの本ほん質しつを看かん破ぱしている……。

ＧＭ：「けれど、それ以上に、あの場でみんなが恐怖にのたうっている光景が恐おそろしかった。そして、あの子に言われたことが恐ろしかった……」

大悟：あれが〝理想〟だという話かい？

ＧＭ：「ええ。マレーネの歌には特別な力がある。そしてこのまま進めば、人を幸せだけではなく不幸にもし、人生を操あやつってしまうような歌うた姫ひめになってしまう……」

大悟：自分の力を恐おそれているのか……。




　自分自身が怪かい物ぶつになってしまう恐れ。

　大悟は、その恐怖を知っている。

　マレーネは、よりにもよってそれを、己おのれの〝理想〟の終着点として見てしまった。

　その絶ぜつ望ぼうはいかばかりか。




大悟：けどな、マレーネ。それはちょいと違ちがうぜ。

ＧＭ：「違う？」

大悟：あの歌は、人を不幸にしている。どんなに悲しい歌を歌おうと、人は感動しこそすれ、不幸になんかならない。だからあれは……歌とは認みとめない。

ＧＭ：「あれは歌じゃ、ない……？」

クリス：……ここで、私も会話に加わっていいですか？

大悟：おう、頼たのむぜ。

クリス：それではミセスに話しかけましょう。……ミセス・ディートリッヒ。あなたには、人を超こえた力があります。それは事実です。

ＧＭ：「そうね。まさに化け物の歌だわ。神話に出てくるような、人を操あやつり、魅み了りようし、破は滅めつさせるサイレンの魔ま女じよよ」

クリス：（強い口調で）うぬぼれないでっ！

一同：おおっ!?

クリス：歌には本来、そういう力があるの。あなたは、ほんの少しだけ、その歌に力を……ヴリルパワーを乗せることができるだけ。それを歌そのものの力だと思わないで。

ＧＭ：「クリス……。でも、あの、もうひとりのマレーネは、歌で人を操っていたわ」

クリス：大悟が言っていたじゃない。歌は、人を幸せにできる。けれど、不幸にするのは歌じゃない。それは、歌の形をした呪のろいよ。魔女の呪じゆ文もんと変わらないわ。

ＧＭ：「…………」

クリス：私が、あのアーネンエルベの超ちよう人じん兵士養成施し設せつで正気を失わずにいられたのは……母の優やさしい子守歌を覚えていたから。それが歌の力よ。

一同：おおお～。

クリス：（口調を切り替かえて）ですからミセス。ご自身の歌を見失わないでください。

ＧＭ：「あたしの理想の行く先に、〝あれ〟はないというの？」

クリス：はい。

大悟：黒マレーネの姿に疑ぎ問もんを抱いだいたのなら、それが既すでに答えさ。あんたは、心の何処かで、あれを否ひ定ていしてる。歌姫の理想とは認みとめちゃいないんだ。

ＧＭ：「あ……！」マレーネは、何か光明を見み出いだしたかのような声を上げる。




　幼おさない頃ころ。

　歌姫に憧あこがれた自分は、己おのれの理想を作り上げた。

　それは、ただ純じゆん粋すいに歌を歌い、聞いてもらうこと。

　自分の想おもいをそれで素す敵てきだと思っていたから。

　けれどそこに、共感の涙なみだを流す客はいても、不幸に苦しむ客はいない。

　それこそが〝理想〟ではなかったか？




ＧＭ：さてその時！　外で異い変へんが起こる。

大悟：なんだ!?

ＧＭ：窓の外から、「本日、マジソン・スクウエア・ガーデンにて、マレーネ・ディートリッヒのリサイタルが行われます……音声と映えい像ぞうにより、全米同時中ちゆう継けいです……」との放送が。

フィン：な、なんだぁ？　窓の外を見てみるよ。

ＧＭ：窓の外を見れば、幾いくつもの飛行船が浮うかび、スピーカーから大音量と、そしてナチスの超ちよう科か学がくが生んだ立体映像を投とう影えいしている。

クリス：マスターシーンで描びよう写しやされたあれね！

ＧＭ：ああ。それは、サビーネの《折おり畳たたみ》によって持ち込まれたもので、現在、全米各地に展てん開かい中だ。現げん代だいにおける、衛えい星せい生なま中ちゆう継けいのような感じかな。

大悟：なるほど……まとめて一いつ斉せいに希望を打ち砕くだこうってわけか。

フィン：止めるには、ＭＳＧマジソン・スクウエア・ガーデンに乗り込こんで、ボスを叩たたく……しかないかね。

大悟：そのようだな。（間かん髪はつを入れず）よし、行くぜ。

ギヨーム：《衝動侵蝕》……あの歌にはいかにして対たい抗こうする？

大悟：タイタスを使ってでもなんでも、乗り越こえればいい。現れたナチスを、放置しておくわけにもいかないだろ。

クリス：ち、力技ですね……。

大悟：マレーネには言い残していこう。すまん、もう行かなければならない。

ＧＭ：「……待って大悟。聞かせてほしいことがあるの」

大悟：おう、なんだい？

ＧＭ：「あなたは、なぜ戦いに行くの？　ここは、あなたとは何の関係もない国じゃない」

大悟：関係ない、か。そりゃそうだな。

ＧＭ：「あたしはね、自分の国が嫌いやな連中に蝕むしばまれていくのを見たわ。けど、結局逃にげた……世界どころか、祖そ国こくだって変えることはできなかった……」

大悟：…………。

ＧＭ：「でも、しょうがないわよね。逆さからえないものはあるわ。そうやって納なつ得とくした。なのになぜあなたは勝てない戦いに行くの？　逃げればいいじゃない！」

大悟：そうだな、そいつは悪くない話かもな。でもよ……。

ＧＭ：「でも？」

大悟：そいつをやっちゃあ、俺は俺でなくなる。




　静かな言葉だった。

　説明や説得のためではない。

　ただ呼こ吸きゆうするかのように、ごく自然な言葉だ。




ＧＭ：「……だって、勝てないのよ。この世の誰が、自分に勝てるというの!?　それは……日本人の美び意い識しきなの？」

大悟：美意識？

ＧＭ：「ええ。本で読んだわ。日本人は潔いさぎよく散ることに美を見出すって。有名なハラキリは、そういうものなんでしょう？」

大悟：はははっ。そんな大げさなもんじゃねぇよ。それに、ちょいとした意地もある。

ＧＭ：「意地？　なんの？」

大悟：〝あいつ〟に借りを返したいのさ。




〝あいつ〟。

　嫌いやな笑えみを浮うかべていた、自分自身。

　あの顔に拳こぶしを叩たたき込まずにいては、天花寺大悟という男が立ちゆかぬ。

　だから、征ゆくのだ。




大悟：さて……行くか。喋しやべるのは柄がらじゃねぇんだ。ああ、そうだ。ひとつ、ちょっとした思いつきがある。

ＧＭ：「思いつき？」

大悟：あの黒マレーネに、生であんたの歌を聞かせたらどんな顔をするんだろうな。案外、あんたのファンになるかもしれないぜ。

ＧＭ：「ダイゴ……でも、あたしは……」マレーネは、自分の思考に整理をつけるので精せい一いつ杯ぱいのようだ。

大悟：……彼女にも考える時間が必要か。みんなの方へ戻ろう。

フィン：ＭＳＧかぁ。きっと、敵てきがいっぱいいるだろうね。

大悟：だな。むしろ、一いち網もう打だ尽じんに出来るんじゃねぇか？

フィン：あはは、兄ちゃんらしい考え方だ。




　敵の大きさや、自分の事じ情じようで引っ込める意地になんの意味がある？

　どれほど愚おろかであろうとも、通し続けるからこそ〝意地〟なのだ。




ギヨーム：やれやれ、君と一いつ緒しよにいると、とことんキツイ戦いに身を投じるハメになる。

大悟：予言書は「やめとけ」とでも言ってるかい？

ギヨーム：フッ。確かく認にんもしておらんよ。見るまでもない。




　勝てない？　絶ぜつ望ぼう的てき？

　そんな事情は「くそくらえ」だ。

　結局、天花寺大悟とは、そういう意い地じっ張ぱりなのだ。




クリス：大悟たち三人が離はなれた後、私もマレーネに小さな声で話しかけます。ミセス。私も彼らと共に行ってきます。

ＧＭ：「……ダメよ。女の子がそんなこと、するものじゃないわ。女の子に戦場なんて似に合あわない……」

クリス：ふふ。マトモな女の子扱あつかいしてもらうの、久ひさしぶりです。でも、大悟と一緒だと、恐おそろしい自分の力に、人を幸せにする使い方があるんじゃないかって思えるんです。

ＧＭ：「人を、幸せにする……」

フィン：じゃあ、ここでクリスねーちゃんに声をかけよう。ねーちゃーん、おいてくよー！

クリス：（フィンに）ええ、すぐ行くわ！




　扉の向こうから、クリスの気配も消えた。

　マレーネはひとり、己おのれに問いかける。

　大悟の言葉の意味を。

　仲間がついていく意味を。

　そして、己が抱いだく〝理想〟の意味を。

　暗い部屋に、小さく、淡あわく、仄ほのかな輝かがやきが浮かび上がった。




大悟：さぁーて。お姫さんが部屋から出てきたときに気き兼がねなく歌えるよう、舞ぶ台たいを大おお掃そう除じしに行くとするかい。

一同：おうっ！




　嗚あ呼あ、男が行く。

　ナチスを倒たおし、邪じや悪あくな野望を打ち砕くだくために。

　嗚呼、男が征く。

　己に打うち克かち、理想の自分に近づくために。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆We Will Rock You


Scene Player ――― 大悟






　ニューヨーク八番街四十九丁目にある、もっとも有名なスポーツアリーナ。

　それがマジソン・スクウエア・ガーデンである。

　この地で、多くのスポーツの試合が行なわれてきた。

　ボクシング、バスケットボール、アイスホッケー、そしてプロレス。

　大悟たちが足を運ぶと、すでに大だい観かん衆しゆうが観客席を埋うめ尽つくしていた。




ＧＭ：それでは、クライマックスを始めよう。舞ぶ台たいは、マジソン・スクウエア・ガーデン。その内部は、もうナチスの一いち団だんによって占せん拠きよされている。

大悟：どうなっているんだ？

ＧＭ：兵士たちがずらーっと並ならび、それを記録するカメラや放ほう送そう設せつ備びがしっかりと備そなえ付けてある。そして、アリーナの中央にはリングがある。

大悟：やはりプロレスか。

フィン：待まち構かまえてるよね、これ……。

ギヨーム：だが、行くしかあるまいよ。




　内部へと続く通路を進む、大悟たち。

　そこに立ちはだかる者がいた。

　サビーネ・ルーデル。そして、その部下たちだった。




クリス：ルーデル少しよう尉い。一戦交えるつもり？

ＧＭ：サビーネは、愛飲するドイツタバコ・ゲルベゾルテをふかしながら答える。「今回の上官連中は、派は手でなことがお好きなようだから、ご丁てい寧ねいにこのような場所まで設しつらえた」

大悟：ああ。ありがたくて涙なみだが出るぜ。

ＧＭ：「だが、私がゲッベルス宣せん伝でん相しようから受けた指令は、『作戦の確かく実じつなサポート』だ。ここで君らを倒たおしておくのも、給料分の仕事ではないかな？」

ギヨーム：フッ、相変わらずだな君は。

ＧＭ：「サビーネ様、こいつやっちまいましょうぜ！」と、彼女の後ろから三メートルはあろうかという巨きよ漢かんがぬっと前に出てくる。

一同：三メートル!?（笑）

フィン：いちいちでかいよ！




　だが、その巨漢兵士を制せいする者がいた。

「やめたまえ。ここから先は、レスラーではないものが行ってはならない」




クリス：レ、レスラー!?

ギヨーム：えっと、私たち違ちがうんですけど（笑）。

ＧＭ：その反はん論ろんが終わる前に、巨漢兵士の体は、すっと虹にじを描えがく！

一同：虹っ!?（笑）




　そう、それは虹。

　あまりにも美しい弧このライン。ゆえに、虹と讃たたえるにふさわしい。

　巨漢兵士の身体からだは、体重がないかのようにふわりと浮うき上がり、そのまま真後ろへと放ほうり込こまれる。

　鍛きたえ上げた背はい筋きん力りよくと天てん性せいのバランスが生んだこの美び技ぎは―――バックドロップ！




大悟：三メートルの巨漢を、バックドロップか！

ＧＭ：巨漢兵士を一いち撃げきで葬ほうむったのは、レスリングパンツにレスリングシューズのみで立つ、ひとりの若わかき白人レスラー。

ギヨーム：だ、誰だれだ！

ＧＭ：振ふり返って、彼は名乗る。「私は、ルー・テーズという者だ」




ルー・テーズ

〝鉄人〟の異いみ名ようを持ち、多くの者から二十世紀最強と言われた伝説のプロレスラー。彼の代だい名めい詞しとも言える必ひつ殺さつ技わざバックドロップを武ぶ器きに、前ぜん人じん未み踏とうの九百三十六連勝（引き分け挟はさむ）という記録を打ち立てる。

　この頃ころは、栄光を駆かけ上がり始めたばかりの若きレスラーだった。




ＧＭ：「ミスター天花寺。君には礼を言わねばならない。私の憧あこがれを守ってくれたからね」

大悟：憧れ？

ＧＭ：「ああ。マレーネ・ディートリッヒさ。あのヤンキースタジアムで見せた君の勇気、私は忘わすれない」

大悟：ははっ。こいつは、妙みような縁えんができちまったな。

ＧＭ：「ここは私に任まかせて、君たちは先に行きたまえ！」……なお、一連の描びよ写うしやは俺がやりたかったから挿そう入にゆうしただけで、特にシナリオ的な意味はない！

フィン：ねーのかよっ！（一同爆ばく笑しよう）




　ともあれ、サビーネたちとのセメントマッチに突とつ入にゆうしたテーズを尻しり目めに、通路を駆かける大悟たち。

　通路を抜ぬけた先で見たものは……マヤの階かい段だん状じようピラミッドだった。




ギヨーム：ピラミッド？

フィン：リングじゃないじゃん！（笑）

ＧＭ：……いや、この階段状ピラミッドの遥はるか上にリングがあるんだ。そして、歌うた姫ひめのためのステージが用意されている。

クリス：何ともはや……。

ＧＭ：通つう常じよう、観客は観客席からステージを見下ろすが、このステージは違う。ここは、ステージを見上げる形となる。そう、観客たちはこのステージに君くん臨りんする歌姫アイドルを、神を崇あがめるように、太陽を崇めるように見上げるのだ！

フィン：……く、首が痛そう（笑）。

ＧＭ：そして、ステージ上には黒マレーネとナチ・マスカラスが待ち受けている。マスカラスはマイクを片手に「ようこそ、戦いの聖地へ」と宣言する。

ギヨーム：なんて言えばいいんだろう……。

フィン：（ひきつった笑顔で）本当に、ここでやるの？

ＧＭ：「我われ々われの設えたリングに、何か不満でも？」

フィン：いや、その……。

ＧＭ：「それとも、金かな網あみデスマッチとかの方がよかったか？」

フィン：だから、そういう問題じゃない！（一同笑）

ギヨーム：……ずいぶん派手なことをしでかしたものだな？　これだけの規き模ぼの作戦を仕し掛かければ、もはやアメリカもあとには引けなくなるぞ？

ＧＭ：「だが今こ宵よい、アメリカは潰ついえる。祭さい壇だんの贄にえにて君たちを打ち倒たおし、そして、震ふるえて縮ちぢこまったマレーネ・ディートリッヒを引きずりだしてやろうではないか！」

大悟：そう簡かん単たんにことが運ぶかな？

ＧＭ：「ははは！　我らが〝マレーネ〟の歌の前に膝ひざを屈くつした貴き様さまらが何を強がるか！　今なら、我々ナチスマヤ支し部ぶ・ジャガー軍ぐん団だんに入れてやらぬこともないぞ？」

フィン：やだよそんな軍団！（笑）

大悟：その話、きっぱりと断ことわらせてもらう！

ＧＭ：「ばかめ、断るとは！」

大悟：貴様らの思い通りになどならん。そして、この国の夢ゆめを取り戻もどす！

ＧＭ：ではここで、しわがれた邪じや悪あくな声が響ひびく。「もうよい、ナチ・マスカラスよ。さぁ歌うがよいマレーネ！」と、ティラムバラムが命令する。

大悟：くるか！

ＧＭ：黒マレーネは一歩歩み出て、歌を始める。「怯おびえなさい。恐きよう怖ふの中であなたたちを飲み込こんであげる。そして、怯えるオリジナルを呑のみ込んで、私が真のマレーネになる！」

大悟：そうかな？　俺には、お前の方が本物マレーネ・ディートリッヒを恐おそれてるように聞こえるぜ。

ＧＭ：「あたしが恐れる？　それはない。あたしは恐れない。あたしは恐れを与あたえる者だ。すべてはあたしが行なうのよ。人を否ひ定ていするも恐れさせるも、あたしに与えられた権けん利り！」

大悟：与えられた権利？　……そうだな、お前にあるのはそんな権利だけだ。

ＧＭ：その言葉に彼女は動どう揺ようする。「なん、ですって……！」

大悟：お前には、与えられた権利はあっても、勝ち取った権利はないからな！

ＧＭ：「くっ……！」

大悟：……お前はまだ、自分自身を知らない。その不気味な仮か面めんに教えられたことをなぞっているに過すぎない。オリジナルには遠く及およばん！

ＧＭ：「戯たわ言ごとを！　マレーネ・ディートリッヒはあたしひとりだけだ！　だから、貴様らもあたしだけを見ればいい！」と、ここで《衝しよう動どう侵しん蝕しよく》を宣せん言げんする！




　……そして再ふたたび、大悟は出会った。

　彼が一番恐れる者。

　すなわち、自分自身に。




ＧＭ：では、大悟の前にふたたび殺意に満ちたもうひとりの大悟が出しゆつ現げんする。

大悟：出やがったな……。

ＧＭ：「どうするよ、ここでやりあって俺を潰つぶすかい？　それとも見なかったことにして、すべてに蓋ふたをして逃にげるかい？」

大悟：（ニヤリと笑って）おい、もうひとりの俺よ？　お前さん、勘かん違ちがいしているぜ？

ＧＭ：「……勘違いだと？」

大悟：お前は、もう俺の一部じゃないか。お前はすでに俺の中にいる。確たしかに、俺はお前を恐れているさ。だがな、嫌きらっちゃいない。

ＧＭ：「何を言っている？　俺は、お前の中にある破は壊かいを望む本ほん能のうだぞ！」

大悟：そうだな。俺も人間だから、綺き麗れい事ごとだけじゃない。そこまで悟さとりきっちゃいないんだ。

一同：…………。

大悟：お前を制せい御ぎよするのが、俺の理想だ。俺の理想は、お前がいないと成立しない。だから、俺はお前を否定はしない。俺の、理想の一部だからな。

ＧＭ：「俺を……認みとめるだと？」




〝もうひとりの大悟〟の声に、それまでの猛もう悪あくとは異なる響きが混ざった。

　ギラギラとした視線は、大悟の言葉を見極めるかのようだ。




大悟：ああ、認めるさ！　ここで、俺は「もうひとりの自分」にロイスを結ぶ！

一同：おおっ！

クリス：いいですね！　それは、確かに……自分を乗り越こえる演えん出しゆつとしてカッコイイ！

大悟：これから何度も出会うことになるだろうが……とりあえず今回は俺の勝ちということで……乗り越えさせてもらうぜ！　タイタスに変え、そして昇しよう華かする！




　大悟の〝理想〟とは、己おのれの内にある悪を捨すて去った自分ではない。

　己の闇やみを認め、それに挫くじけず、おもねらず、流されぬ自分こそが理想。

　抑おさえがたい懊おう悩のうを、大悟は涼すずやかな笑えみで受け流した。




大悟：タイタスでクリティカル値ちを下げて挑ちよう戦せんだ。（ダイスを振ふる）……よし、達たつ成せい値ちは25。衝動判はん定てい、成功！

一同：おおお～！（拍はく手しゆ）

大悟：もし、俺の心が本当に奪うばい取れるなら、いつでもかかってくるがいい。俺はいつだって……お前と戦い、勝ってみせるさ。

ＧＭ：するともうひとりの君は、猛もう禽きん類るいのような凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべる「……正せい解かいだよ、俺。ひとつ悟りやがったな。だが、いつでも俺はお前の中にいるぜ、それを忘れるな？」




〝もうひとりの大悟〟は、大悟に歩あゆみ寄より、そして重なるように消えた。

「また会おう」

　その言葉だけを残して。




大悟：自分の胸むねをぽんぽんと叩たたきつつ……機会があったら、存ぞん分ぶんにやり合おうぜ、俺よ。

ＧＭ：お見事でした……！




　残る一同も大悟の振ふる舞まいに勇気づけられ、同じくタイタスを昇しよう華かして衝動判定に成功してゆく。

　もはや、黒マレーネの歌によるペナルティはない！




ＧＭ：黒マレーネは、愕がく然ぜんとするね。「そんなバカな……ありえない！　これは何かの間ま違ちがいよ！」そう言って、再さい度ど《衝動侵蝕》を使おうとする。

一同：くっ！

ＧＭ：だが、その魔ま性しようの歌は、何ど処こからともなく響いてくる甘あまく切ない歌声によって打ち消されてゆく……。

一同：え!?

大悟：この歌は……。

クリス：ミセス・ディートリッヒ!?




　輝かがやきが、そこにはあった。

　瞳ひとみに星を持ち、体に宝ほう石せきの如ごとき光を散りばめた女じよ性せい。

　世紀の歌姫。

　マレーネ・ディートリッヒが、ピラミッドを一段一段登りながら、歌を歌っているのだ。




ＧＭ：マレーネが、歌と共に登場する。

大悟：来てくれたのか。

ＧＭ：「あなたたちの言葉で目が覚めたわ。そして……」マレーネは大悟に寄り添そって手をぎゅっと握にぎる。「ダイゴ、ごめんなさい。あなたの中を覗のぞいてしまった……」

大悟：覗く？

ＧＭ：記き憶おく探たん索さく者しやの能のう力りよくで、先さき程ほどの大悟の自じ己こ格かく闘とうの様子と感かん応のうしてしまったようだ。

大悟：なるほどな。はは、かっこ悪いところを見られちまった。

ＧＭ：「ううん、とても素す敵てきだったわ。あなたは、生まれて初めて本当の勇気をくれた人。だから、マレーネも……ううん、〝あたし〟もあの子を否ひ定ていしない」

大悟：マレーネ……。

一同：…………。

ＧＭ：「あれがもうひとりのマレーネなら、受け入れ、もっと大きな理想になってみせる！」ここでマレーネの力が発はつ揮きされ、黒マレーネの《衝動侵蝕》を無む効こう化かする！

一同：おおっ！
















　漆しつ黒こくの歌うた姫ひめの声は、冷たく美しく、恐きよう怖ふを与あたえるために完かん璧ぺきな旋せん律りつを響ひびかせる。

　マレーネの声は、暗くもあり悲しくもあり、また温かくもある。傷きずだらけでちぐはぐだけど、何な故ぜか愛いとおしい、そんな歌声となった。

　歌姫の恐怖の歌声は、徐じよ々じよにではあるが、温かさを帯びてくる。




ＧＭ：「あたしはマリア・マグダレーナ。そしてマレーネ・ディートリッヒ。そのふたつを飼かいならしてみせる……みんな聴きいていてね。あたしの一世一代のステージよ！」

大悟：ああ！　史上初の全米生なま中ちゆう継けいだ！




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、戦せん闘とうだ。問答をただ黙だまって聞いていたナチ・マスカラスがくわっと目を開く。

大悟：待たせたな。

ＧＭ：「いいや。よい前ぜん座ざショーだったさ！」そして、ナチ・マスカラスの前に、ジャガー軍団アルカトラズ三さん羽ば烏がらすが登場。

クリス：何ですかそいつら！（笑）

ＧＭ：「ああ、君たちとの試合は多人数マッチとなるだろうからね。アルカトラズ監かん獄ごくで、タッグパートナーを選び出した」

クリス：アルカトラズの囚しゆう人じんっていったら、凶きよう悪あく犯はんばっかりじゃないですか！

ＧＭ：そうだよ。アナウンサーも見るなり「ああ、あれはアル〝スカーフェイス〟カポネ。暗黒街の伝説は生きていた～！」

フィン：カポネ!?

ギヨーム：マフィアの大親分じゃないか！

大悟：まあ、アメリカ人には結けつ構こうな人気があったヤツだが（笑）。

ＧＭ：「さらにトンプソンの勇者、マシンガン・ケリーの登場だ！」だららららっ、ばらららららっ！　とトンプソン・マシンガンを乱らん射しやしながら登場！

ギヨーム：もうプロレスじゃねえだろ！（一同爆笑）

フィン：聞いたことがある名前だ（笑）。

ＧＭ：「そしてまさか、この男が来てくれるとは！　静かなる哲てつ学がく者しや・ロバート・ストラウドだ～！」

大悟：何者だ、そいつは？

ＧＭ：ロバート・ストラウドは、監獄から見える鳥の観察だけで、独どく学がくで鳥類学の権けん威いにまでなったという天才収監者だ。

クリス：なにそれ!?（一同爆笑）

フィン：そんな人が実じつ在ざいしたんだ……。

ＧＭ：「……鳥よ、お前の自由な翼つばさを私におくれ。このリングの上なら私も羽はばたくことができるかもしれない。さあ、おゆき」と、一羽の鳥を放つ。

フィン：思うんだけど……誰だれもプロレスしにきてないよね。

クリス：何を考えて、こんな人たちレスラーにしようとしたんだか……。

ＧＭ：さーて、全員の【行こう動どう値ち】と行動順番を確かく認にんしようか！




・キャラクター名／行動値

　マシンガン・ケリー　／20

　黒マレーネ　　　　　／15

　ティラムバラム　　　／14

　クリス　　　　　　　／12

　フィン　　　　　　　／12

　ナチ・マスカラス　　／12

　ギヨーム　　　　　　／９

　ロバート・ストラウド／９

　アル・カポネ　　　　／８

　大悟　　　　　　　　／３
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ＧＭ：それではセットアッププロセスのエフェクトを確認しようか。まずはティラムバラムがＥロイス《破は滅めつの足音》を使用！

大悟：ぬっ、それはなんだ？

ＧＭ：黒マレーネを媒ばい介かいとして呪のろいを振ふりまき、シーン内にいる存そん在ざいは、１Ｄ＋１ラウンドのクリンナッププロセスに全員戦せん闘とう不ふ能のう！

ギヨーム：うわ、マジで!?

ＧＭ：対象はここにいる君たちと……この試合を中ちゆう継けいで観みているアメリカ国民すべてだ！

一同：うえええええっ!?

大悟：そりゃキツイな。

ＧＭ：というわけでダイスは……あ、６。つまり、リミットは７ラウンド目のクリンナップ。

ギヨーム：気の長い話だ（笑）。

フィン：そこまで戦いが長引くとは思えないねぇ。

ＧＭ：ムッキー！

クリス：私は《戦いの予感》を宣せん言げんし、【行こう動どう値ち】＋10！　先手を取るわ！

ＧＭ：こちらも負けじと、ナチ・マスカラスは《高速分身》！　ぶんっ！　という音とともに、彼の横に、もうひとりのナチ・マスカラスが出現する。

ギヨーム：あまりのスピードに、ヤツが分身して見えるだと!?

大悟：なに、どちらも倒たおせば済すむことさ。ぐぐぐ……と握にぎった拳こぶしを腰こしだめにして気合集中。《フルパワーアタック》を宣言だ。

ＧＭ：了解。大悟が構えをとったところでセットアッププロセスは終了だ。

クリス：それではメインの行動開始ね。まず一番速くなっている私が……。

ＧＭ：ストーップ！　クリスのイニシアチブプロセスで分身した一方のナチ・マスカラスが《ワールウインド》で移い動どうするぞ。




　影かげも残さず、分身は姿すがたを消した。

　次に現あらわれたのは、ティラムバラムと黒マレーネの隣となり。

　ルチャリブレ……いや、マヤリブレの機動力ならではの動きであった。




ＧＭ：そして、分身の方はいかにも「俺はカバーリング要員！」って感じでガチガチに防ぼう御ぎよを固める。

フィン：ううっ、厄やつ介かいだなぁ。

ＧＭ：といわけで、改めてクリスの行動をどうぞ。

クリス：まずマイナーアクションで５メートルだけ後こう退たい。味方のエンゲージから離り脱だつするわ。

ギヨーム：おや？　カバーリングが届とどかなくなるぞ？

クリス：ええ、私は大だい丈じよう夫ぶよ。ここで愛する詩人の一節を呟つぶやきます（←いつの間にやら文庫本を取り出している）。

一同：おおっ！

大悟：クリスの十八番が出たな（笑）。

クリス：「あなたはどこまでもさ迷まよい歩くつもりか。いいえ、良い物は常つねに傍そばにある。答えはいつも自分の中にある」ヴィルヘルム・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ。




　端たん整せいな唇くちびるから、何度となく暗あん唱しようした詩の一節が紡つむがれる。

　クリス独どく自じの、精せい神しん集中術。

　そして、彼女の額ひたいにヴリルパワーの高まりを示しめす光が生まれた。




クリス：答えはいつも自分の中。だから、私も自分自身に打ち克かつわ。では、《ピンポイントレーザー》《レーザーファン》その他で、アルカトラズ三羽烏とナチ・マスカラスを攻こう撃げき。

ＧＭ：妨ぼう害がいさせてもらおう。マシンガン・ケリーが「させねえんだよ！」と叫さけぶと同時に、光ひかり輝かがやく弾だん丸がんがクリスの足下に撃ち込こまれる。《フラッシュゲイズ》だ。

フィン：しっぶい技わざ使ってくるねぇ！

ＧＭ：その判定のダイスを２個こ減へらしてくれ。

クリス：９個のところが７個になるわね（ダイスを振る）。……うん、悪くない。命中の達成値は38！

ＧＭ：アルカトラズ三羽烏三人は《イベイジョン》持ちなので、回かい避ひは固こ定てい値ちとなる。全員当たっているね。

フィン：マスカラスはガードかしら？

ＧＭ：もちろん。《スタンシールド》を使って……うむ、ネームバリュー的にアル・カポネを庇かばっておこう。ダメージをくれ。

クリス：４Ｄ＋４で（ダイスを振る）……25点。装そう甲こう値ち無む視し！

ＧＭ：ほう、装甲無視。では、マシンガン・ケリーが「うなれ！　オレのトンプソン！」と、ダダダッーとトンプソン機きか関んじ銃ゆうを乱射する。

クリス：えっ!?　反はん撃げきでもするの？

ＧＭ：（ニヤリと笑ってクリスを見つめる）

クリス：な、なんですか。

ＧＭ：……そして虚こ空くうに向けて弾丸を撃ち尽つくした後、スローモーションでピラミッドを転がり落ちてゆくケリー。クリスの銃じゆう弾だんに全身を貫つらぬかれて……即そく死しだ（一同爆笑）。

クリス：死んだーっ!?

フィン：鳴り物入りで出てきたくせに一撃死かっ！

ＧＭ：そして、ロバート・ストラウドは【ＨＰ】残り４点。瀕ひん死し。「と、鳥よ……」

ギヨーム：なんなんだこいつらは。

フィン：囚しゆう人じんでしょ。

ギヨーム：だよなぁ……戦場に連れてくるべきではなかったのでは（笑）。

ＧＭ：なお、ナチ・マスカラスの鋼はがねの筋きん肉にくは、ピースメーカーの四五口径ＡＰＣ弾を易やす々やすと弾はじいている。カバーリング分を加えても、２点しか食くらってない。

クリス：か、硬い……！

ＧＭ：では黒マレーネの番だ。「ひとり倒したぐらいでいい気になるな！」メジャーアクションで《癒いやしの歌》《声せい援えん》《導みちびきの華はな》等々を組み合わせる。

フィン：うげ～。こいつ、かなり強い支し援えん系けいだよ～。

ＧＭ：対象は味方全員。（ダイスを振る）ええと、ＨＰが20点回かい復ふくし、次に行なうメジャーアクションのダイス＋３。達成値＋６、ダメージ＋４。




　黒マレーネの歌が響ひびき渡わたる。

　ティラムバラムの魔ま力りよくを受けたそれは、仲間の心に狂きよう気きじみた殺意と闘とう争そう心しんを植えつける。




大悟：かなり大きな強バ化フがのったな！

ＧＭ：黒マレーネは仲間たちに叫ぶ。「さぁ、早く連中を殺せ！　そうしたら、あの忌いま々いましい女をティラムバラム様の力で取り込み……あたしは完全体になれるんだ！」

大悟：生あい憎にく、それは無理ってもんだぜ！

ＧＭ：「ただ無む駄だに生き、老おいてゆくだけの存在が、知ったふうな口を！」




　黒マレーネの叫びには、ある感かん情じようが宿っていた。

　それは、嫉しつ妬と。




ＧＭ：続いてティラムバラムの番だ。オートアクションでまず《オリジナルツール》の宣言。周囲の風景が、翡ひ翠すいでできた神しん殿でんに変化してゆく。「これぞ幻げん想そう結けつ界かい・翡翠神殿！」

ギヨーム：むぅ、その魔ま術じゆつの冴さえには驚おどろきを示そう。こ、これは……なんと強固な幻げん影えい……いや結界か！

ＧＭ：このラウンド中〈ＲＣ〉判定の達成値＋10！　ＭＳＧマジソン・スクウエア・ガーデンが、どんどんと翡翠でできたマヤの神殿に変わっていく！




　驚おどろくべき現げん象しように、アナウンサーが絶ぜつ叫きようする。

「あああ～、なんてことだー！　アメリカが誇ほこるＭＳＧが、翡翠に染そまってしまったー！　もはや我々に希望は残されていないのか！　世界はどうなるのか！」

　観客たちの顔にも、恐怖の色が浮かぶ。




フィン：だから、観客の不安を煽あおるなアナウンサー！（笑）

ＧＭ：そしてそのまま殺してしんぜよう。《砂すなの刃やいば》《ブラッドウェブ》《スプリットアタック》などを組み合わせ、君たち四人全員を攻こう撃げきだ！

クリス：くっ、各かつ個こ撃げき破は!?

ＧＭ：ティラムバラムが地面に翡翠を撃ち込むと、それが液えき状じようになり、そしてジャガーの戦士の形をとって襲おそいかかる！（ダイスを振る）達成値は56だ。避よけられまい！




　古代マヤで恐おそれられたジャガーの力を宿した戦士が、今、甦よみがえる！

　獣じゆう面めん人身の戦士たちの爪つめが、大悟たちに迫せまった。




ＧＭ：ギヨームはガードで、他のみんなは……ふむ、全員回かい避ひ失敗か。

ギヨーム：ふむ、大悟とフィンのいずれを庇ったものかな？

フィン：いや、ここはギヨームだけでも耐たえきった方がいいと思う。

ギヨーム：そうか。ならば自分の防ぼう御ぎよを固めるのみ！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは50点ぴったりだ。装甲は有ゆう効こう。




　大悟とフィンは、たまらず吹ふき飛ぶ！

　だが、まだ倒れるわけにはいかない。

　目の前にいるティラムバラムへ闘志を燃やしタイタスで復活、ふたりは立ち上がった。




ギヨーム：私はまだＨＰが残っている。うむ、我われながら頑がん丈じような結界だ。

クリス：……私は、倒れつつも《鏡の盾たて》を使用します。

一同：おおっ!?

クリス：受けたダメージをヴリルパワーでレーザーに変へん換かんし、そのまま発はつ振しん！　ティラムバラムに50点のＨＰダメージを差し上げます。

ＧＭ：ぐおっ!?　それはもろに喰くらう……彼の結界を破やぶり、レーザーは翡翠の仮か面めん本体を焼き焦こがしてゆく！

クリス：その様子を確認しつつ、黒マレーネに対するロイスをタイタスに昇しよう華かして復活します。まだ倒れるわけにはいかないわ！

ＧＭ：「小こし癪やくなぁ……！」ティラムバラムの声に、怒いかりが混まざる。

クリス：ふぅ、切り札ふだをひとつ使ってしまったわね。

フィン：ナイスタイミングだったよ！　さて、次は僕か……エンゲージから五メートル離はなれて、本体マスカラスのエンゲージにグレネード射しや出しゆつ！




　トランクが開き、突つき出た砲ほう塔とうから爆ばく発はつ物ぶつが射出される。

　フィン特とく製せい、携けい行こう式グレネードランチャーである。




フィン：うん、今グレネード二丁あるからね。（ダイスを振る）11個振って、命中は56！

一同：おおおお～っ！

ＧＭ：もちろん命中だな。まぁ、マスカラスはカポネをカバーリングするが……。

フィン：ダメージは59点！　吹き飛べ～！

ＧＭ：痛いたい痛い痛いっ！　爆ばく弾だんを胸むな板いたで受け止めたのはさすがに効いたのか、ナチ・マスカラスは大ダメージ！　「痛い！　バカヤロウ、大したことねぇぞバカヤロウ！」

フィン：痛いって言ってるじゃん！（笑）

ＧＭ：いいや痛くない！　黒マレーネからは《波は紋もんの方ほう陣じん》、マスカラス自身は《電でん磁じ反はん応のう装そう甲こう》を使って、ダメージを完全に０にした。

フィン：くっ！

ＧＭ：「へへ、まるで爆弾みてぇな技わざだったぜ。坊ぼう主ず、やるじゃねぇか！」

フィン：いやだから爆弾なんだよ！　プロレス技じゃねぇよ！　現げん実じつ見ろよ！（笑）

クリス：あれ、そういえば鳥使いの人は……？




　その時、一羽の鳥が飛び立った。

　主あるじであるロバート・ストラウドの姿は……どこにもない。

　グレネードの炸さく裂れつは、彼を跡あと形かたもなく吹き飛ばしたのだ。




ＧＭ：というわけで、どんな能のう力りよくかもわからないまま、彼は退場。

フィン：なんだったんだろう、あいつ……。

ＧＭ：さて、ナチ・マスカラスの行動順だな。「行くぜ、血の小便まで流して覚えたジャガーパワーの力を味わえ！」まず、《真なる雷いかずち》と《バトルビート》で天高く舞まい上がる。

ギヨーム：飛んだーっ！　奴やつは鳥かーっ!?（笑）

ＧＭ：そして《電でん光こう石せつ火か》《一いつ閃せん》《獅し子し奮ふん迅じん》等を組み合わせて、大悟とギヨームに範はん囲い攻撃。空中殺さつ法ぽう、ラ・ケブラーダ！

ギヨーム：いかんな、大悟をカバーリングすると立っていられそうもない。

クリス：ひとりなら耐えられるの？

ギヨーム：ふっ、私の魔術を甘あまく見るな。

クリス：それならば、切り札その二《ミスディレクション》！　攻撃対象を単体に変更してください。

ＧＭ：なるほど、その手があったか！　ならばガード役のギヨームから潰つぶしてやろう。




　クリスの作り出したヴリルの輝かがやきが、マスカラスの目を惑まどわす！

　本来ならば周囲のすべてを巻まき込こむ一撃が、動きを狂くるわされたのだ。




大悟：ここは任まかせるぜ、ギヨーム！

ギヨーム：受けて立つ！　こい、ナチ・マスカラス！

ＧＭ：達成値は32で……ダメージは44点！

ギヨーム：フッ、その程てい度ど……（ガード値とＨＰを確認する）あ、死んだ（笑）。

クリス：おいぃぃぃっ!?（一同爆笑）

ギヨーム：（深々と頭を下げて）すまんすまん。あと１点足りなかったわい。

ＧＭ：よし、一番硬い奴やつを撃げき墜ついしたぞ！

ギヨーム：タイタスを使おう。ティラムバラムをタイタスに変え復活！

ＧＭ：「……もう動かないほうがいいぜ、魔ま術じゆつ師し。あんたの全身の骨ほねと筋きん肉にくは、今のでバラバラになったはずだ」

ギヨーム：いいや、まだまだやれるとも。

ＧＭ：「たぎるぜ！」しかし、今の技はこいつ自身の身体からだにも10点もの負ふ荷かを与あたえていた。

大悟：《電光石火》のバックラッシュだな。

ＧＭ：ガハッと血を吐はき、「痛ぇ痛ぇ痛ぇ、一番痛ぇ！　弾丸よりグレネードより効きく！　全身の骨を砕くだかれたかのようなこの衝撃。な、なんだこの技は!?」と叫ぶ。

ギヨーム：お前が仕し掛かけたんだろうがっ！（笑）

クリス：うんうん、仕掛けた方が痛いって技は実にプロレスっぽいですな。

ギヨーム：次は私の番だが……ここはマイナーアクションで《シールドクリエイト》、メジャーで《物質合成》。結界を強固にした。これでガード値が跳はね上がる！

ＧＭ：よし、ようやく回ってきたアル・カポネの行動。「俺もひとつ久ひさ々びさに見せてやるとするか。老体にはこたえるぜ。これが、俺が暗黒街を制したマフィアの技だ！」

クリス：カポネって、別に本人の腕うでっ節ぷしで成り上がったわけではないような……？

ＧＭ：彼はポケットに手を突つっ込んだまま「伸のびろ我わが傷きずよ！」と言う。すると、彼の頰ほおに刻きざまれている有名な傷が、ズズズズッと動き始め……君たちに牙きばを向く！

大悟：どこがマフィアの技だよ！（爆笑）

ＧＭ：「これぞマフィア霊れい術じゆつ・傷きず縛しばり！」《餓うえし影》で……フィンを攻撃だ。命中達成値は40。命中すると、カポネのいるエンゲージに引き寄せられるよ。

フィン：（ダイスを振る）無理無理！　ドッジの達成値は16。

ＧＭ：では、フィンを引き寄せて33点のダメージ。傷が刃やいばとなり、君を切り刻きざむ！

フィン：ん、死んじゃう～。黒マレーネへのロイスをタイタスにして、即そく座ざに昇華。復活しておくよ！

大悟：さて……ようやっと俺か。マイナーで《破は壊かいの爪つめ》を出し、《電光石火》《吠ほえ猛たける爪》で攻撃だ。14個ダイスを振って……うわ、低い!?　達成値33。

ＧＭ：では、ここでジャガーの呪のろいだ。

大悟：呪い？

ＧＭ：《リモートブラッド》を使う。さっきのティラムバラムの攻撃が当たった対象にのみ使用でき、その判定の達成値をマイナス５する。




　大悟の腕うでに、激げき痛つうが走った。

　見れば、先さき程ほどの傷きず口ぐちから翡翠色のツタが伸のび、彼の腕を締しめ上げているではないか！




大悟：ちっ、これで28になったか！

ＧＭ：さらに、漆しつ黒こくの歌うた姫ひめが《束そく縛ばくの領りよう域いき》＋《リフレックス：オルクス》で、代わりにリアクションをする！

フィン：まずい、達成値下げられたとこに、代理リアクションのコンボか！

クリス：いやらしいですね～！

ＧＭ：そのための黒マレーネだ！　彼女はぎらついた目で大悟を、そしてマレーネを睨にらむ。「させるか！　〝オリジナル〟の好きなようになど、させるものか！」




　黒マレーネの憎ぞう悪おは、大悟を見ているのではない。

　その向こうにいる、望んでも得られぬ輝かがやき……マレーネ・ディートリッヒを見ているのだ。




ＧＭ：吐はき出すように魔ま性しようの歌を振ふり絞しぼり……うっ、達成値19か。止められなかった！

大悟：そんな恨うらみ節ぶしじゃあ、俺は止められねぇよ！　歌を振ふり払はらって、そのままマスカラスの腹はらに拳こぶしをぶち込こむぜ。ダメージは、装甲無視で37点！

ＧＭ：（ダイスを振る）ナチ・マスカラスは33点止めるよ。分ぶ厚あつい腹ふつ筋きんで受け止める！

大悟：やるな！　あんたほどタフな男には初めて会うぜ！

ＧＭ：「オレも、貴き様さまのように打だ撃げきが強いレスラーに会ったのは初めてだ！」……と、ここで一ラウンド目は終しゆう了りようだな。




▼第２ラウンド

ＧＭ：では次のラウンド。セットアップから。




[image: ]




クリス：《戦せん術じゆつ》を宣言。ラウンド中、全員のメジャーアクションのダイスが４個増ふえるわ。

大悟：おお、すごいっ。

クリス：ＧＭ、ここでやりたい演えん出しゆつがあります。

ＧＭ：はい、どうぞ。

クリス：みなさん！　私たちは自由と民主主義のために戦います！　そう宣言しつつ服を脱ぬぎ捨すてると、美しいリングコスチュームに身を包つつんだ私が！

一同：クリス～～～～～!!（爆笑）

フィン：ああ、姉ちゃんが狂くるった!?（笑）

大悟：（愕がく然ぜんとした顔で）クリス……。

ギヨーム：シリーズで、どんなおかしな敵てきが出てきても正気を保たもち続けたクリスが……。

クリス：い、いいんです！　これで、希望を失い、敵に流れていた観客の気持ちを切り替かえ、私たちを応おう援えんさせることでダイスが４個増ふえるという演出！

ＧＭ：そ、そうか。うん、じゃあ、それで（笑）。

フィン：なんか、すごく貴き重ちような場面を目もく撃げきしたのかもしれない……。

大悟：俺はセットアップで《フルパワーアタック》を宣言。これで侵しん蝕しよく率りつが[image: 100]を突とつ破ぱだ。

ＧＭ：セットアップは終了だね？　じゃあ黒マレーネから行動だ。先ほどと同じ支援の歌を歌う。【ＨＰ】は17点回復した。

クリス：やはり、あの支援能力は脅きよう威いね。

フィン：先に黒マレーネ落としておきたいよねぇ？

ギヨーム：そうだな。

大悟：うーむ……。

フィン：どうしたの？

大悟：あ、いや、ちょっとな。考えていることがあったが、まぁとりあえず続けてくれ。

フィン：？　う、うん。

ＧＭ：次はティラムバラムの行動。先程と同じく翡翠からジャガー戦士を出現させて、全員を攻撃……命中は50！

大悟：おう、回避失敗だ！

クリス＆フィン：同じく。

ギヨーム：ここはクリスを庇かばっておこう。《氷ひよう盾じゆん》《砂の結界》《砂の祝福》だ。

クリス：すいません、お願いします。

ギヨーム：46点止めるから……３点くらって二倍で６点だけ。はっはっは、まだ生きてるね。

ＧＭ：うぉっ!?　か、硬ぇ！




　クリス目がけて押おし寄よせるジャガー戦士の群むれを、ギヨームの魔ま術じゆつ障しよう壁へきが押しとどめる！




フィン：それはそれとして、僕は倒れてる。上司のヒュー・シンクレアをタイタスにして昇華。とりあえず増ぞう援えんぐらい送ってよっという、負の力によって立ち上がる（笑）。

大悟：俺も倒れるが……ここはマレーネ・ディートリッヒをタイタスにして昇華して立ち上がろう。

クリス：マレーネをタイタスに？　いいんですか？

大悟：彼女はここに来て、自分の意い志しで歌い始めた。もう、彼女に俺は必要ないさ。

クリス：なるほど！

ＧＭ：ティラムバラムが終わって……クリスの番だよ。

クリス：ちょっとためらうけど、黒マレーネのエンゲージを攻撃、リングコスチュームに着き替がえたけれど、実じつ際さいはピースメーカーで光の弾だん丸がんを発はつ射しや！（一同爆笑）

フィン：なんて異い様ような光景だろう。

クリス：私がいきなり女子プロレス始めるわけにもいかないでしょっ！（笑）　ともあれ、命中の達成値は48！

ＧＭ：それは回かい避ひできないので、マスカラスがカバーリング！

クリス：ダメージは（ダイスを振る）33点、装そう甲こう値ち無視。

ＧＭ：フッ。黒マレーネからの《波は紋もんの方ほう陣じん》を受け、ノーダメージだ。

クリス：くっ……！

ＧＭ：だが、ティラムバラムは33点くらった。だが、まだまだ！

フィン：じゃあ僕の番だね。今回限かぎりのビックリ兵器。アンチマテリアルライフル～～！

ＧＭ：なに!?　トランクの中から、そんなもんがにょきっと。

フィン：《ポルターガイスト》でライフルの攻撃力をプラスして攻撃。でっかい浮遊砲台がどどーんとトランクから出現。命中は54！

ＧＭ：その達成値は避さけられない。

フィン：ダメージは46点！




　号砲一発。

　アル〝スカーフェイス〟カポネは、粉こな微み塵じんに消し飛んだ。




フィン：（手を叩いて喜ぶ）ヒューッ、すごい破は壊かい力りよくだぁ♪

クリス：フィン、力に魅み入いられないでーッ！

フィン：リングコスチューム着て力説されても……（笑）。

ＧＭ：さーて、今度はマスカラスの番だ。《ライトスピード》を使用し、二回攻撃するぜ。まず一発目は、ギヨームと大悟のエンゲージに叩たたき込こむ！

クリス：《ミスディレクション》で単体に！　マスカラス、観かん衆しゆうは一対一を望んでいるわ！

ＧＭ：「そ、そうか！　なら仕方ない！」大悟を狙ねらうことに変へん更こう！（笑）

フィン：うん、すごく説得力がある理由だ。




　ナチ・マスカラスは神速で迫せまり、大悟の体を捉とらえた！

　……かに見えたが、すんでのところでギヨームの魔術障壁がそれを邪じや魔まする。




ギヨーム：カバーリングからのガードで、マスカラスのダメージは全部弾はじく。すまんな、一対一に水を差して。

ＧＭ：「なーに、本当の攻撃はこっちさ！」と言って二の太た刀ちを返す。命中は37。

大悟：どうせ倒れるならやってみるか。《電光石火》でダイスを増やしてリアクションだ！




　疾しつ風ぷう迅じん雷らい、ナチ・マスカラス。

　対する大悟の動きもまた……紫し電でん！




大悟：んっ？　お、おお？　クリティカルしてるぞ……よし、回避達成値42！

一同：おおお～！

フィン：よく避よけたね兄ちゃん！

大悟：ダイスの目が走りまくった……。

ＧＭ：は・ず・し・た・か～！　マスカラスは必中を確信した一撃を避けられ、呆然としている。「馬ば鹿かな、オレの必殺ホールドが……？」なお、《電光石火》のバックファイアでわりとフラフラ。

大悟：分身してダメージを共有したうえに、ダメージを恐れず果か敢かんに仕掛けていたからな。

クリス：真っ当なレスラーなら人気も出たでしょうに（笑）。

ギヨーム：そして私だな。魔術でティラムバラムを狙うとするか。《焦しよう熱ねつの弾丸》《憎ぞう悪おの炎ほのお》で……命中達成値26だ。

ＧＭ：こっちはマスカラスがガード。

ギヨーム：ダメージ17点だと……ダメか？

ＧＭ：はっはっは、余よ裕ゆうで（ダイスを振る）うっ、13点しか弾はじかない？

ギヨーム：ダメージは通ったな？　《憎悪の炎》だから、私への憎悪を差し上げよう。

ＧＭ：うおお、よりによってガード硬いあんたを殴なぐらにゃならんのかぁ！

クリス：見事なヘイトコントロールね、ギヨーム。

ギヨーム：ダメージ源げんになれない以上、これくらいはな。とはいえ、次の奴やつの手番が回る前に決着は付きそうだが……と、大悟を見る。

大悟：おう、任まかせとけ！

ＧＭ：「へっ、どうしたんだい天花寺大悟。あんたの本気をまだ見てないぜ」

大悟：ああ、見せてやるよ。歯ぁくいしばって、耐えてみな。

ＧＭ：（両りよう腕うでを上げて）「こいっ！」

大悟：《獣けものの王》を使うぜ。




　瞬しゆん間かん、大悟の全身に殺気が漲みなぎった。

　その圧あつ倒とう的てきな気配に、ナチ・マスカラスは後あと退ずさりをする。

　どんな攻撃を受けるときも決めていた〝覚かく悟ごの気持ち〟が、急速に萎なえていく。




大悟：命中達成値は52！

ＧＭ：こっちはがっちりと覚かく悟ごを決めて、全身の筋きん肉にくを怒どち張ようさせるが……。

大悟：悪いな、こいつはガードも装甲も効かねぇ。

ＧＭ：うぐぐっ！

大悟：無む造ぞう作さに歩み寄って、ガードの両腕を弾はじき飛ばし、そのまま胸に拳こぶしを叩き込む！　59点ダメージだ！　連打連打連打！




　拳の雨が、屈くつ強きようなナチ・マスカラスの肉体を変形させてゆく。

　打ち、拉ひしぎ、折り、叩き……。




ＧＭ：「か、覚悟を決めたレスラーの防ぼう御ぎよを、上回る……？　違う、覚悟すら、できん……天花寺大悟、なんという……！」




　だが、打たれるナチ・マスカラスの顔には喜びがあった。

　―――そうだ、俺は今までこんな試合がしたかったんだ。

　生まれて初めて、全力を尽くすことができた。

　ならば、何を悔やむことがあろう？

「……楽しかったなぁ」

　ナチ・マスカラスは、満足そうな笑みを浮かべた。

「ああ、そうだな」と、賞賛を込め頷く大悟。

　そして、ジャガーのプロレスラーは、ゆっくりとリングに沈んだ。




ＧＭ：「ああ～っと！　ナチ・マスカラス轟ごう沈ちん～！　恐るべきナックルアロー！　天花寺大悟、マヤリブレを打ち破やぶった～！」

大悟：ふぅ、タフな奴だったぜ、ナチ・マスカラスよ。

ＧＭ：大悟の一撃をまともにくらってマットに沈むナチ・マスカラス。同時に、ティラムバラムを守っていた分身も消える。

フィン：よしっ！

ＧＭ：さすがにティラムバラムもうろたえる。「馬ば鹿かな、最強のジャガー戦士たるナチ・マスカラスが……打撃において遅おくれをとるだと!?」

大悟：次はテメェだ、ティラムバラム！（ビシッと指を突つきつける）




▼第３ラウンド

ＧＭ：それでは、３ラウンド目のセットアップ！




[image: ]




クリス：例によって《戦術》で支し援えんするわ。そして、黒マレーネに宣告。守り神は倒れたわ。もうおしまいよ。

ＧＭ：黒マレーネは激げき怒どし、叫ぶ。「何な故ぜ、あたしが歌ってるのに、みんなを鼓こ舞ぶしてるのに倒れていく!?　何故あたしを称たたえずに倒れていくの!?」

クリス：それはあなたの歌に、本当の力がないからよ。あなたは、与あたえることばかりで受け取ることをしなかった。

ＧＭ：「黙だまれッ！　あたしは、何も積み重ねていない、何も経けい験けんしていない。でも、そんなものは必要ない！　あたしは、与え続ける歌姫アイドルであればいい！」

クリス：沈黙し、痛ましい視し線せんを向けておくわ。

ＧＭ：「そんな目であたしを見るなぁぁぁっ！」

クリス：…………。

大悟：……なぁ、クリス。

クリス：？

大悟：助けるぜ、あいつを。




　クリスは己おのれの耳を疑うたがった。

　だが、確かに大悟は言った。

　目の前で憎悪を剝むき出しにする人間を、「救う」と。




フィン：あ、さっき考えてたことって……そのこと？

大悟：ああ。ただの冷れい酷こくな、自分の野望に溺おぼれた女かとも思ったが……違うな。ありゃあ、自分を見つけられなくて苦しむ子こ供どもだぜ。




　大悟の瞳ひとみには、悲しみが宿っている。

　その瞳が見ているのは、黒マレーネの姿すがた形かたちではなかった。

　彼が見ているのは……本ほん質しつ。魂たましいの色。




大悟：ＧＭ、黒マレーネの魂の色を確認していいか？

ＧＭ：（大きく頷うなずく）ああ。彼女は、まだ何色でもない。可か能のう性せいに満ち、混ざり合った極ごく彩さい色しきだ。漂ただよう闇やみ色いろの瘴しよう気きはティラムバラムの影えい響きようによるもので、彼女自身に……穢けがれはない。

クリス：おおっ。で、では、ジャームでは……ない？

ＧＭ：実はそうなんだよ。

フィン：そうだったんだ！（驚愕）

大悟：なるほどな。じゃあ、話は早い。あの仮面さえ先にブチ壊こわしゃいいってことだ。

ギヨーム：本気かね？　支援役を落とす方が話は早いぞ。

大悟：ちょいと骨は折れるかもしれねぇが、子供は見み捨すてられんよな！　ニヤッと笑う。

ギヨーム：やれやれ。困こまった奴だが……その意見には賛さん成せいだ！

大悟：つーわけだマレーネ。あの子を助ける。許ゆるしてくれるか？

ＧＭ：マレーネは「許すも許さないもないわ。今なら、あの子の苦しみがよぅくわかる。あの歌を聞き続けるうちにわかってきたわ！」と、ウィンクひとつで応こたえる。

大悟：よーし、ならさっさと決着を付けるとするかね。

一同：おうっ！

ＧＭ：黒マレーネは、「お、お前たちは何を言っている？」と、明らかに動どう揺ようしている。だが、即そく座ざにティラムバラムが何事かを呟つぶやくと、再び彼女の眼は闇に沈む。

大悟：やっぱりテメェがすべて操あやつってるってわけかい。

ＧＭ：「こやつは、我わが大たい望もうを達成するための貴き重ちような道具。貴き様さまらなどに渡わたさん！」

大悟：ここで《フルパワーアタック》を宣言……といきたいが、このラウンドじゃ、十五メートル先にいるティラムバラムには届かないか。

フィン：大丈夫だよ、大悟兄ちゃん！

大悟：ん？　いい作戦でもあるのか、フィン。

フィン：このトランクに入ってる超ちよう磁じ力りよく操そう作さ機きを使うんだ。具体的には、《マグネットムーブ》のエフェクトで、敵をこっちに移動させられるんだ。

一同：おおお～（拍はく手しゆ）。

ＧＭ：なんとっ!?　そんなエフェクトを取ってたのか！

フィン：へへへ～。攻撃だけじゃないんだよ、発明品は！

大悟：ありがたい！　助かるぜ！




　そして再び行動順が開始される。

　黒マレーネは、魔ま性しようの歌でティラムバラムを回復しつつ、能力の底上げを図はかる。

　続くティラムバラムの攻撃は……。




ＧＭ：出いでよ、ジャガーの戦士たち！　達成値は32！

大悟：低いが……回避は届かん。

クリス：こっちも駄だ目め。

ギヨーム：私も命中なので、大悟をカバーリングしてガード宣言。

フィン：あれ、回避してる!?

ＧＭ：よく避よけたな！

フィン：運が良かった……！

ＧＭ：（ダイスを振る）では、ダメージは57点だ！

ギヨーム：たまらず吹き飛ぶが、タイタスにて復活。

クリス：……侵しん蝕しよく率りつ的てきに後がないので、ここはこのまま倒れておきたいのだけれど。

大悟：ああ。あとは任せておけ。

クリス：お願いします……！

フィン：このラウンドで決めればいいさ！　まずは《マグネットムーブ》を宣言。びびびびび～っと、ティラムバラムを引き寄せる。




　フィンのトランクから伸のびた超ちよう磁じ力りよく線せんが、ティラムバラムを包んだ。

　そして、一気に引き寄せる！

　そこはもう、大悟の拳が届く間合いだ。




大悟：ありがてぇ！

フィン：そして《雷らい鳴めいの申し子》《アームズリンク》でティラムバラムを攻撃だ。（ダイスを振る）命中は54！

ＧＭ：リアクション《契ちぎりの盾たて》！　１シナリオ中３回、クリティカル値９で回避ができる……が、そんなことをしても回避には全然届かなかった！

フィン：じゃあ、59点の装甲無視のダメージ！

ＧＭ：（ダイスを振る）なんの、《波紋の方陣》で21点削けずってる。

フィン：《雷鳴の申し子》を使っちゃったんで、代償として僕のＨＰは０になって倒れる。あとは頼むよ～。

ギヨーム：私は待機を宣言。予言書が勝手に開くが、それをぱたんと閉とじる。




　もはや、予言書の啓けい示じは不要。

　ギヨームの眼めには、戦いの結末がはっきりと見えていた。

　それは大悟が勝ち取る、輝かがやかしい未来だ。




大悟：……さぁて、行くぜ！　《マシラのごとく》を組み合わせて攻撃だ。




　気を練り、右の拳こぶしへと集中。

　腰こしを落とし、全身の筋肉をただ一点へと向けて引き絞しぼった。




大悟：現げん在ざいの攻こう撃げき力りよくは＋66。こいつで決めるぜ。

ＧＭ：66ッ！

クリス：朦もう朧ろうとする意い識しきの中、そのエネルギーを感知します。凄すさまじい力ね……わかるわ、大悟の拳に膨ぼう大だいなヴリルパワーが集まっている。

ＧＭ：「人間が！　人間ごときが！　この翡翠のボディを得て不ふ滅めつとなったこの我われを倒たおすというのか！　認めぬ！　認めぬ！」

大悟：自分じゃ何もできねぇくせに、子供を武器にするなんざ……救えねぇ！




　俠おとこの怒いかりが、拳に宿る！

　ティラムバラムの心に、久ひさしく忘れていた戦せん慄りつが走る！




大悟：攻撃の達成値は……56。

ＧＭ：避けられんッ！

大悟：消え失うせろッ！　ダメージは95点、装甲無視！
















　炸さく裂れつ！

　なんという破壊力！

　なんという大和魂やまとだましい！

　恐るべき太たい古この怨おん念ねんが、ただの一撃で砕くだけ散ってゆくではないか！

　この日、アメリカは史上初めて快男児の必ひつ殺さつ拳けんを目もく撃げきし……そして、震しん撼かんした。




ＧＭ：ティラムバラムはボロボロと崩くずれてゆく。「なぜだ！　文明破は壊かい者しやたる我が！　我が、破壊されるというのか！」

大悟：あばよ。テメェは俺が出会った中で一番卑ひ劣れつで……くだらん敵だった！




　滅ほろびへの恐怖とともに、翡翠の仮面は砕け散った。

　古代マヤの人々を苦しめ、そして現げん代だいの人々をも苦しめた怨おん霊りようは、ここに滅びたのだ！




一同：よっしゃぁぁぁっ！

大悟：終わった、か。

ＧＭ：仮面が砕けると同時に、黒マレーネはふっと意識を失い、倒れてしまう。

大悟：おっと。咄とつ嗟さに支ささえてやろう。

ＧＭ：黒マレーネは、羽のように軽い。顔色は蒼そう白はくだが、命に別べつ状じようはなさそうだ。

大悟：ふぅ。なんとかなったみたいだな。

クリス：よろよろと身を起こし、その様子を確かく認にんします。ありがとう、大悟。

ＧＭ：そこへ、マレーネ・ディートリッヒが歩み寄ってきて、同じく礼を言う。「ありがとう。その子、助かったのね」

大悟：ああ。

ＧＭ：「もし、その子が死んでいたら……そうね、最初はほっとして……けれど、とても悲しくなっていたと思うわ」

大悟：この子は悪あく党とうに騙だまされて、悪い夢ゆめを見ていた。そういうことさ。

ＧＭ：「ふふふ。ダイゴ、あなたってば本当に、最高の白馬の騎き士しね！」




　マレーネ・ディートリッヒは大悟に飛びつき、熱ねつ烈れつな抱ほう擁よう、そして口づけ。

　かくて戦いはヒーローが勝利し、プリンセスが祝しゆく福ふくのキスで出で迎むかえたのだ。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが、大悟たちを包つつみ込こんだ。

　観客は総そう立だちとなり……そして、カーテンコール。






《戦いの予感》　エンジェルハィロゥのエフェクト。最初の戦闘ラウンドのみ、【行動値】を上昇させる。

《高速分身》　エネミー専用のエフェクト。自分とまったく同じデータのキャラクターを登場させる。ＨＰは共有となる。

《フルパワーアタック》　キュマイラのエフェクト。行動順番が一番最後になる代わりに、攻撃のダメージにボーナスを得る。

《ワールウインド》　エネミー専用のエフェクト。シーン中の任意の場所に即座に移動する。

ゲーテ　ゲーテ（一七四九～一八三二）は、ドイツが誇る大作家、哲学者。クリスは彼の詩を愛好しており、戦闘中に暗唱するのが恒例であった。

《ピンポイントレーザー》《レーザーファン》　いずれもエンジェルハィロゥのエフェクト。前者は相手の装甲を無視するレーザー光線を撃ち、後者は攻撃対象を範囲に拡大する。

《フラッシュゲイズ》　エンジェルハィロゥのエフェクト。眩い光で行動を阻害し、ダイスにペナルティを与える。

《イベイジョン》　エネミー専用のエフェクト。回避判定を行わず、達成値を固定する。

《癒しの歌》《声援》　ハヌマーンのエフェクト。前者は対象のＨＰを回復させ、後者は対象が行う判定にダイスボーナスを与える。

《導きの華》　オルクスのエフェクト。領域を調整することで対象の行動を援護し、判定の達成値を上昇させる。

《オリジナルツール》　モルフェウスのエフェクト。自分に適した道具を作り出すことにより、判定の達成値に大きなボーナスを得る。

《砂の刃》　モルフェウスのエフェクト。大量の砂の粒で刃を作り、対象を攻撃する。

《ブラッドウェブ》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。血を網のようにして対象を包みこみ攻撃する。

《スプリットアタック》　モルフェウスのエフェクト。武器を分裂させて攻撃する。

《波紋の方陣》　ハヌマーンのエフェクト。音の衝撃でダメージを緩和する。

《電磁反応装甲》　ブラックドッグのエフェクト。電磁バリアを展開し、ダメージを緩和する。

《餓えし影》　ウロボロスのエフェクト。影を伸ばして刃とし、対象を攻撃する。

《ライトスピード》　ハヌマーンのエフェクト。一メジャーアクションで二回攻撃を行う。

《マシラのごとく》　ハヌマーンのエフェクト。凄まじい速度で攻撃することで、ダメージを爆発的に増加させる。














ENDING PHASE









◆Ending 00　バックトラック




　クライマックスフェイズ終了後、ＰＣたちは上じよう昇しようした侵しん蝕しよく率りつを低下させなければならない。

　他者との絆きずな……ロイスに等しい個こ数すうのＤ10を振り、出目を合計して、現げん在ざい値ちから差し引き、その結果が99％以下ならば、そのキャラクターは人の心を保つことに成功する。

　もし[image: 100]％以上のままだった場合、残念ながら、そのキャラクターはジャームに堕おちる。

　この一連の作業を〝バックトラック〟と呼よぶ。




ＧＭ：よーし、それではみんなにバックトラックをやっていただこうかね。

フィン：ここでジャーム化したら、旧きゆうシリーズの三巻かんに繫つながらないよな。

ギヨーム：タイムパラドックスだな（笑）。

ＧＭ：そうなったら困るので、意地でも成功させてくれい。

大悟：俺の侵蝕率は[image: 138]か。自分自身にあんな大おお見み得え切っておいて、ここで堕ちたらカッコつかねぇよな。

クリス：私なんて[image: 164]ですよ。かなりヤバイです。

ＧＭ：さて、ロイス分引き下げる前に、倒した敵のＥロイスで侵蝕率を引き下げることができる。

大悟：おっ、そいつはありがたいな。

ＧＭ：今回、敵はＥロイスを上じよう限げんギリギリの七つ所持していた。なので、まずは各人、７Ｄだけ侵蝕率を引き下げてくれ。

ギヨーム：敵がＥロイスで強化されていると、それだけこちらのバックトラックもやりやすくなるな。

フィン：その分、戦闘で手間を食うから、こっちの侵蝕率も高くなるけどね。




　引き下げた結果、出目の良かった大悟は99％以下になった。

　フィンとギヨームも、まずまずの出目。

　しかし、クリスは……。




クリス：うーむ、ちと出目が振るわなかったわね。引き下げても[image: 147]……。

大悟：７Ｄで17か！　そりゃ大変だ。

クリス：怖こわいので、ロイス分は２倍振りを選せん択たくします。




　少々の経験点を放ほう棄きすることで、残ざん余よロイス数の２倍のダイスを振ることを選せん択たくできる。

　バックトラックに失敗して、キャラそのものを失う羽目になるよりはマシであろう。




クリス：（ダイスを振って）ふぅ、最終的な侵蝕率は97％。ギリギリセーフ！

一同：よかったー（拍手）。

ＧＭ：ギヨームとフィンも無事、バックトラック成功、と。

大悟：俺、ロイス分もやたらと出目が良くて、70％くらいにまで落ちちまった（笑）。

フィン：[image: 100]％超こえちゃうよりはよっぽどいいよ！

大悟：そりゃまそうだな。

ＧＭ：それでは全員めでたくバックトラックに成功したところで、エンディングの演出に移うつるとしよう。







◆Ending 01◆Get Your Wings


Scene Player ――― クリス






ＧＭ：さて、エンディングだ。いつもの『トワイライト』だと、全体でひとつのエンディングを演出して終わるところだが、今回はちょっと追加シーンがある。

ギヨーム：ほほう？

クリス：あ。黒マレーネのことでしょうか？

ＧＭ：ああ。勝利の直後から始めようかね。

クリス：（何かに気づいたように）あ。このままだと、彼女、アメリカの政せい府ふ機関に回かい収しゆうされちゃうんじゃないでしょうか。

ＧＭ：うん、その可か能のう性せいは高い。

フィン：あるいはＭＩ６とかね。

クリス：みんな。その子のことは私に任せてくれないかしら？　その、境きよう遇ぐうからして、他人と思えないのよ。




　同じ少女で、同じくナチスによって翻ほん弄ろうされた超ちよう人じん兵士。

　クリスが共感を抱くのも、無理からぬ事だった。




大悟：じゃあ、クリスに渡そう。背せ負おえるか？

クリス：ええ。……みんな、私はここで先に失礼するわ。

フィン：そっか。うん、気をつけてね。

ギヨーム：すかさず《文書偽ぎ造ぞう》の魔ま術じゆつで、クリスと黒マレーネふたり分の偽にせ身み分ぶん証しよう明めいやらパスポートやらを取り出そう。

クリス：ありがとう、ギヨーム。

ギヨーム：フッ、礼には及ばんよ。

ＧＭ：マレーネ・ディートリッヒは、クリスに近づき、耳打ちします。「いつか、私とあなたと、そして、その子も一いつ緒しよにドイツで会いましょうね」

クリス：はい！　必ず！




　クリスは皆に一礼し、黒マレーネを背負ってピラミッドを駆かけ下りた。

　そして、ＭＳＧ内の薄うす暗ぐらい通路にさしかかったところで、黒マレーネが覚かく醒せいする。

「……あたしは、マレーネ・ディートリッヒになれなかった」

　ひどく虚うつろな呟つぶやきだった。




クリス：そうね、あなたはマレーネ・ディートリッヒじゃない。

ＧＭ：「なぜ殺さない？　この国を、そして世界を破は滅めつさせようとしていた魔ま女じよだぞ」

クリス：大悟が言っていたわ。あなたは、悪あく党とうに操あやつられていた、ただの子供だって。

ＧＭ：「子供だって？　ふざけないで。あたしは……オリジナルになるために作られた超人兵士だ。ただ、それだけが存在理由だったのに……」

クリス：……あなたはあなたよ。あなたは、自分になることができる。他の誰かの似に姿すがたじゃない、あなた自身に。




　クリスは、かつてヴォルスング公国で出会った少女を思い出していた。

　彼女もまた、人の影かげ武む者しやとして生き、自分が何者かわからぬままに死んでいった。




ＧＭ：「生きる理由も、帰る場所も、もう顧かえりみる思い出もない。だから……殺しなさい」

クリス：（きっぱりと）嫌いやよ。生きなさい。

ＧＭ：「くっ……」黒マレーネは、歯を食いしばるようにして嗚お咽えつする。

クリス：思い出はこれから作ればいい。理由なんて、自分で決めればいいわ。

ＧＭ：「こんなあたしに、理由が……見つけられるというの？」

クリス：あなたは、何かのために作られた道具かもしれない。私も似にたようなものだから、気持ちはよくわかるわ。




　ＭＳＧの外へと出た。

　月が、煌こう々こうとふたりを照らし出している。




ＧＭ：「……下ろして。自分で歩く」

クリス：ええ、どうぞ。




　何かを確かめるようにして、黒マレーネは一歩を踏ふみ出した。

　自分の意志で歩く方向を決めたのは、生まれて初めてのことだ。




ＧＭ：「また間ま違ちがうかもしれない。それでも、歩くべきなのかな」

クリス：私だって間違いは多くしてきたわ。けれど、そういう経験を繰くり返してきたからこそ、あの人の……マレーネ・ディートリッヒの歌は、人の心をうつのよ。

ＧＭ：「なるほど……ははっ、敵かなわないわけだ」

クリス：彼女のことですが、縁えんのあるヴォルスング公国で保ほ護ごしてもらえるかどうか、友人のマリアグレイスに相談してみようと思います。

ＧＭ：『トワイライト』一巻二話目の舞台になった国だね。うん、君の頼たのみなら、マリアグレイス大公は喜んで受け入れてくれるだろう。

クリス：じゃあ、黒マレーネにそのことを話しましょう。頼たよりになる友人がいるの。とりあえず、そこへ行ってみましょう。

ＧＭ：「ああ、そうしよう。そこから先は……自分で考えてみるさ」




　―――それから時が経たち、第二次大戦終結後。

　荒こう廃はいしたヨーロッパの街角で、人々の荒すさんだ心を癒いやした歌姫がいたという。

　聴ちよう衆しゆうは彼女を次のように讃たたえた。

「彼女の歌声は、我々が前に進むための勇気をくれる」と……。







◆Ending 02◆LiliMarleneリリー・マルレーン


Scene Player ――― 大悟






　ニューヨーク、ペン駅からは、ネブラスカ州しゆうオハマを出発し、北アメリカ大陸を横おう断だんする大陸横断鉄道への乗り継つぎ列車が出ている。

　その駅に、大おお柄がらな東洋人の男がいた。

　それを見送るのは、帽ぼう子しとサングラスをかけた女性。

　彼女がマレーネ・ディートリッヒだと、誰が気づくだろうか？




ＧＭ：では、別れのシーンを描えがこうか。

大悟：ああ、わかった。……そうだな、俺は、もう少しこの国を観みて回るぜ。とりあえず、名高い大陸横断鉄道を目指してみることにしよう。

ＧＭ：了りよう解かい。巨きよ大だいな駅には列車が到とう着ちやくしており、大おお勢ぜいの人々が行き交かっている。そこには大悟と、ギヨームとフィン、そしてマレーネが見送りに来ている。

大悟：そうか、クリスはいないんだな。

クリス：ええ。私はひと足お先に。

フィン：……またお別れだね。僕は、仲間と一いつ緒しよにイギリスに帰るよ。

ギヨーム：私も、心当たりの人間と合流し、他の国へ渡る予定だ。……三巻冒ぼう頭とうのソ連へ向かったというエピソードに繫つながるわけだ。

一同：おお～。

フィン：なるほど。

大悟：……ギヨーム、フィン。ふたりとも世話になったな。縁えんがあったら、また会おうや。

フィン：僕としては、もっと平へい穏おんな状じよう況きよう下かで会いたいんだけどねぇ。まったく、ＭＩ６は人使いが荒あらい！（笑）

ギヨーム：これから忙いそがしくなるかもな。ナチスの動きは以前にも増まして活発化している。きっとまた、我々は集い、連中と戦うことになるだろう。

フィン：うひゃあ。それって予言書に出てるの？

ギヨーム：いや、私の勘だ。だが、きっと当たるだろうさ。

フィン：ナチスかぁ。……ま、みんなと一緒なら、きっと勝てるよね？

ギヨーム：そこは神のみぞ知る、と言ったところかな。

大悟：大丈夫さ、フィン。奴らが何度も悪さをするってんなら、こちらだって何度も殴り飛ばしてやるだけだ。

フィン：へへっ、頼もしいや。

大悟：さて……マレーネにも挨あい拶さつをしようか。あんたにも世話になったなぁ、大だい女じよ優ゆう。

ＧＭ：「世話になった？　それはこっちの話よ」とまた悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮かべる。「もう少しゆっくりしていけばいいのに……まだまだあなたには恩おんを返し足りないわ」

大悟：俺は一ひとつ所ところに長なが居いするのは性しようにあわんからな。

ＧＭ：「ああ、気ままな風ふう来らい坊ぼうってわけ？」

大悟：そんなとこだ。

ＧＭ：では、しばらくマレーネは大悟を見つめる。ただ無言で。

大悟：真しん摯しに見つめ返し、フッと口元を綻ほころばせる。……どうだ、マレーネ・ディートリッヒは見つかりそうか？




　マレーネは、しばし考かんがえ込こみ、そして答えた。

　顔には、悠ゆう然ぜんたる自信に満ちた笑み。




ＧＭ：「そうね、あたしは……マレーネ・ディートリッヒを、本当のマレーネ・ディートリッヒを目指してみるわ。もう、ただの歌姫アイドルは……そう、偶像アイドルは卒業よ」

フィン：えっ、歌姫やめちゃうの？

ＧＭ：「ええ。あたしは星スターになるの。動かない偶像アイドルではなく、自ら天を駆かけ巡めぐり、人々に希望の光を示す導みちびきの星」

ギヨーム：導きの星、か。

大悟：文字通りの、キラキラかがやくスターって奴だな。

ＧＭ：「ふふ、この年ねん齢れいからじゃ無理かしら？」

大悟：いいや！　あんたならできるさ。なにせあんたは……。




　マレーネの魂たましいの色を、再び確認した。

　以前のような不ふ確たしかさはない。

　燦さん然ぜんと輝かがやく、憧あこがれと安心を与える光そのものだ。




大悟：……あんたは、人の形をした、輝く星そのものだからな。きっとうまくいくさ。俺が保ほし証ようする！（自分の胸をドンと叩たたく）

ＧＭ：マレーネは、うんうんと頷き、微笑む。「ありがとう。あなたの保証なら、どんなメーカーや国家よりも信しん頼らいできるわね」

大悟：忘れないでくれよ。スターになったマレーネ・ディートリッヒのファン一号は、この俺だということを。

フィン：あ、じゃあ僕二番！

ギヨーム：私もご相しよう伴ばんに与あずかろう（笑）。

ＧＭ：「ええ！　リサイタルのチケットは、特別席を贈おくるわ。だから……あなたたちは、いつでも居いど所ころを教えておきなさい！」

大悟：居所かぁ……。

ギヨーム：フッ、フィンはともかく我々は、クリスも含めて風来坊だからな。

ＧＭ：「それでも、よ。ほかならぬ、このマレーネ・ディートリッヒの頼みなんだから、言うこと聞きなさいな」

大悟：（苦く笑しようして）了りよう解かい了解。必要とあらばいつでも駆かけつけるさ、ハリウッドの女王様。

ＧＭ：その答えにマレーネは、満足したかのように、鷹揚に頷く。




　ホームに、発車を告つげるベルが鳴り響ひびく。

　別れの時間だ。




ＧＭ：そこで、出発を告げるベルが鳴るわけだ。マレーネは「ダイゴ。どうかこれを持っていって」と土産みやげを渡す。小さなレコードだ。

大悟：これは？

ＧＭ：「フフ、あの大騒ぎの後でこっそり録音した、まだ誰にも聴かせていない曲よ。ヨーロッパの方で歌われた曲のカバーなんだけどね」

大悟：へえ！

ＧＭ：「とても気に入った曲よ。だから、世界で最初に聴くのはあなた」

大悟：ありがたく受け取っておくよ。

フィン：じゃあここでトランクから機械を出して兄ちゃんに渡そう。はい、僕が作った携帯型蓄音機（笑）。

ＧＭ：お、それはいいな。

フィン：それじゃみんな、またね！　と、僕はブンブンと手を振ってその場を立ち去るよ。

ギヨーム：潮時か。なら私も、その場から搔かき消えるようにして退場しよう。さらばだミセス・ディートリッヒ。そして天花寺大悟よ。

ＧＭ：「それじゃあね、勇敢なおチビさん。そして、神出鬼没の怪盗さん」

ギヨーム＆フィン：（黙って手を振る）

大悟：ああ、またな。さて、俺も列車に乗り込もうか。




「ダイゴ」

　女は、男の名を呼んだ。

　男は足を止め、振り返った。

　視線が絡みあい、そして……。




ＧＭ：マレーネは君にそっと寄り添い、限り無い親愛と感謝の心を込め、ドイツ語で別れの言葉を告げる。「アウフ・ヴィーターゼーエンさようなら、また会いましよう」

大悟：……ああ。達者でなレーベ・ヴオール。

ＧＭ：警笛が鳴り、列車は動き出す。徐じよ々じよに速度が上がり……やがてマレーネの姿は、遥か彼方へと消えてゆく……。




　万ばん感かんの想おもいを込こめて、汽き笛てきは鳴る。

　こうして、快かい男だん児じと、稀き代たいの歌うた姫ひめは別れを迎むかえた。




大悟：……さて、と。列車の個室に入ったら、早速、レコードを蓄音機にかけてみるかな。

ＧＭ：そこから流れてくる曲は、恋こい人びととの再さい会かいを願う兵士の歌だ。兵へい営えいの大門の前の街がい灯とうで、恋人と会いたいと歌う名も無き兵士の歌。その恋人の名は……リリー・マルレーン。

一同：おおっ！

大悟：『リリー・マルレーン』、か……。




　……この事じ件けんより数年後、第二次世界大戦が勃ぼつ発ぱつする。

　マレーネ・ディートリッヒは自らの意志で戦地へと向かい、野戦服を来て前線を巡めぐり、連合軍の兵士を慰い問もんする公こう演えんを行なうことになる。

『リリー・マルレーン』は、連合・枢すう軸じくを問わず兵士たちの間で愛あい唱しようされ、やがて第二次世界大戦を象しよう徴ちようする〝時代の歌〟となった。

　戦後、マレーネのドイツ国民からの評ひよう価かは真っ二つに割われる。

　だが、それでも彼女は臆おくすることなく帰国し、その歌声を故こ国こくにも響ひびかせた。

　イスラエルのコンサートでは、かつてドイツによって迫はく害がいされたユダヤ人観客たちの希望により、ドイツ語の歌を披ひ露ろう。イスラエルの地で、それも観客から求められてドイツ語の歌を歌った歌手は、マレーネ・ディートリッヒが初めてであった。

　彼女は、それからも精せい力りよく的てきに歌い続け……一九九二年パリにて波は乱らんの生しよう涯がいを閉とじた。

　二十世紀とは何か？

　……それはマレーネ・ディートリッヒが歌った時代である。




　そして、快男児・天花寺大悟は新たな旅に出る。

　鉄の車輪も高らかに、列車は真っ直ぐ進み行く。

　ここはアメリカ、希望の大地。

　夢追い人が集い来て、ただひたすらに駆け抜ける。

　遥はるかな鉄路の行き着く先で彼を待ち受けるのは、如い何かなる出会いか冒ぼう険けんか。

　嗚あ呼あ、新大陸の快男児！

　自じ由ゆう闊かつ達たつ、天てん衣い無む縫ほう！

　今日も雄お々おしく道を征いく！





ダブルクロス・リプレイ・トワイライト

「快男児紐育ニユーヨークに行く　～Nice Guy meets America～」

―完―
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第二次世界大戦前夜

〝ウィアードエイジ〟は、第二次世界大戦前夜、一九三〇年代の世界を描えがいたステージである。ＰＣたちは、その時代の人間となり、ナチスドイツの悪あしき野望を挫くじくために活動することとなる。

　なお、〝ウィアードエイジ（Weird Age）〟とは〝奇きみ妙ような時代〟〝この世のものとは思えぬ不可思議な時代〟を意味する英語である。この架か空くうの二十世紀前半は、レネゲイドによって、我われ々われの知るものとはどこかが違ちがう、まさに〝奇妙な時代〟へと変へん貌ぼうを遂とげたのだ。
















バックグラウンド

　一九三〇年代は、混乱の時代である。人類は既すでに最初の世界大戦を経験し、その傷きず跡あとも癒いえぬまま、列強各国は自国を偉い大だいならしめんがために覇はを競きそい合っていた。

　そんな頃ころ、第一次世界大戦の敗北を受け、失意と苦境の中にあったドイツでは、ひとりのエキセントリックな男が権力の階段を上り続けていた。

　男の名はアドルフ・ヒトラー。

　後のドイツ第三帝国総そう統とうであり、人類を二度目の世界大戦へと引きずり込こむことになる人物だ。

　売れない画家だったヒトラーは、第一次世界大戦に志願兵として参戦した。当時は一いつ介かいの兵卒だったが、敗戦を経へて徐じよ々じよに政治運動に傾けい倒とうするようになっていった。

　入党したドイツ労働者党において、彼は自分に演説と扇せん動どうの才があることを自覚した。さして大きくもない党内で徐々に影えいき響よう力りよくを強めた彼は、一九二一年には党首の座に納まった。このとき、党名は国家社会主義ドイツ労働者党へと改められる。ナチ党、またはナチスの誕たん生じようである。

　一九二三年にミュンヘンでクーデターを起こすも失敗、投とう獄ごくされたヒトラーだったが、釈放後も熱心に政治活動を展開した。

　当時、ドイツの経済は、第一次大戦の敗北と世界恐きよう慌こうのダブルパンチによって困こん窮きゆうを極めていた。社会の屋台骨が傾かしいでくると、大衆というものは、己おのれの誇ほこりの拠より所を安っぽいナショナリズムに求めるようになる。

　そこへ颯さつ爽そうと現われたのが、ヒトラー率いるナチ党だ。社会のラディカルな改革を訴うつたえるヒトラーの演説は、大衆の心に響ひびき、浸しん透とうし、やがては、彼をしてドイツの首相の座へと押おし上げることになる。

　一九三三年の首相就任に続く翌年、ヒトラーは国民投票により大統領職をも兼けん任にん。ここに、独どく裁さい者しやアドルフ・ヒトラーが誕生した。

　このとき大衆は、新時代の英雄を熱ねつ狂きよう的てきに受け入れた。自分たちが、ドイツ民族と世界にとって致ち命めい的てきな過あやまちを犯おかしたと気づくのは、まだしばらく先のことである。

　ともあれ、かくてドイツ第三帝国は産うぶ声ごえを上げてしまった。ユダヤ人への偏へん執しゆう的てきな迫はく害がい、周辺国家の併へい合ごう──来きたるべき第二次世界大戦へと向け、ナチスドイツは狂きよう気きと破は滅めつに彩いろどられた道を邁まい進しんしてゆくのだった……。






言葉について　ウィアードエイジにおいて、ＰＣはさまざまな国籍を持つキャラクターとなるだろう。だが、基本的にＰＣ同士、またはＮＰＣとの言葉による意思疎通には問題ないものとする。ただしＧＭが何らかの理由でＮＰＣとのコミュニケーションが取れないとした場合はその限りでは無い。

敵はナチス　もちろんのことだが、ナチスに所属するあらゆるものが敵だということではない。ナチスの中でもレネゲイドの力を悪用し、世界を混乱に陥れようとするものがＰＣの敵なのだ。ナチス、ましてやドイツであれば敵である、などと認識しないようご注意願いたい。






レネゲイドウィルスの認識

　一九三〇年代当時、レネゲイドウィルスは発見されていない。なにしろ、世界で初めてウィルスの結けつ晶しよ化うかに成功し、その基本構造が解明されたのは一九三五年のことなのだ。ウィルスという概念が多くの人間に認にん識しきされるのは、もう少し後になる。

　ＵＧＮのような組織も存在しないこの時代、レネゲイド感かん染せん者しやは、己の異い能のう力りよくを〝ウィルスによるもの〟とはなかなか考えにくい。

　もし武術の修しゆ行ぎよう者しやが感染し、岩をも砕く力を手に入れたならば、彼はそれを〝修行の成果〟として認識することだろう。

　神に仕つかえる者ならば、〝神の奇き跡せき〟と考えるだろうし、オカルト研究者ならば、自分が〝魔ま術じゆつ〟を使えるようになったと喜ぶに違いない。

　原理はひとつでも、その認識は千差万別なのだ。

　もちろん、レネゲイドが呼び起こす現象が一いつ般ぱん人じんの目に異様なものとして映ることに変わりはない。目の前で実演して見せたところで、それを〝気功〟だ〝魔法〟だ〝奇跡〟だなどと信じる者は少ないだろう。せいぜい、気の利きいた手品や、疑ぎ似じ科学の一種と思われるのがオチだ。

　あまり開明的でない地方では、魔女として排はい斥せきされる危き険けん性せいすら孕はらんでいる。

　一九三〇年代は科学が大おお幅はばに進歩した時代だが、（現代がそうであるように）未いまだ迷信という闇やみを駆く逐ちくするまでには至っていないのだ。




ヒトラーとレネゲイド

　ヒトラーは、己の支配体制を盤ばん石じやくなものとし、ドイツ民族に栄光をもたらさんがため、さらなる〝力〟を欲ほつしていた。

　それは、ただの軍事力や経済力ではない。それらの現げん世せ的てきな力など意にも介かいさぬほどの圧あつ倒とう的な〝力〟だ。

　いつしか彼はオカルトの世界に新たな力の源泉を求めるようになり、神秘主義に傾けい倒とうしていった。

　支配者ともあろう者が、くだらぬ神秘主義にうつつをぬかすのは危険な兆ちよう候こうである。なぜならそれは、目の前の現実から目を逸そらしていることにほかならないのだから。

　だが、ヒトラーは見み出いだしてしまった。

　――レネゲイドウィルス。地上のすべてを超ちよう越えつし、人類に新たな未来をもたらす力。

　もちろん、この時代、レネゲイドウィルスという存在を正しく認識できる人物などいようはずもない。

　彼にとってそれは、ヴァルハラより下った不死英雄であり、伝説の人じん狼ろうであり、偉大なる力を秘めたロンギヌスの槍やりであった。

「これぞ神の啓けい示じ！　神秘主義の勝利だ！　この素す晴ばらしい力は、大ドイツのために使われるべきである！」

　ほどなくして、秘密の総統特令が軍内部に下された。かくてナチスは、レネゲイドの力を求め、世界各地の探たん索さく活動に乗り出したのである。




世界各地に眠る秘宝

　ＥＸレネゲイドというものがある。人間以外の器物や動植物に感染したレネゲイドウィルスのことだ。

　例たとえば刀とう剣けんや銃じゆう器きがＥＸレネゲイドに感染したならば、通常では考えられない破壊力を持つだろう。場合によっては自意識を持つことすらありうる。動植物に感染した場合も然しかりだ。

　ナチスは、そういったＥＸレネゲイドを、超ちよう古代に栄えた高度な文明や、神々が作り出したマジックアイテムのようなものと考えている。彼らはＥＸレネゲイドの感染体を〝秘ひ宝ほう〟または〝遺産〟〝宝具〟などと呼び、その回収を至上の命題と考えている。

　秘宝が、本当に超古代文明より受け継つがれてきた物なのか、それとも近年になってレネゲイドに感染しただけなのか……真実は闇やみの中である。

　聖せい杯はい、聖せい槍そうロンギヌス、王剣エクスカリバー、名剣グラム、雷らい鎚ついミョルニール、魔槍ゲイボルグ、賢けん者じやの石、ネクロノミコン、不死の仙せん丹たん、吸きゆう血けつ鬼き伝説、ヴォイニッチ写本、グノーシス主義、超金属オリハルコン、地球内の大だい空くう洞どう、失われたムー大陸、オルゴンエネルギー……古今東西を問わず、ありとあらゆる神話伝説創作デッチ上げの疑似科学に至るまで、そこに〝秘宝〟の可能性がある限り、ナチスは熱心に研究を進めた。

　中でも、ヒトラーが希求するのは、〝いかなるものをも統すべる絶対の力を持つ秘宝〟だと言われている。ワーグナーが描いた一大楽劇に登場する〝ニーベルングの指ゆび環わ〟のごとき至宝を、ヒトラーは現実に存在する物と考えているのだ。






秘宝とレネゲイド　本ステージ、ウィアードエイジでは伝説に謳われる数々の秘儀はすべてレネゲイドの能力によるものとして扱っている。神の奇跡も、魔術の秘奥義も、レネゲイドの力なのだ。……むろん、その伝説自体がただのデマということも考えられるが。






アーネンエルベとナチス超人兵団


　古代の遺産、神の奇跡、魔術、超科学……さまざまな形で現われた〝レネゲイドの産物〟は、専属の研究機関アーネンエルベ（祖国遺産協会）によって解かい析せきされた。

　アーネンエルベは、元々は民間のオカルト研究団体だったが、徐々にナチスとの連れん携けいを強め、やがて公式の機関として発足することになる。

　アーネンエルベは、優すぐれた頭脳を持つ者だけが所属を許される組織である（人間性は問われない）。存在自体は秘密というわけでもなかったので、アーネンエルベの研究員は、知的エリートとして社会的な尊敬を受ける身分であった。

　その部署は五十以上に細分化され、考古学・人類学を中心として、ありとあらゆる学問、ひいては芸術の領域までをも研究対象としていた。もちろん、最も重要視されたのは、〝秘宝〟関連の研究であったことはいうまでもない。ヒムラー率いるＳＳ（親衛隊）直下に位置づけられており、両組織間の人的交流も盛さかんである。

　アーネンエルベの研究成果は、逐ちく次じ、ヒトラー総統に報告される。それが〝有用〟であると結論付けられたものは、速やかに軍事への転用を命じられる。かくして誕生したのが、ナチス超ちよう人じん兵へい団だんである。

　単身で、完全武ぶ装そうの一個大隊を殲せん滅めつせしめる機械化兵士。

　呪じゆ文もんひとつで大気を致命的な毒どくガスへと変質させる魔ま術じゆつ師し。

　いかなる過か酷こくな環境下からも生せい還かんする、不死身の獣じゆう人じん。

　錆さびず、砕くだけず、地上の如い何かなるものよりも硬かたい超古代金属オリハルコン。

　レネゲイドウィルスがもたらす驚きよう異いの能力は、当時の軍事的常識を根底から覆くつがえすものであった。その稀きし少ようさ故に、超人兵士の絶対数は少ない。だが、そのいずれもが一きつ騎き当とう千せん、万ばん夫ぷ不ふ当とうの恐るべき戦せん闘とう力りよくを秘めているのだ。




変わりゆく世界の姿

　ウィアードエイジは、主に一九三八年の世界を舞ぶ台たいとするステージである。

　Ｐ[image: 247]に掲けい載さいした地図は、一九三八年当時の欧州大陸を描いたものであり、現在とは大おお幅はばに異なっていることに注意されたい。

　当時、ナチスドイツはその領土的野心を剝むき出しにし、周辺各国の併へい合ごうへと乗り出している。そして翌年の一九三九年には、東の隣りん国ごくポーランドへと侵しん攻こうを開始し、第二次世界大戦が勃ぼつ発ぱつすることになるのだ。

　もしかしたら、これらの征せい服ふく劇げきには、領土的野心のほかに、レネゲイドウィルス絡がらみの思おも惑わくが存在するのかもしれない。






征服劇　これらの真相は、ＧＭであるあなたが決めることだ。なお、このステージを使用する場合、ＧＭは地図の任意の場所に、都合のよい改変を行なえるものとする。







ナチスに抗うものたち

　恐るべき脅きよう威い、ナチスドイツ。だが彼らに抗あらがう者たちもいる。以下にそういった勢力のおもだったものたちを紹介しよう。




各国の対応


　ナチスが〝超人兵団〟を秘ひ匿とくしていることを、各国政府はおぼろげながら認識している。

　だが、それが世界平和にとってどれほどの脅威であるかということについては、まだ理解が進んでいない。すべてはブラフであり、ヒトラーの妄もう想そうに過ぎないと断じている者も珍めずらしくはないのだ。

　無論、国全体ではなく一部の情報機関（大英帝国のＭＩ６などが代表的だ）は、ナチスの力が本物であることを見み抜ぬいている。そして、ナチスの秘密を探さぐるために必死に活動を続けている。

　しかし、ドイツの闇は深い。彼らがいくらエージェントを送っても、レネゲイドの力無くしてナチスの懐ふところには潜もぐれないのだ。

　だから、現在各国の情報部員はナチスと同じような力を持つもののみが対ナチスの活動に当たっている。

　日本からは、そういう特命を受けたものが、〝大陸浪ろう人にん〟として欧州にやってきていた時代でもある。




反逆の超人兵士


　また、ナチスとて一枚岩ではない。

　いくばくかの超人兵士たちがナチスの思想や行動の危険性に気づき、ドイツを離はなれているのだ。

　彼らは多くの場合、諸外国に渡わたり反ナチス運動に手を貸している。自分たちと同じような立場の人間を増ふやさないために、彼らは戦いを続けているのだ。

　無論、ナチスも反逆した超人兵士を捕つかまえるべく血ち眼まなこで捜査を続けている。ナチスにとって超人兵士の存在そのものが機密事項。それが外に出たばかりか、ドイツに牙きばを剝むいているのだ。許せる話ではないだろう。




犯罪結社


　この時代は現代よりも闇が濃こかった時代。都市の陰かげには犯はん罪ざい者しやたちで構成された裏社会が形成され、そのトップに立つものは犯罪王と呼ばれた。

　彼ら犯罪結社の中には、闇ごと国を押おしつぶそうとするナチスに反感を抱いだいているものも少なくない。




魔術結社とナチス


　ナチスに対たい抗こうする勢力として忘れてはならないのが魔ま術じゆつ結けつ社しやだ。

　ナチスはあらゆるオカルト的な資産を強ごう引いんに奪うばい、研究を続けている。それは、真に魔術を研究し、真理に至ろうとするものたちにとっては冒ぼう瀆とくとして映る行こう為いだ。

　この時代はかの黄金の夜明け団をはじめとして、多くの魔術結社が活動していた時代である。彼らの多くはナチスとオカルト的な闘争をしていたと言われる。




闇のものども


　吸血鬼、人狼、半魚人……。世界にはさまざまな〝ヒトとは異なるもの〟の伝説が残されている。彼らは実在するのだ。その身にレネゲイドを宿し、人間社会の闇の中に隠かくれ、自分たちの血を連綿と受け継がせてきた。

　彼らを総そう称しようしてダークワンと呼ぶ。

　ダークワンは個体にもよるが、基本的に人間社会にあまり深入りしない。

　だが、ナチスが研究の名の下もとに彼らの領域に土足で踏ふみ込こむような真ま似ねをしたため、ナチスに制裁を下すべしと怒いかりを燃やしているものもいるという。

　彼らもまた、ナチスドイツに対抗する勢力のひとつなのだ。




　これら数多くの勢力を以もつてしても、ナチスの勢いは止められない。

　世界の表側で、裏側で、ナチスとそれに抗うものたちの戦いは続く。そして、その戦いの結果こそがこの世界の趨すう勢せいを決めるのだ。
















[image: ]

　ここではウィアードエイジでセッションを行なう際のルールについて解説する。




ウィアードエイジ：ステージセッティング

　以下にウィアードエイジのステージセッティングを記述する。ステージセッティングについては『ディスカラードレルム』Ｐ７を参照すること。




・時代は一九三〇年代、第二次世界大戦直前。場所は全世界どこでも。

・ＰＣは皆、ナチスドイツに立ち向かうものとなる。

・レネゲイドウィルスについてはまったく認識されておらず、オーヴァードの起こす超ちよう常じよう現象は魔法や超科学、武術といった概念で説明される。

・一部オーヴァードは吸血鬼や狼おおかみ男おとこといった〝ダークワン〟として認識されている。




キャラクター作成

　ウィアードエイジにおけるキャラクター作成は、以下の通りとなる。




サンプルキャラクター


　五体のサンプルキャラクターが掲載されている。クイックスタートによるキャラクター作成の際に活用して欲しい。




















































ワークス


　ウィアードエイジでは専用のワークス表を使用する。他のステージのワークスは使用できない。また、特とく徴ちよう的てきなワークスを以下に説明する。




大陸浪人


　日本から中国や欧州に渡り、事業を興おこしたり、探たん検けんをしたりしていた者たちの総称。政府から援えん助じよを受けた諜ちよう報ほう員いんであったものもいたという。

超人兵士


　ナチスドイツによってオーヴァードに改造された兵士たち。ＰＣで扱あつかう場合、何らかの理由でナチスを抜けたものとなる。

情報部員


　どこかの国に所属している情報部員。いわゆるスパイのこと。この時代はこのようなスパイが暗あん躍やくし、お互たがいの国を探さぐり合っていた。

犯罪王（クライムロード）


　名が知れた大犯罪者のこと。暗黒街の大立て者や、凄すご腕うでの泥どろ棒ぼうなどを表わす。

魔術師


　魔術の秘ひ儀ぎを研究し、研けん鑽さんを積んだ魔術師。多くの場合、魔術結社に所属している。

ダークワン


　人狼、吸血鬼といった〝化ばけ物もの〟の血を継ついだものたち。または、化け物自身を表わす。

























情報技能


　ウィアードエイジでは、独自の技ぎ能のうとして以下の技能が設定されている。

　また、基本ルールで設定してある情じよう報ほう技能の内、〈情報：ウェブ〉、〈情報：ＵＧＮ〉、〈情報：ＦＨ〉は使用できないものとする。




〈情報：神秘〉


　本を読んだ、神秘的な体験があるなど、オカルトについて詳くわしいことを表わす技能。

〈情報：社交界〉


　礼れい儀ぎ作法を学んだ、上流階級の出身である、どこかのサロンに顔が利きくなど、上流階級の情報について詳しいことを表わす技能。




ライフパス


　ウィアードエイジでは、専用の出自表、経けい験けん表ひよう、邂かい逅こう表ひようを使用する。他のステージの表は使用できない。また、経験表はワークスによって選せん択たくできるものとできないものがある。以下を参照すること。




経験表：戦場


　軍人としての経験や、ゲリラとしての経験、または戦争に巻き込まれたことのある経験をまとめた表である。この表はどのワークスでも振ふることができる。

経験表：神秘


　魔術をはじめとしたオカルト関係、不可思議な現象全般に対する経験表である。冒ぼう険けん家か、魔術師などに適している。この表はどのワークスでも振ることができる。

経験表：超人兵士


　ナチスによって改造された超人兵士としての経験を表わすもの。この表は超人兵士のワークスを持つものしか振れない。また超人兵士のワークスを持つものは必ずこの表を振らなければならない。

経験表：ダークワン


　歴史の闇やみに生きてきた、人狼、吸血鬼など〝闇の血けつ族ぞく〟と呼ばれるものたちとしての経験を表わすもの。この表はダークワンのワークスを持つものしか振れない。また、ダークワンのワークスを持つものは、必ずこの表を振らなければならない。





























































ステージ専用データ

　ウィアードエイジ専用データについて解説する。




アイテム


　以下にウィアードエイジで使用できるアイテムを紹しよう介かいしている。基本ステージのアイテムは使用できない。






































































Ｄロイス


　以下にウィアードエイジで使用できるＤロイスを紹介している。この他、基本ステージのＤロイスも使用できる。




　ウィアードエイジステージで使用できるＤロイスを五つ紹介する。これらのデータを使用する場合、必ずＧＭの許可を得ること。見方については、『上級』Ｐ23を参照せよ。

　ウィアードエイジではこれらの他に、通常ステージのＤロイスを選択しても構わない。

　なお、本書掲載のサンプルキャラクターにＤロイスを取得させる場合は、次のものを使用する。ＧＭが望むならば、他のＤロイスを取得させてもよい。




・炎の剣俠児

　→「№90　快男児」

・鋼鉄の牙

　→「№91　秘中の秘」

・惑わせる者

　→「№61　生きる伝説」（『ＩＣ』）

・秘儀の探索者

　→「№29　光使い」（『上級』）

・闇の血族

　→「№35　吸血鬼」（『上級』）




















































パーソナリティーズ


　以下にウィアードエイジにおけるパーソナリティーズを紹介している。シナリオに登場するＮＰＣとして、あるいはロイスを結ぶ相手として活用して欲しい。





























































オーガニゼーション


　以下にウィアードエイジに存在するさまざまな組織をいくつか紹介している。

　シナリオに登場するＮＰＣの所属組織、あるいはＰＣの所属組織として活用して欲しい。

























エネミー


　以下にウィアードエイジで使用できるエネミーを紹介している。シナリオの障しよう害がいのひとつとして活用して欲しい。

























一部データに関して

『ＤＸ３』ではワールド設定として「ごく最近発見された、ないし広まった」というデータがある。トライブリードやレネゲイドビーイング、そしてウロボロスシンドロームなどがそれだ。

　ウィアードエイジは現代より百年ほど過去を扱ったステージであるが、これらのデータは問題無く使えるものとする。「実は発見されていなかっただけで存在していた」、「何か別の要因があって突然変異した」など、使用できる理由はＧＭが自由に設定すること。







†　ウィアードエイジ・プレイエイド　†





　このステージ「ウィアードエイジ」についての注意点、運用、トラブルシューティングなどについて記す。




ウィアードエイジ・５つの標語

　明めい朗ろう快かい活かつ！

　荒こう唐とう無む稽けい！

　勧かん善ぜん懲ちよう悪あく！

　冒ぼう険けん浪ろ漫まん！

　痛つう快かい至し極ごく！




　以上がウィアードエイジの目指すところである。ヒーローの苦く境きようは、解かい放ほうと勝利のカタルシスのためにある。とにかく、胸むねのすくようなハッピーエンドを目指せ。




もうひとつの歴史

　今いま更さら言うまでもなく、「ウィアードエイジ」はフィクションである。我われ々われのたどった現げん実じつの歴史が、

「もし●●だったら～」

という仮か定ていの下に作られた、いわゆる架か空くう戦記的なパラレルワールドなのだ。

　しかし同時に、「一九三八年の欧おう州しゆう」というヒストリカル（歴史的）な要よう素そも併あわせ持もっている。

　ＧＭと参加者が、パラレルとヒストリカルいずれの要素を重じゆう視しするかによって、物語の展てん開かいはガラリと変わるであろう。




・パラレル

　一九三八年以い降こう、実じつ際さいに我々がたどってきた歴史とは「決定的に」異ことなる展開をする。分ぶん岐き点てんがどこであるかは、ＧＭによって異なる。

　ＰＣたちの活かつ躍やくによってナチスは壊かい滅めつし、二次大戦は早期に終結、あるいは勃ぼつ発ぱつすることすらないかもしれない。

　あるいはその反対で、ナチスが完全な勝利を収おさめ、世界を支し配はいするような展開だってありうる。強力な支配体たい制せいの下、世界は「ナチスが認みとめた優ゆう秀しゆうな者」のみが繁はん栄えいを謳おう歌かするディストピアとなるだろう。その場合、ＰＣたちの役目は、レジスタンスとなるだろう。民みん衆しゆうを鎖くさりから解とき放はなち、人類に自由と勝利の朝をもたらすのはＰＣたちをおいてほかにない。




・ヒストリカル

　基き本ほん的てきな流れはそのままに史実の隙すき間まに独どく自じの解かい釈しやくを加える。

　参加者が二次大戦前後の歴史に詳くわしく、史実に沿そった展開を好む場合は、こちらの方法はオススメだ。

　史実にあった悲ひ劇げきは、もはや回かい避ひしようのない事実だ。だが、ＰＣたちがいなければその悲劇は、さらにとてつもない規き模ぼのものとなっていたのかもしれない。

　戦争、それも規模の大きいものになればなるほど、その全ぜん容ようを把は握あくすることは困こん難なんだ。特に第二次世界大戦は、今もなお、〝何が起こったか〟ということを巡めぐり、人々が議ぎ論ろんを続けている巨きよ大だいなブラックボックスだ。その隙間は、ＰＣが介かい入にゆうしても十分なほどに大きい。




　本文中に掲けい載さいした年表は、主にナチス関係の出来事だけをおおまかに記したものである。図書館やインターネットを当たれば、資し料りようはいくらでも転がっている。それを参考に、あなただけのウィアードエイジを作り上げていただきたい。




歴史というもの

　歴史とは本来、極めて扱あつかいの難むずかしい素そ材ざいである。今もなお、〝歴史認にん識しき〟を巡めぐって激はげしい議論が交わされていることを忘わすれてはならない。

　歴史の扱い方かたを間ま違ちがえた場合、不特定多数の人間の心を傷きずつけてしまうかもしれない。特に、民族や思想、宗しゆう教きようを扱う場合は慎しん重ちように配はい慮りよすべきであろう。

　ステージの性せい格かく上、「ナチスという思想集しゆう団だん」は悪役とされている。だが、彼かれらと「ドイツ民族そのもの」とが等号で結ばれることは絶ぜつ対たいにない。当時も反ナチスのドイツ国民は大おお勢ぜいいたし、ドイツ軍（国こく防ぼう軍ぐん）にもナチスやＳＳに反感を持つ者はいた。愚ぐ劣れつな行ないをした政せい治じ体制を見て、その民族を愚劣だとみなすのは、まったくもって愚劣なことである。無む論ろんのことだが、これはドイツだけに限かぎらない。本ステージに登場するあらゆる国、民族、思想、宗教すべてに対して、同じことがいえるのだ。

　くれぐれも以上のようなことがないように注意されたい。そしてもし、人を傷つけてしまった場合、速やかに、かつ心より謝しや罪ざいする心を持って欲ほしい。











あとがき






　さて、あとがきです。

　改めましてこんにちは、著ちよ者しやの田中天たなか・たかしです。

　快かい男だん児じ・天花寺大悟てんげいじ・たいごと仲間たちの冒ぼう険けん譚たんは、お楽しみいただけましたでしょうか？

　読者の皆みなさんがそうであるように、俺にとっても彼らとの冒ぼう険けんは久ひさしぶりのことです。

　旧きゆうシリーズ執しつ筆ぴつ当時のことを思い出しながら、「そういえば君はそういう奴やつだったな」「そうそう、お前はそこでそう言ってくれる奴さ！」と、作中人物と語らいながら文章を綴つづっていく作業は、実に懐なつかしく、かつ新しん鮮せんな体験となりました。

　ではここで、収しゆう録ろくしたリプレイについて振ふり返かえってみようと思います。




・リプレイ：快男児紐育ニユーヨークへ行く

　紐育の摩ま天てん楼ろうを舞ぶ台たいに、大悟たちがナチスを相手に戦う一篇ぺん。

　まず最初に、大好きな「マレーネ・ディートリッヒ」という女じよ優ゆう／歌手をヒロインに据すえようというアイデアがありました。

　当時のハリウッドスターというものは、現げん代だいよりも神しん秘ぴのヴェールに包まれた存そん在ざいで、その分、色々と想そう像ぞう（妄もう想そう？）を膨ふくらませる余よ地ちがあります。実じつ在ざいの彼女を、ウィアードエイジに生きる架か空くうの女じよ性せいへと変へん換かんしていく作業は、実に楽しいものでした。

　次に、キーとなる考古学的アイテムの設せつ定ていです。アメリカ大陸といえば、マヤやアステカといった魅み力りよく的てきな文明の遺い品ひんには事欠きません。中でも有名なのが、パレンケ遺い跡せき内ないの〝パカル王の墳ふん墓ぼ〟より発見された〝翡ひ翠すいの仮か面めん〟です。これが発はつ掘くつされるのは一九五二年なのですが、考え方を変えれば、その年までの扱あつかいは自由ということです。なので、ここは「古代マヤの人々を苦しめた魔ま術じゆつ師しの精せい神しんが宿ったインテリジェンスアイテム」という設定に致いたしました。根底には、漫まん画が『スプリガン』（小しよう学がく館かん）の一篇「仮面伝説の章」があります。

〝ヒロイン〟と〝一番悪い奴〟のふたりが決まったところで、俺はちょいと困こまりました。

　両者にはなんの接せつ点てんもない……！（当たり前だ）

　さてどうしよう。

　…………。

　……歌？　そうだ、歌だ！

　歌は、人に夢ゆめや希望を与あたえることができます。

　ならば、その暗黒面を用いれば、人を苦しめ、あるいは洗せん脳のうすることも可か能のうでしょう。いや、ウィアードエイジのナチスならやっているはずだ、そうに違ちがいない。

　そんな発想の下に生まれたのが、〝アメリカンドリーム破は壊かい作戦〟と〝黒マレーネ〟のふたつです。歌パワーによってアメリカが危き機きに陥おちいるというのも、なんとも荒こう唐とう無む稽けいで『トワイライト』らしい話と申せましょう。

　……と、ここまで発想の順じゆん序じよは明めい確かくだったんですが何かのはずみで〝ナチ・マスカラス〟という奇き天て烈れつなプロレスラーが混まざりました。まさにマヤの神秘ですね。

　さて、実じつ際さいのセッションでは、ご覧らんいただいたような展てん開かいになったわけですが、一点、こちらの想定を超こえるＰＣ側の行動がありました。

　それは、積極的に黒マレーネを救ってくれたことです。

　黒マレーネは、確たしかに悲ひ劇げき的てきな存在です。しかし、その点をセッションで強調しすぎると、マレーネ・ディートリッヒおよびアメリカンドリーム破壊という二点の演えん出しゆつがぼやけてしまう可か能のう性せいがありました。よって、黒マレーネについては抑おさえめでいこうと思っていたのですが……実際には、ご覧のとおりの展開となりました。境きよう遇ぐうが近いということで感かん情じよう移い入にゆうしてくれたクリスと、彼女の想おもいを敏びん感かんに察知し、助け出すことをスパッと決けつ断だん・実行してくれた大悟のお陰かげです。

　余よ談だんですが、快男児との死し闘とうによって本来のプロレス魂だましいを取り戻もどしたナチ・マスカラスは、正せい義ぎのルチャドールとしてナチスに時間無む制せい限げん一本勝負を挑いどむ、という後日談がございます。また、サビーネおよびナチス・モンスター軍団はルー・テーズによって全員ＫＯされ、撤退を余儀なくされました。さすがだルー・テーズ！　強いぞ！




・ステージ解かい説せつ：ウィアードエイジ

　こちらは、架空の一九三八年を舞台にオーヴァードの活かつ躍やくを描えがくためのステージ、〝ウィアードエイジ〟の解説です。ＤＸ２では『アウトランド』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）というサプリメントにて紹しよ介うかいいたしましたが、ＤＸ３では、今回が本ほん邦ぽう初公開となります。

　ステージの雰ふん囲い気きを摑つかむには、映えい画が『インディ・ジョーンズ』『リーグ・オブ・レジェンド』、漫画『ジョジョの奇き妙みような冒険・第二部／戦せん闘とう潮ちよう流りゆう』、アニメ『モンタナ・ジョーンズ』、ゲーム『デビルサマナー　葛くず葉のはライドウ』『サクラ大戦』『エドワード・ランディ』などといった作品を参考にしていただくとよいかと思われます。

　なお、本文中でも書かれたことですが、歴史とは、本来、慎しん重ちように扱あつかわれるべきものです。ウィアードエイジは、ほんの七十年ほど前の時代を描えがいているということもあり、ナチスを筆頭に、微び妙みような問題を含ふくむ題材を扱あつかっています。これらは、扱い方によっては、人の心を容よう易いに傷きずつける武ぶ器きにもなりえます。

　ＴＲＰＧは、参加者全員で協力し認みとめ合って楽しむ娯ご楽らくであり、ウィアードエイジが目指すのは〝胸むねのすくような冒険活かつ劇げき〟であるということを、どうか忘わすれないでください。




　さて、そろそろ紙し幅ふくも尽つきてまいりました。

　最後に、本書の製せい作さくに関わった皆みな様さまへの謝しや辞じを述のべさせていただきます。

　旧シリーズでも数々のイラストで我われ々われを魅み了りようし、ウィアードエイジを完かん璧ぺきに描えがき切ってくださった、しろー大野先生。今回の企き画かくも、あなたのイラストなしには成立し得ないものでした。新作の依い頼らいをふたつ返事で引き受けてくださったと聞いたときは、本当に嬉うれしかった……！

　参加してくれたプレイヤー四人。それぞれに忙いそがしい中、スケジュールをやりくりして、俺のわがままに付き合ってくれてありがとう！　あの頃ころとまったく同じ雰囲気のままにプレイしてくれたお陰で、執筆もはかどりました。

　また、旧シリーズからお世話になった編へん集しゆう・金子清一様と、新しくおつきあいいただいた編集・萩原猛様。これからも、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　ＤＴＰデザイナーの皆様。いつもいつも手間をおかけしております。テキストファイルから、素す敵てきな〝紙面〟を創つくり上げてくださること、いつも感かん謝しやしております。

　印刷・流通の皆様。本書が〝書しよ籍せき〟という形を得て、店頭に並ならぶことができるのは、あなたがたのご尽じん力りよくあってのことです。

　そして読者の皆様。ここまで読んでくれてありがとう！

　いつかまた、別の作品でお会いしましょう。





二〇一一年　三月吉きち日じつ　田中天
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